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Ⅲ岬[Ⅲ出mtthtⅢ的押仙仙仙出[昭和 59～ 60年 度来日 ・派遣及び集会援助一
覧表

(59,10以 降決定分)

短期間来日 (60年 度 14件 )

ド
号

一コ
番 申 込  者 来  日  者 的目 実施年月

8 5

2 0 0 5

大阪大学

福 島 正 俊

西 ドイツ ・ビーレフ

ェル ト大学

Ludwig Streit

確率過程論の数理物理学への応用 60/ 7

8 5

2 0 0 6

大阪市立大学

増 田 芳 雄

スイス ・ローザンヌ

大学

Pad一 Emile Pttet

根の生長と細胞壁の役割 60/ 9

8 5

2 0 2 2

東京工業大学

安 藤   勲

イギ リス ・サー リ大

学

Graham Alan Webb

ポ リペプチ ドの電子構造と立体化学

構造
60/10

8 5

2 0 2 4

東北大学

立 木   蔚

アメ リカ ・バージエ

ア大学

」oseph Larner

インス リンの作用機序

8 5

2 0 2 5

広島大学

藤 サ|1 和 男

アメ リカ ・ニューヨ
ーク州立大学
Peter van N16uwenhuizell

超重力理 60/ 5

8 5

2 0 2 8

京都大学

速 水 醇 一

カナダ ・トロン ト大

学

A.工 Kresge

溶液反応における基礎過程、特にプ
ロトン移動反応の物理有機化学的研
究

60/ 9

8 5

2 0 3 1

名古屋大学

井 村    徹

アメ リカ ・オーク リ

ッジ国立研究所

Sekyu Michae1 0監

超高圧電子顕微鏡内その場破壊実験
法による結晶材料の破壊機構の研究

他

60/ 4

8 5

2 0 3 2

名古屋大学

原 田 仁 平

アメ リカ ・HoustOn

大学

S.C,Moss

X線 散乱による層間化合物C24 Rb

のRb原子の面内挙動についての研究
60/ 5

8 5

2 0 3 5

大阪大学

伊 藤 博 信

ベネズエラ ・I V I C

Horacio Vanegas

各種知覚の視蓋における相関と統合 60/ 4

8 5

2 0 3 6

分子科学研究所

之信西

アメ リカ ・ハワード

大学

岡 部 秀 夫

星間分子の真空紫外光による反応週

程の研究
60/ 7

8 5

2 0 4 0

名古屋大学

早 川  幸  男

西 ドイツ ・マックスプ
ランク研究所
Cerhard
A l b e r t  H . Bもm e r

降積中性子星及び宇宙論 60/10

― - 1 - 一



コード
番 号 申  込  者 来  日  者 目 的 実施年月

8 5

2 0 4 1

山口大学工業短期大

学部

池 谷 元 伺

カナダ ・McMaster

大学

H.P.Schwarcz

ESR年 代測定法の確立 60/ 8

8 5

2 0 4 3

東北大学

遠 藤 康 夫

フランス ・Laue

Langevin研 究所

Roger Pynn

Non eqdlibrium etteriments of

ferronuids and liqdd crystals

using polarized neutrons and Xr容

60/ 5

8 5

2 0 4 4

東海大学

中 鳴  貞  雄

イギ リス ・リバプー

ル大学名誉教授
Herbert FrShlich

生体系における強誘電的励起 60/ 8

長期間来日 (60年 度 2件 )

ド
号

一コ
番 申 込  者 来  日  者 的目 期  間

8 5

3 0 0 1

広島大学

田 中   治

中華人民共和国 ・中国

科学院華南植物研究所

周   文  華

中国産甘味植物の化学的研究 (特に

キイテゴ属植物及び黄杞について)

60/5～

6 1 / 5

1ケ年

8 5

3 0 0 3

分子科学研究所

吉 原  経 太郎

アメリカ ・カリフォ
ルニア大学

Hrvoje Petek

オレフィンの光化学的シスー トラン

ス異性化反応のダイナミックス

60 / 8～

61/8

1ケ年

短期間派遣 (59年 度  16件 、 60年 度  38件 )

ド

号
一コ

番 被 派 遣 者 目 的 渡 航 先 実施年月

8 4

4 2 8 7

東京理科大学

橋 口  隆  吉
中国物理治金討論会 中 国 59/11

8 4

4 2 9 4

京都大学

高 橋 智 幸
ジフ神経生物学講演会 フ フ ン ス

｀
59/11

8 4

4 3 0 2

東京大学

宮 沢 辰 雄

生体分子の構造 と相互作用の国際シンポ

ジウム
イ ン ド 59/12

8 4

4 3 0 3

大阪大学

村 田  一  郎
1984環 太平洋国際化学会議 ア メ  リ  カ 59/12

8 4

4 3 1 0

東京大学

尾 中    敬
赤外未同定発光バンドの高分解能観沢J ア メ  リ  カ 59/12
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ド

号
一コ

番 被 派 遣 者 目 的 渡 航 先 実施年月

8 4

4 3 1 1

東北大学

庄 田  勝  房

低及び中間エネルギーにおける原子核の

電磁相互作用に関する第 6回 セ ミナー
ソ 連 59/12

8 4

4 3 1 3

東京工業大学

高 柳  邦  夫

アメリカ真空学会第 31回国際真空 シン

ポジウム
ア メ   リ  カ 59/12

8 4

4 3 1 5

京都大学

三 輪 哲 二

物性論及び場の理論における完全可解系

に関する冬季学校
イ ン ド 60/ 1

8 4

4 3 1 6

東京大学

一 丸 節 夫

「プラズマの確率性 ・乱れ ・長時間振劉

研究プログラム
ア メ  リ  カ 60/ 1

8 4

4 3 2 4

東京理科大学

田 丸 謙 三
触媒作用に関するシンポジウム イ ン ド 60/ 2

8 4

4 3 2 5

京都大学

George G.Hall
物理化学における理論 と実験の新局面 オース トラ リア 60/ 2

8 4

4 3 2 7

大阪大学

柴 田  徳  思
Hypernucleus spectroscopy ア メ  リ  カ 60/ 2

8 4

4 3 2 8

東京大学

飯 野 徹 雄

第 13回 アローンカジールーカテキルス

キー会議
イ ス ラ エ ル 60/ 3

8 4

4 3 3 0

東京大学

市 村 宗 武
原子および原子核衝突の半古典的記述 デ ン マ ー ク 60/ 3

8 4

4 3 3 3

東京大学

西 島  和  彦

ドイツ自然科学アカデ ミーレオポルディ

ナ1985年 総会
東 ド イ ツ 60/ 3

8 4

4 3 4 1

広島大学

西 尾 度 昭
第 16回 アメ リカ神経化学会議 ア メ  リ  カ 60/ 3

8 5

4 0 0 6

名古屋大学

山 本    尚
ビュルゲンス トック立体化学会議 他 ス イ ス  他 60/ 4

8 5

4 0 0 7

京都大学名誉教授

熊 田    誠

立体選択的ならびに立体特異的有機金属

反応シンポジウム
ア メ  リ  カ 60/ 4
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ド
号

一コ
番 被 派 遣 者 目 的 渡 航 先 実施年月

8 5

4 0 1 0

横浜国立大学

仁 木 克 己
第 2回 生物無機化学国際会議 他 ポル トガル 他 60/ 4

8 5

4 0 1 3

筑波大学

丸 森 寿 夫

Nボ ーア 100年記念 原 子核構造シンポ

ジゥム 他
デンマーク 他 60/ 5

8 5

4 0 1 5

九州大学

郷   通  子
日中合同生物物理学会 中 国 60/ 5

8 5

4 0 1 7

東京大学

平 尾 泰 男
1985年 粒子加速器会議 他 カ ナ ダ  他 60/ 5

8 5

4 0 2 1

東京大学

家   正  則

欧州南天天文台 36m望 遠鏡による観測

とその分析
西 ドイツ  他 60/ 5

8 5

4 0 2 2

国立がんセンター研

究所
口 野 嘉 幸

第 11回 国際 tRNAワ ークショップ 他 西  ド  イ  ツ 60/ 5

8 5

4 0 2 5

名古屋大学

後 藤 俊 夫

第 1回 I【JPAC生 物有機化学シンポジウ

ム 他
ア メ   リ  カ 60/ 5

8 5

4 0 3 0

東京都立大学

久 保  謙  一

原子核反応機構に関する第 4回 国際会議

他
イ タ リア  他 60/ 6

8 5

4 0 3 2

九州大学

師 井 義 清

第 5回表面およびコロイド科学国際会議

他
ア メ  リ  カ 60/ 6

8 5

4 0 4 0

名古屋大学

渡 辺   尭

STIP研 究会 宇 宙空間国際重点観測期

間の解析と今後の展望 他
ス イ ス  他 6

8 5

4 0 4 2

京都大学

広 田   裏
カナダ化学会年会 他 カ ナ ダ  他 60/ 6

8 5

4 0 4 6

東京大学

佐 藤 勝 彦
超新星起源研究集会 他 ア メ リカ 他 6

8 5

4 0 5 3

東北大学

小 岩  昌  宏

第3回団体の内部摩擦と超音波吸収甲際

会議
ノ・す

「
り ヵ 6
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ド
号

一コ
番 被 派 遣 者 目 的 渡 航 先 実施年月

8 5

4 0 6 3

京都産業大学

曽我見 郁  夫

第 5回 表面およびコロイド科学国際会議

他
ア メ  リ  カ 60/ 6

8 5

4 0 6 5

国立予防衛生研究所

西 島  正  弘
ゴードン会議の脂質代謝部会 ア メ  リ  カ 60/ 6

8 5

4 0 6 7

大阪大学

宮 村    修

原子核一原子核衝突に関する第 2回 国際

会議
ス ウ ェ ー デ ン 60/ 6

8 5

4 0 6 8

国立循環器病センタ
ー研究所

松 田  武  久

第 5回 表面およびコロイド科学国際会議

他
ア メ   リ カ 60/ 6

8 5

4 0 7 1

大阪大学

桑 田 敬 治
カナダ化学会 1985年 度年会 他 カ  ナ   ダ 6

8 5

4 0 7 3

分子科学研究所

川 口  建 太郎

40 th Symposium on lvlolecular

Spectroscopy  他
ア メ  リ  カ 60/ 6

8 5

4 0 7 9

東京大学

永 宮 正 治
第 2回 原子核衝突国際会議 ス ウ ェ ー ァ ン 60/ 6

長期間派遣 (60年 度 6件 )

コー ド
番 号

被 派 遣 者 目 的 渡 航 先 期  間

8 5

5 0 0 5

大阪大学

野 尻 洋 一 鏡映核の磁気モーメン トとベータ崩壊 ア メ  リ  カ

6 0 / 4～
61 / 3

1ケ年

8 5

5 0 0 7

徳島大学

横 田 一 成
アラキ ドン酸放出反応の調節機構 ア メ  リ  カ

6 1 / 3 ～
63 / 3

2 年

8 5

5 0 0 8

明治薬科大学

中 野 路 子
放繰菌における遺伝子操作 イ ギ  リ  ス

60/4～
60/8

4ケ月

8 5

5 0 2 5

京都大学

山 崎   進

計算の理論に基づくコンピュータプログ

ラムの自動作成に関する研究
イ ギ リ ス

60/4～

61 / 3
1ケ年
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ド
号

一コ
番 被 派 遣 者 目 的 渡 航 先 期 間

8 5

5 0 3 1

東京大学

内 藤 万 夫

超伝導体人工超薄膜及び多層膜の基礎的

研究
ア メ   リ  カ

6 0 / 4～
61/3

1ケ年

8 5

5 0 4 0

東京大学

吉 田 春 夫
力学系の解析的構造の研究 フ フ ン ス

6 0 /  4～

61 / 3
1ケ年

学術交流集会 (60年 度 8件 )

ド
号

一コ
番

主 催 責 任 者 集 会 ム 期 開催地

8 5

6 0 0 1

東北大学

糟 谷 忠 雄

第 5回 f電 子系における結晶場及び異常

混成効果の国際会議

60. 4.15

～ 4 . 1 8
仙 台 市

8 5

6 0 0 2

京都大学

佐 藤 文 隆
量子重力理論と宇宙論

60  5. 7

～ 5.11
京 都 市

8 5

6 0 0 3

東京大学

赤 羽 賢 司
星の生成領域

60.11.11

～11.15
東 京 都

8 5

6 0 0 4

京都大学

野 崎    一

IUPAC第 3回有機合成指向有機金属化

学国際会議

6 0 .  7  1 1

～ 7  1 5
京 都 市

8 5

6 0 0 5

東海大学

中 村  輝 太郎
第 6回 強誘電体国際会議

601 8 12

～ 8 1 6
神 戸 市

8 5

6 0 0 6

大阪大学

中 村   晃
遷移金属触媒の分子論的基礎

60  4. 6

～ 4.10
大 阪 市

8 5

6 0 1 0

大阪大学

近 藤 道 也
第 6回 核物理偏極現象国際会議

60  826

～ 8 30
大 阪 市

8 5

6 0 1 1

群馬大学

田 沼 静 一 黒鉛層間化合物国際会議
60. 5.27

^ツ 5 30

県

郡
村

城

治

茨

新

桜

- 6 -



日 者

hVlllam P. Halperin

Associate Professor,Department of

Physics and Astronomy, Northwestern

University,Evanston,11linois 60201,uS.A.

目的及び成果

ハルパ リン教授はコー

ネル大学において巧妙な

ポメランチュクセルを考

案 し、超低温域で代表的

な量子固体である固休ヘ

リウム3の 核秩序を始め

て見出す (1974年 )と共

に、融解曲線に沿う国体ヘ リウム3の 熱力学的性

質の研究に目覚しい成果を挙げた。その後ノース

ウエスタン大学に移 り、超流動ヘ リウム3の 超音

波吸収に関する研究を始め、先駆的な研究を精力

的に続けている。同教授はこの他、NMRに よる

金属微粒子の研究で も草分け的存在であり、現在

も活発な研究を行っている。

今回、財団の援助を得て同教授を日本に招へい

し、東北大学理学部、東京大学理学部、同物性研

究所、名古屋大学理学部、京都大学理学部、大阪

大学基礎工学部、大阪市立大学理学部、山口大学

理学部などを歴訪して頂き、ノースウエスタン大

学で行っている最新の研究 「超音波による超流動

ヘ リウム3の 励起状態の研究」あるいは 「NMR

昭和 59年 度短期間来日成果報告

84-2003

9 月 1 5 日

17日

19日

20日

22日

25日

26日

27日

29日

10月 3日

申 込  者  大 阪市立大学 信  貴  豊 一郎

受入責任者 大 阪市立大学 信  貴  豊 一郎

による金属微粒子の量子効果の研究」について講

演を聞 くと共に、日本の各大学における超低温の

研究を中心として突っ込んだ討論を行 うことがで

きた。

同教授の話は非常にわか り易 く卒直である上、

大変示唆に富んだものであったので、この方面の

研究者および学生にとって得るところが大変大き

かった。山田財団に対 して厚 く感謝の意を表した

もヽ。

月  日

日 程  表

訪 問  先

成田着

東北大理学部 ・大塚研究室

東大理学部 ・小林研究室

東大物性研 ・小川、石本、生鳴研究室

名大理学部 ・益口研究室

京大理学部 ・平井研究室

阪大基礎工学部 ・長谷田研究主

大阪市大理学部 。信貴研究室

山口大理学部 ・永井研究室

成田発

R E P O R T

William P. Halperin

Bn Septenb8P 15, 1981 1 begoR 冊J りi3it t8 Phu31G3

1ab8P口 tOPi● 3 in 38POn, generou31u SuppOrted bu the VG冊 9d口 Science

F8und9t ion, Thi3 W93 uer」  3uEEE33fu1 8nd PrOductive from a number

Of FOint3 8f VielH・  He h口 ve h口 d the 8PPartunitu tO di3Cu33 8nd
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refine cur thinking about new areas of re3earCh 9t uitr9“low

temperatures 口nd to BI口ke co冊ments 9bout experiment3 in pr8gre33 in

mu CDllPague33 1abOr9torie3 in d8Pan.

FPolR Sept・ 15 to 17 1 w93 inりited to Tohoku URtυer3it」 bu

Pr8f・ 8htsu【9, 8f Poptic古|口r note was the new n3dern uitr9-lou

temperature toborat8Pu and helium llquefier f口●ilities. R netJ

GOPper 9di口 b8tiC demagnetiz9ti3n refrigerot8P h93 been CDnStructed

gnd 91P,ar3 tO 叫8rk We11・ There i3 nO eVidence for the not9rious

tine―dependent h●口t leak clnd thi3 13 an inPortant cruogenic

ochievement.  One of the wBridBs best ・
lLeiden―

stule" dilution

Pefrigerator3 h93 been dPυe18Ped in thi3 1abOr口t8Pu・ This work i3

b33ed On fund9mental rese口rch on turbulen88 effeCte in f19wing

helium 301utlon3・  H[】reoりer, 口 nouel Pr8Ce3S fO' C881ing ditute

301ution3 0f 3He in 4He h93 been Suggested bu thi3 re388PCh・ Thi3

i3 an eXtremelu lnterヽ8Sting are8 in 10W temperature phuSiCS in that

technical progrese must b● m8de t0 9chieve sufficient cooliRg Of

the38 301utiDn3 t0 0bServe the theoreticaltu predicted fermioR

P81Ping conden38tiOR, There are 31milgr effort3 in 3ther

i口borcttBrie3 iR JBp9[l but with different 口ppr80CheS for cDOting the

hetium 301ution3 83 1Jili be discus38d 18ter・ Ueru exteR8tue WOrに 13

in pぃogre3S t3 me89ure the mlHcle8P 口nd Blectron18 magrletic

strttcture 8f a number of h」PerfiRe enhanced mclgneti● ●8mpOund3 31HCh

83 TmU84 は3ing neutぃoR diffraction techRique3 iR E011口boぃotioh with

a gr8up at B口k Ridge, TeRn383ee・

Bn Septコ 18 and 20, | 口13ited the in3titute of S81id

S t口t e  P h」 3 i C 9  8 f  t h e  U R i u e r 3 1 l u  O f  T 9 k」 8 ,  i「l C l u d i n g  t h e  p e 3 8 a r C h

g r O u p . 3  0 f  P r O f 1  0 g a叫 8  9 n d  P r o f i  l k u t t h i冊 口, ( l  W 8 u l d  i lに e  t o  n 3 t e  i n

p a r t i c u l口 r  t h a t  B P・  T c l k口n o  i n  P r o f .  8 g 8 u 1 8 : 3  1 a b O ' 8 t 8 P」  h a S  b e e n

most helpful in arronging detali3 0f mu りiSit to 」口pan fBr uhich l

would ilke to 8Xpre38 冊u g,9titudet〕Rt the iSSP the mo3t powerful

口ltr8-10W iemperature refrigerat8P in the ul●rid h口3 bgen

::]:ii‖:t岳l l骨を l岳口i岳t骨
gc‖
岳:!91°3111岳

3i‖
:itihを

h岳
9]‖:|千:r HlagRetiC

S u 3 S e p t i b i l i t u  n e 9 3 u r B m e n t 3  8 P 8  P e r f B r m e d  i n  c 8 1 1口 b O r 9 t i O n  w i t h

::l:とPiil:itiを 十干:i:3:::|● il!:i岳!t十in」
llli::i::| :‖

を
°
|‖:キをil ar・e n8ロ

forthcoming from this rese8PCh. The poiring conden39tiOn in helium

301uti3n3 Will 口130 bB 30ught u3ing the po叫er Of thi3 dOuble

RuCt●8r demagnetizati9n refrigergtoPl RPari from refrigeration,

peli口ble thermDmetru i3 伊erhaps the most ch口llenging probleFB・

B i S C u 3 3 i O n 3  U i t h  P r o f・  l  k L I S h  i l 1 8 . 3  g r O u P  i e d  t o  t h e  9 u g g e s t i 3 n  8 f
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acoustic attenuati8n therm8fB8tpu・  infOnmal seHlin仰,3 0n 3H8

3uperfluid c811eCtiりe n8de3 1ind On acoustic techniqu83 1」8Pe held

uith the p8いtiCtPatian in the foralep bu P,Of・
83 N8inBZgu8, Ebi3aWa′

and Hasegawa. The woぃに oR hBIlum interfac83 in PrDf. 1にushim口
・
3

][:|:cを
St皆
景]辛。lm:i岳

3品
l甘骨とti]需

llli]:v皆
::予
ul岳
l品l:Stiteiを

・
.iい岳品[ 口t

V e r u  1 0 W  t 3 m P e ' a t u r e s‐  T h i s  1 1 8 3  b e C G冊 8  a  V e r u  e x c i t i n g  3 u b j e C t  t t i t h

30me Cther wGrk being dBne t『l F,8nCe and uSR・

Bn SePtl 19, | りisited Pぃof・ にoba」88hi:8 1口boratoples in

the F9cultu 3f SCience at Toku8 urliVersit」・ Hepe there are

excellent facilitie3 fOい  Phc〕to-lithograPhic techRique3 8nd

f a b r i c a t i o n  8 f  t t e P u  3冊 口| I  P a r tヽ i c t e s ,  T h i s  i 3  8 n e  O f  t h e  冊 8 S t

productitte ctnd Bctive grouP3 in met91 p口rticte phuSi・S Gnd in the

studu of Rnder38n tOC口liz8tion, H‖R, ESR, electric8i ●onductivitu,

magnetoreststarlce, 日nd 8PeSific he8t me口Sureflents oぃe carpl●d But.

New cpu8geniC 88n3truCti3R I『1●ludes two new dilution

refri geratorts,lR 8ne CClse whore the sil甲er Particle hectt exchanger3

口re mode with home―m9de met81 particte3・ The techn口18gu f8P R9にing

tiR p8rti●188 13 being apPliod to the pr8blem Of c881ing hetium

381utiOR3, With i38tBrD18口|lu enr・iched tin p8rtiCle3 9diabatic

demagnetizgti8m m9J P'0。e t8 be mOre effictent then ulith more

CDRりention口l mclteri口i3.  Hert, o138 the thermometru pr8hlem ulili be

8n ilRpOrtant sh口llenge gnd the uitr9-3m口li met81 口9riicle

te8hRique3 ma」 be SPitic811」 i冊Pori9nti

8n SePt. 22 1 りi3ited Pr8f・ H03ud9 8nd hiS grouP in the

F 8 c u i t u  B f  S G i e n C e  口 t  l t 9 g oロロ u n iり e r 3 i t u・  H e r 1  9 1 3 0  1口 r g e ,  n e w

m8dBPR lab8ratOries h9ve been c8RStruCted with i9rge

r9dio―frequenc」 3hi81ded rG3113 9nd tWo 9di口b8tic demagnetiz口ti8n

C r u 8 3 t O t 3 .   T h e  l口 ,日8 S t  O f  t h e 3 e  i S  C 8 m p a r 9 b l e  t o  t h e  b i g  m a c h i n e

9t iSSP in Pr8f. Og8Wa13 grBup. Exten31ue investi39ti8n3 h9りe b8en

::]」lil:dilntiを
eqi告
岳:‖骨
dll:]l:lpsi:e‖

lt骨
3P::tl!岳

1岳:re器:骨::|を
・
3R the

s P e c i f i c  h e a t  a n d  t h e P m Bど u R口1 l i C  P r e 3 3 u r e  n e口 ,  a n d  b e l o慨  t h e

magneti8 0rdering tran3itiOn tempepature, 183S than l 冊K・ it i3

rem8Pkabl」 usefui that this c8Peful woPk c8n be u38d tDgether with
that fr8m iSSP and 83ak口 Eitu URiりeP3it」 tO re8Ch an Understanding

ili;!:|:i十:|!i:[::[i骨!1告il::|::li:「士i:千i!|:H!:子li:岳lii常:ti:!::!:1岳
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low tellper口tures t8 direCti」 3tudu nu81e口r mag「letic ordering in the

high Pre33ure hCP Ph日3e・  Ho 8ther grDup is 口ct tu, in thi9 8rea gt

this time,

F,om H8g3ua mu trip led to KJoto with discu3318n3

beginning 8n Sept・ 24 tholid9u〕口nd COntinuing thいough Sept.25 wlth

Pr8f・ HIPal and hi3 re388PCh etaff・ R ulide リロrietu Of prOject3 in

i‖:iを岳i3ni岳i[ti[:|l18。l告どi:: 」告iile3品と
'岳
骨岳
ni景
 :te3」‖:」ifil‖岳

ta19 8f
R―Phase・ Ueru useful diScu331●n3 0n H‖R technique were held, Thi3

tJ8rk ha3 Stimulated interest in imagiRg uSing Fourier Tran3farm

l皆:古ul:le骨lse告子
|キ
|::iを

°il[ 1骨 ‖岳|:岳]iv]:岳岳
口
:千iを3日[骨:ulCl骨:itil

restricted ge8metru there Gre giterations in the exPected

Fermi-1lquid heh8りlor.  This should lead to import口nt c8ntributioR3

in understanding the interface between 3He 口nd 301id boundarie3 8nd

m口」 be Df teChni●91 impBrtanse f8‖ ●881ing t8 VBru l。印

temper口tures・

Pr8f・ H口Sed8 8f the F9cuitu of Science h83ted me

9t 83口k口 tln i uers it」 8n Sept, 26. Here t le口rned 口bout the extじn3iり●

work that i3 98ing 8n in Pr8f・ Hased口
・
8 8Poup exp18iting different

口di9b口ti● c881ing 38h●lRe3 0n dielectric materlo13・ The principle is

b93ed 8n the m口gnetic fi●ld dependence ●f the 3inglet―triplet

,plitting・ Hith suitablu large magn●tic fiBlde, leuel cro33ing can

b e  o c h i e u g d  P r口 d u c i n g  c D 0 1 i n g  B f  t h e  n u c l● 口「 Z e e m 9 n  b口 t h ,  T h i 3

8 P P r 8 0 C h  m口 J  b e  a b l e  t ,  p r B d u c e  n u c t e a r  m a g n e t i c  8 P d e r i n g  口 n d

shou13 be cantrosted りith the rotgttng frame experinents 3f Rbragam

and col189gueS・ Pui3ed magnetic field c801ing has been 3u●●B33fullu

gchieved and exじtted stgte mognetic ordering observed・ Rather

interesting experiments t8 Studu liquid 冊OleCulor h」drogen f9r

below its freezing teP8P9ture ore in pragre33・ Thi3 i3 9Chieじed in

口 zeolite m口tPix・ 1 口133 りi3ited the pulsed m9gnetic field and high

Pre33ure laboぃotBries . Th●38 teChnique3 9'8 りer」 i冊PBrtant for the

deuelopnent and studu Of new m8teri口13 1R C8ndenSed motter Phusics・

Bn SePi・ 27, P,of・ Shigi irluited me to hi3 18bOpat8PieS

in the Dept・ 8f PhJ3iC3 at, the 839k9 8itu URiVer3itJ・ Thi3 grOup i3

8ne Of the EID3t impOriant and productiけ e tr口 ining p198eS fOr iow

tempergture phJ3iCiSts iR J口 pan. Hucte口 r odiab口 ti● demagnetiz8tiBn,

Pomeranchuk ●●oling′ K口pitza therm81 reSi3t口nCe measurements,

冊口gnetic susceptibilitu mcboSurements thr3ugh the ordering
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temper口tur8 0f 3HB 381id, are some 9f the t8PiCS for whi●h thi3

gr8up h93 be80m8 80 Well known・  Recent tth sound meosurement3 in

different pore 3iZeS perforlned on superfluid 3He shBw dPantatic

effects th口t arbe to be studied further in g Heltthoitz re38natOr

experinent・ Rn investigati3n Of ph8Se SeparatioR Of helium

301ut lons 口t iow tBnlper8tureS i3 in Pr8greSS using 口n extrenel」

P r e c i s e l u  S o R S t r u C t e d  p口 r口 l l e l  p l g t e  c口 p 8 8 i t O r・   H e w  d eり ●l  o p t t e n t s

fo「 refぃigerati8n at i【 u31ng 3He cio38d CuCie refrigerati8R 9nd

the Joule―Thomp30n effect wili be inPortant in iarge sc口|●

3uperCondusting magnet 8P口li●ati3n3. 田e discu338」 3m口|1 3881e
C8mmerCi口i tlppliccltioR3 83 Well・ R new double nu8188P

demagnetiz口tion suStem i3 R9ul b8ing 38R3truCted for inりestigation

of a p口iring c8nden38tiOR in helitlln dilute sDlutiOns, 8nd f3r Studu

o f  P 9 1口 r i z e d  冊 i x t L t r e S  O f  h e l l u m  i 3 8 t 3 p。 3・ l t  h 3 s  b e e n  8 n  h O n 3 r  口 n d

口 P l e 0 3 u r e  t O  り i 3 i t  P r 8 f・  S h i g i J   m u  S P O R 3 0 P  f O r  t h i s  w i 3 i t  t 0

」口pan・

B R  S e p t .  2 9コ  i R  Y 9 m口 g u s h iコ  i  3口 W  P r D f `  H口 g a l  B f  t h e

F9cultu 8f SCience of Wam9guchi univer3itu・ ‖e h口d the 3ppOrtunitu

iieli品i」
3ielを
景t口::1告il告littngn31htth:°|!岳岳:ll: ‖骨::岳口|:eSl;[riを‖」

」
imp9rtant to the interpretati3n Df 8ur eXperiment3 8t HOrthtF83tern

U n i v B r s i t」 ・ゥ n  t h 8 8 r e t i C口 |  I Rりe S t i g 8 t i O n  B f  t h 8  C h 8 P 8 8 t e r  B f  t h e

s口Perfluid R―t3-B trgn3iti3n i3 qLtite interesting, Particul口rilu

f P o m  t h e  p D i n t  O f  り ie w  口f t h e  s t口bi l i t u  o f  O  p 0 3 3 i b l e  F u l d e― Fe P r e l l

3 t a t e・

R f t e r  口  3 h B r t  り i 3 i t  t●  ‖i r o s h i m a  l  r e t u r R e d  t O  T 8 k u。  口R」

teft f8P the URited State3 0n 8ctober 3J 1984・

一 - 1 1 - 一



84-2018

来  日  者

Michael T.Hutchngs

Principal Scientific Officer,Materials

Physics&Metallurgy Division,Atomic

Energy Rescarch Establishment,Harwell,

O x f o r d s h r e  O  X l 1  0 R A , E n g l a n d

目的及び成果

山田財団の援助により

英国ハーウェル研究所の

主任研究員 Hutchings博

士を招 くことが出来た。

ハーウェル研究所は、私

が若いころ、現理事長の

永宮教授の御推薦で、日

本人としては初めて中性子回折実験に留学 した忘

れ難い研究所で、当時は世界屈指の学術センター

でもあり、以後多 くの日本人が訪れて立派な業績

をあげた。その際、Marshall氏やLowde氏 らの

好意がなかったら、とても果せなかったことであ

ろうと思 う。Hutching氏は、いわば、その次の世

代に属 し、現在では、Harwellの研究方針が可成

り変っている中で、尚academicに活発な研究を

続けておられる人で、私は 1975年ILL(Grenob0

で 2～ 3ケ月共同で研究したこともあり、又お茶

平 川  金 四郎

平 川  金 四郎

の水大の池田氏との協同研究 も多 く、互いに呪懇

の間柄なので、今度 は氏が是非 日本の学界の

activityに接したいという希望を少しでも満たし

て上げたいと思い山田財団にお願いした。幸い予

定のスケジュールを順調に終え大変喜び、且つ新

しく受けた刺激に感謝されつ 帰ゝ国された。氏は

三つの異なる内容の講演を用意して来 られ、各地

の大学でそれぞれに適した内容の講演をされ、討

論された。また今回の招へいに際し、私が予期し

なかった多数の方々から、是非来て講演 ・討論を

してほしいとの申込みがあり、国数の許す限 り、

実現に協力した。又協力して下さった方々に感謝

したいと思 う。 1984年 11月 24日 来日、 12月

15日 離日迄、 忙 しいacademicな スケ ジュール

をこなし奥 さん と日本文化 を楽 しまれ帰国され

た。 内 容の詳細 は同氏の英文報告でご覧願い

たい。

申 込  者

受入責任者

東京大学

東京大学

R E P O R T

Michael T. Hutchings

My visit to 」 apan was arranged by Prof. K. Hirakawa (I・ S・S.P)with the help

of Professor H. Ikeda (OChanOlllizu University), and affOrded ne the

opportun■ ty to v■ s■t a nunlber of laborator■ es to discuss the current

research being carried out there and to view the facilities availableo  I

Presented s■ x s elllュnar talks at these laborator■ es during ■ y v■ s■t.

For the first two weeks of ■ y visit l was based at I.S.S.P, in Tokyo, fron
where l visited the National Defence Acadellly, Ochanolnizu University, the

」A工Rtt at Tokai, and Nagoya University.  I then llloved to Sendai to visit the

RIISOM, and the Physics Departlllent of Tohoku University, and finally to

Kyoto university.

- 1 2 -



At I.S.S.P. I heard about the current work in the field of frustrated

lllagnetic systelns and chirality order undertaken by Prof. K. Hirakawa, on

3難,°],Si8監i岳:igai:°廿nq七忌:Cを:せattI:]ii:liC。:°督
P:[骨dtte合

:38告 彗とa[tとを:こと by
technique, neutron spectral modulation, by Prof. Y. Ito.  I br■ efly
discussed the work o■ LldB COnductors and superconducting coI■pounds by Dr.
M. Sato and Dr. 立. Fujishita.  I was very interested to see the new llla50r
facility fOr ultra― high pulsed magnetic fields and the ultra― ■ow

とe■lperature facility.  My seninar on Dec. 3rd was on the recent wOrk at

Harwell, carr■ ed out in collaboration with the clarendon Laboratory, Oxford

University, and Riso National Laboratory, on fast ion conduction in

fluorite structured colllPounds as studied by neutron scattering techniques.

My visit to N.D.A. on Nov. 28th was arranged by Prof. K. Hisano, and we

discussed his recent work on infra― red elllissiOn frolll fluorite structured

COIIlpOunds, givュ ng inforlllation on the tenperature dependence of optic Phonon

■odes.  I also sav the excel■ ent facilities there for naterials

investigatiOn and heard about Prof. K. Okazaki's work on internal stress in

ferroelectr■ c ceralll■cs.

SeHlinar talks on our fast― ■On conduction work on Nov. 30 th, and on an

:3と
eiii:a::iia骨

:riliv:r::::]:盆:h暑晋:得普:n ttai岳:iin]:le::: li3!::iをと Carr.ed
Chelllistry Laboratory, oxford, on the Dec. 5th, were given at the Physics

Departnent ochanonlizu university.  There l saw the SQUID lllagnetoneter, and

heard about Professor lto7s current work on the two― dinensio■ al colILpeting

i書:七]:g8ula:8eiitte暑者]岳:畳岳ni号X Mnl―X Ti03・  Unfortunately ProfャIkeda was

l aln gratefu■  to Prof. Y. Ito and Dr, M. Iizun■  for show■ ntt me the neutron
scattering facilities at 」 AERI on Dec。  4th, and l was iIIlpressed by the

nulnber of experinents in progress around 」 RR-2.  I was interested to hear
of the P■ ans for 」 RR-3 in view of a siIIlilar prograalIIle for rebui■ ding DID0
at ■ arwel■ .

I gave a third talk On the fast-lo■  behaviour of fluorites at NagOya

University, DepartlDent Of Applied Physics, on Dec. 7th.  I saw the

extens■ ve X― ray diffraction fac■ lities there, and also the very iIIlpressュ ve
Hiこachi H-1250T e■ ectron IIlicroscope.  Prof. Kato described his beautiful

X―ray topography experinents showing a new phase of quartz, and Prof. 」 .
Hirada, ny host, described his work orl disordered Au4Mn a■ loys.

Dr. Sakata described his initial experinents O■  GaAs superlattices.

PrOfs. K. Suzuki and LEndoh arranged llly visit tO TOhoku University, where l

sPent Dec. 10th at the RIISOM and gave a sealinar ta■ k On Harwel■ 's app■ ied
neutron scattering progranne.  I talked to neI■ bers of three g■ oups
utilizing neutron Scattering techniques there, and saw the excellent steady

state high field ILagnet facility.  P rof. suzuki showed Hle his facilities

for producing and exalnining anorphous lnetals and I■ etallic glasses.  I had a
brief talk with Prof. Ishikawa o■  Dec. 1lth and he described the

exPlo■ tation of cold neutrons froEI Spallatio■  sources, and his extens■ ve
range Of interests including excitaLiOns in IIletallic IIlagnets.  Final■

y I
visited the DepartIIlent of cheIILisと ry, KyotO university, on Dec. 13th where エ
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Rb,Cs and B a transition ■ etal ion, and Prof. T. Murao described his work

on singlet grOund state systems.

My overall l■ pression of University research in 」 apan was one of great

interest and very high activity in lllany fields of solid state physics.  The

neW l■a30r fac■ 1工ties vere extreEle■ y inpress■ ve and offer 」 apanese

scientists equipnent equal to Or better than available in other countries.

On the other hand l was Particularly l■ terested to see how individual

groups produced the■ r own lllater■ als for the■ r research, often at relatively

low cost but with a great deal of effort and ingenuity.  There is no doubt

that 」 apan's lead in certain fields of solid state arises froIIl this effort

in sa■ Ple preparation.  In neutron scattering it was evident that
international collaboration, particularly with the U.SoA., was providing a

major stilllulus to new projects and ideas.  It is clear that 」 apan's high

reputation in theoretical physics is now being lllatched by the experilllental

work being carried out.

I an extrenely grateful to the Yalllada Science Foundation, and to llly hosts

in 」 aPan, for giving IIle this opportunity to see at first hand the nature

and scope of the excellent work being carried out.  The lllelllories of aly

V■S■ts, and of the ■ ■press■ ons of the cu■ ture of 」 apan ga■ ned on veekend

trips, will rel■ ain with llle for a long tillle.  工  hope that reciproca■  visits

by 」 apanese scientists will ulaintain the contact betveen research workers

in our countries.

84-2020

来  日  者

Davld Beach

Principal Staff lnvestigation,

Cold Spring Harbor Laboraし ory,

P,0. Box 100, Cold S pring Harbor,

New York l1724,Uo S.A.

申 込  者   京 都大学

受入責任者  京 都大学

田 充  弘

田 充  弘

初「

柳

目的及び成果

米国ニューヨーク州コ

ール ドスプリングハーバ

ー研究所 ・主任研究員

David Beach博士は、分

裂酵母の分子育種および

分子遺伝学的研究のため

に、昭和 5 9 年6 月 1 2 日

よ り7月 1日 まで来日し、京都大学理学部、大阪

市立大学理学部、東京大学医科学研究所などで、

協同研究、講演を行った。研究成果は、大変有益

であ り稔 りあるものであった。

来日の翌 日か ら、京都大学理学部生物物理学教

室のわれわれの研究室で共同実験を開始 し、彼の

持参 した発現ベクターが、いくつかのシステムで

有効であることを確認した。また、P.Nurse博士

の分離した新 しい減数分裂変異株 ran lの遺伝学

的、細胞生物学的実験を行った。その結果、36℃

の制限温度下で、増殖中の変異株は栄養欠乏を必

要とせずに、減数分裂類似のステップに入ること

を見いだした。この結果は、東大医科研山本正幸

博士 らの分離 した変異体 pat lの表現型と同様で
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あり、その結果を支持 した。遺伝子座の同一性 も

確認された。

減数分裂停止株 md 2と md 5に ついて も、大

阪市大下田親博士の協力により、表現型と遺伝子

座位の検討が行われた。その結果、下田博士 らの

分離したmd 5と md 2は 、同一の遺伝子である

ことが推定された。

Beach博士は、ran l遺伝子のクローン化を行い

つつあったが、その座位は山本博士 らによって既

に決定されてお り、またクローン化 もなされてい

た。われわれのグループでは、第二染色体の動原

体近傍のDNAを 染色体 ウォーキングによって分

離していたが、これらのDNA断 片中、 山 本博士

らの遺伝学的解析か ら予測される位置に相補能を

有するものが存在し、三者の結果が一致すること

が明らかとなった。この結果は、同時に、山本博

士らのpat lとBeach博士の ran lクローンが同

―でしかも正しいクローンであることを示した。

以上のような緊密な協同研究の他に も、分裂酵母

における新 しい発現ベクターの作成、ARS断 片の

同定法、遺伝子破壊、置き換えの新方法について

も詳細な意見を交換 した。

Beach博士は、京都大学理学部、大阪市立大学

理学部、東京大学医科学研究所で、分裂酵母の分

子育種 と減数分裂の分子遺伝学について講演会を

行った。

博士は滞在中ほとんどの時間を精力的に実験と

議論に費やした。ちなみに十 日以上にわたる京都

滞在中、観光に費やした時間はわずか数時間であ

ったことも附言しておきたい。

以上、博士の来日は、わが国の分裂酵母研究者

にとって大きな刺激 と影響を及ぼし、極めて稔 り

あるものであり、博士の来日を可能にした、山田

科学振興財団の援助に心からの謝意を表したい。

R E P O R T

David  Beach

My vュ sュt to 」 apan′  founded by a grant from The Yamada

Science Foundation′  aユ エowed me to meet three groups of

」apanese Scientistso  My primary objective was to discuss

recent advances ュ n the fic■ d of fissュ on yeast mo■ ecu■ ar

genetics wュ th Professor Mitsuhiro Yanagida at KyOtO unュ versュ ty′

where l a■ so de■ ivered a ■ ecture on my work. The time spent

ュn KyOtO turned out to be extreme■ y va■ uab■ e′ certaュ n■y for

myse工 f′ but a■ so l think for Dr. Yanagida:s students who

do not frequentユ y get to meet foreign scェ entists working in

their fie■ d.

In addition l visitedヽ Dr. C. Shimoda (Cttty University

of Osaka)and  Dro M. Yamamoto (University of TOkyo)。   The

discussions ttn Tokyo were particu■ ainユ y va■ uab■ e as they

■ed to an exchange of btto■ ogica■  strains and isolated genes

between myse■ f and Dr. Yamamoto.  They wュ エユ benefit the

research efforts ュ n both our ■ aborator■ es.
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In Surrmary l am very grateful to The Yamada Science

Foundation because wュ thout theュ r financ■ a■ support tt wou■ d

not have been able tO v■ sュt 」 apan. Meeting Japanese Scュ entttsts′

in persOn rather than just thI「 ough written papers wil■  al■ow

much mOre ready exchango of ideas and materia■ s than was

prevュ ous工 y pOssュ ble.

84-2022

日 者

Sigeru Huzinaga(藤永 茂 )

Department of Chemistry,Faculty of

Science, urllversity of Alberta,

Edmonton,Alberta,Canada T 6 G 2G 2

目的及び成果

現代科学の急速な進歩

は分子科学 (Molecular

Science)という科学認識

にみられるとお り、分子

論的な深い考察に基づ く

実験 とそれを支える理論、

及びそれらの基盤となる

総合的な科学技術の発展によるところが大きい。

その発展の歴史は化学における根強い経験主義が

次第に姿を消 し、量子論に基礎をおく分子概念と

化学理論が新たな指針となってゆく歴史で もあっ

た。

しかしながら、わが国の理論化学の現状や科学

における学問としての位置付けは必ずしも満足す

べき状態ではない。理論化学シンポジウムは、こ

うした理論化学の現状に対する問題意識と、それ

を突破しようとする強い情熱によって主に若手研

究者を中心に組織 されたものである。その目的と

するところは、日本における理論化学研究の交流

を深めると同時に、化学の発展において理論化学

の果たすべ き役割 りを討論すること、又将来の理

論化学に重要な境界領域の共同研究を促進するた

めの協力関係をつ くる機会をもつことにある。又、

よりよい理論化学の発展を目指 し、単に研究成果

申 込  者   金 沢大学

受入責任者  金 沢大学

青 野 茂 行

青 野 茂 行

の交流にとどまらず、研究の発展段階と将来の方

向性をも明らかにし、理論化学の将来像とその可

能性を追求することも重要な目的の一つである。

第 2回 理論化学シンポジウムは8月 21日～ 24

日までの 4日 間、京都府立ゼ ミナールハウスで開

催 された。人数が充分集まるだろうかという当初

の心配に反し、114名 もの参加者があり盛大に行

われた。今回は 「励起状態の化学」という主テー

マの もとに、招待講演 8件 、一般講演 10件 、 ポ

スター講演 20件 から構成された。 又カナダ、 ア

ルバータ大学の Huzinaga教授には 「並列処理計

算機 と計算化学」という題で特別講演をお願いし

た。招待講演はいずれもそれぞれの分野のReⅥew

を合み、研究の位置付けを明稚 にした質の高い講

演であった。 Huttnaga教授の特別講演は、 氏 の

研究の発展段階と将来の方向性のみならず、これ

までの研究を支えてきた哲学的背景をも明らかに

して下さり、感銘深いものであった。理論化学の

将来像とその可能性についても言及 していただき、

又近い将来、分子計算の可能性を飛躍的に増大す

るものと期待 される並列処理計算機についても詳

しく解説していただいた。

参加者の中には大学院生も含まれていたが、若い

研究者からは時に鋭い質問があった り、議論に熱

中のあまり、予定時間を大巾に超過することもし

-16-



ばしばであり、程よい緊張感と打ちとけた雰囲気

の中で進められた。参加者全員が同じ信合に泊 り

込むという形式のため、毎晩深夜まで議論に熱中

するグループが会場のあちこちで見られた。この

併に当初、目的とした学問的人間的交流には大き

な成果があったことと思われる。

シンポジウムの成功には 100名を越える参加者

の支援があったことはいうまでもないが、もう一

つの大きな要因はHu夕naga教授の参加 である。

Httinaga教授の学問に対する情熱は、 明 日を

になう若手研究者にも強い刺激を与え、わが国の

理論化学の発展に大いに寄与したものと考えられ

る。 Hu夕naga教授の米国援助をして下 さった山

田科学振興財団に深 く感謝する次第である。

R E P O R T

Sigeru  Huzinaga

工 left Edmonton on August 12th, 1984, and returned On ScPtember 3rd, 1984.

The following is a brief descriptiOn of my scientific activities in 」 apan.

皇三_里皇里皇三皇旦_工14f●=ユ0■,

During the period of August 15th through August 20と h, I shared many
hours of discussion with Prof. H. Taketa, Prof. K. Oohata, and

Prof. S. Katsuk工 .  They are all my former colleagues in 」 apan。   (工  left

Kyushu University for Canada in 1968.)  工 ■ 1965, Taketa, Oohata, and

myself started an ambitious research project in which extensive use of

Caussian― type functions was prolnoted in molecular calcu■ atiolls.  Since

then we have been still engaging actively in this undertaking.

Prof. Katsuki came to Canada twice to work with me on the MSXα  method

and the model Potentia■  Inethod,  PTesently he ■ s applying hi3 VerS■ on of

m°deia:]i最
書::]l le:皆::ni°sこ::::瞥暑ui・:::]]:aモ曇:景

ti]: ::elei:ie号
!:f暑品号暑。♀石

and we discussed the calculational results in deta工 1.

Thtt ScoOnd_」 apanese SymPosium on Theoreこ ical Chemistry

〈KyOtO Seminar House, Kyoto)

This sympOsium was he■ d from August 21st to August 24th.  工 t was
organized by a committec of four men, DIs. ■ . Nakamura, K. Nasu, K. Hiras,

and A. Yamaguchi, al■  well― estab■ ished researchers of highest caliber.

The ProBram contained 19 invited ta]Ⅲ ks covering a wide range of subjects

and two lively pOster sessions.  There were more than l10 particiPants,

mostly young chemists.  Relatively sma■ ■ numbervof senior scholars were

present, characterizing the nature of the symposium.  The ParticiPants
were a■ l accommodated in the facility within the Kyoto Seminar House.

As a resulと , scientific exchanges prosPered from morning till midnight.
I gave a sPec■ al inv■ ted talk on 'lparallel Process■ ■g cOmputers and
computatio■ al chemistry''.  工  described extremely bright Prospect of

emerging non von― Neulnann computers, exemPlified by a large― scale Para■ lel

Processing comPuter, Myrias 4000, which will be comPleted in the very
near future by Myrias Research cOrporatiOn in Edmonton.  It is a■ most

certain that there wilユ  be a quantuIII jumP in computing pOwer available

for computatio■ al chemistry within a decade and in my talk tt emPhasized

the need of an early start Of a■ gor]、thmic and programm■ ng develoPment in

computer chemistry in order to extract maximum benefit from this new

development in comPuter technology.

Department of Physics. co

shu Universit
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( 3 )

I was extremely hapPy to have had this exce■ ■ent opportunity of

making acquaintance with quite a fe称 7 yOung chellists in 」 apan.  I Plan

to invite at least three of thelll to come to Canada to engage research

activ■ ty re■ ating to Parallel P■ ocessors.

Institute for A4olecu■ ar Science (Okazak工 )

0■ August 27th, I Paid a visit to the lnstitute, 寸 here Dr. K. Morokuma

■eads an exce■ ■ent theoretical research grouP, certa■ ■ly One of the most

powerfu■  in the wcJTld.  I gave a ta■ k entit■ ed l'Choice of basis sets, art

rather than science?it  工  stressed the importance of using high qua■ ity

bas■ s sets ■ n ab in■ tio molecu■ ar calculations so that the resu■ t

wou■ d not be marred by undes■ rab■ e bas■ s set dependency.  」 udging from

the resPonse l rece■ ved after the talk, こ  be■ ieve 工  gave the audience
a cons■ derab■ e inPact.

I was very lluch inPressed by the marve■ ously organized computer

center of the 工 nstitute.  Dr. H. Kashiwagi who is in charge of running

the center kind■ y showed me around.

Departlnent of Chenistry and Research lnstitute for Catalysis,

Hokkaido University (Sapporo)

The visit covered the Period from August 28th to ScPtember ■ st, and

it was a Pure de■ ight.  I was we■ comed by Prof. K. Ohno, Prof. Fo Sasaki,

Prof. T. Naka■ lura and many other PeoP■ e.  I was also very ple,sed to

have been able to ta■ k to many bright graduate students under the

guidance of Prof. Ohno and Profe Sasaki.  We had a ■ ong and substantial

discussion on the P■ osPeCtiVe use of Paral■ el Processing computers for

■arge― sca■e molecular calcu■ ations,  On August 29th 工  delivered a taユ k

on the parallel Processing computers at the Research lnstitute for

Catalysis.  The audience included PeoPle from the Engineering Department.

Later, 工  was fortunate to be invited to visit a remarkable comPuting

faci■ ity ca■ ■ed “ OSS (HOkkaido University HighiSpeed Systen Simu■ ator).

It was a real and Pleasant suIPr■ Ze for lne to see a we■ 1-conce■ ved

Para■ le■ PTocessor array already be■ ng used for var■ ous types of

ca■cu■ations.

( 4 )

In suIIlnary, my v■ s■t tつ 」apan was very benefic■ al for my PreSent and

future research activities.  I believe と hat my contact with a number of 」 aPanese

research workers, especial■ y of younger generation, wi■ ■ make some tangible

contribution to the advancement of theoretical chemistry in 」 apan.  For a■ l of

this, I am extremely grateful for your financial support so generous■ y g■ven

to my visit to 」 apant
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来 日  者

Zdenek Herman

Senior Research Fellow,」 .HeyrOvsky

lnstitute of Physical Chenlistry and

Electrochemistry, い/1achova 7, 121 38

Prague 2, Czechoslovtta

目的及び成果

Z.Herman氏 は、1960

年代の中葉に世界で初め

て交差分子線の方法でイ

オンー分子反応の研究に

着手され、以来一貫して

同手法による研究を続け

てこられた研究者である。

氏のこの手法は、私どもが分子科学研究所で開発

した手法と極めて相補的な関係にあるため、氏は

早 くから私どもとの共同研究を希望され、双方で

その実現に向けて努力してきたが、今般t貴 財団

の援助によりこの念願が達成 され、実 りある共同

研究が実現できたことを厚 く感謝する。

Z,Herman氏 は9月 16日か ら90日 間の滞 日

期間の大部分を岡崎市の分子科学研究所で過ごし、

TEPSICO装 置 (し きい電子-2次 イオンコイン

シデンス装置)を用いて次の二つの研究をまとめ

た。第 1は 、メタン分子イオンと中性のメタン分

子の反応 CH4+十 CH4→ CH計 十 CH3の 内部エ

ネルギー依存性についてで、この反応は、氏がプ

ラハで行った交差分子練法による実験から、三つ

の異ったメカニズムで進行することが知 られてい

るが、共同研究によ りこの三つのメカニズムのお

のおのについて、その反応確率が CH4+の 内部エ

ネルギーでどう変わるかを調べることができた。

結果は大変満足すべ きもので、化学反応による

84-2025

R E P O R T

to express my gratitude to

Yamada Sc■ ence Foundation.

申 込  者

受入責任者

小谷野猪之助

小谷野猪之助

エネルギー変換の理論に対 して貴重なデータを提

供するものとなった。

第 2の 研究は、水素分子イオンとネオン原子の

反応 H2+十 Ne→ NeH十 +Hに 関するもので、

この反応は吸熱反応で、 H2+イ オンが一番低 い

振動状態にあると熱エネルギーでは反応は起こら

ず、それを起こさせるために、イオンの振動エネ

ルギーと衝突のエネルギーとではどちらが有効か

ということが問題の中心である。共同研究により

反応確率を H2+の 振動準位 ごとに衝突エネルギ
ーの関数として求めることによって解答を出すこ

とができた。私どもは共同研究を通 して、またそ

の合間に行った数回にわたるグループセ ミナーや

コロキウムを通 して、非常に多 くのことを学ぶこ

とができた。氏はまた、短い滞在期間に東京、京

都他 5ケ所の大学及び研究所を積極的に訪問し、

学問的交流を深め、さらに、全国的な研究グルー

プである 「低エネルギーイオン衝突研究班」の研

究会でも講演 した。これらを通じて学会全体への

貢献は多大なものがあったと思 う。以上の学問的

活動に加えて、氏は日本の伝統的文化を積極的に

学び、理解を深めて帰った。氏は美術、工芸にと

くに関心と造詣が深 く、滞日中 も絵画、彫刻を楽

しみ、書道、墨絵を習い、り卜旬を勉強し、陶器作

り(常滑 )と こけし作 り(仙 台 )を体験 した。こ

れらの意味で、今回の招へいは両国の文化的交流

にも大 きな意義があったと思 う。

学
所

　

学
所

翻
究
　
調
究

分
研

　

分
研

I would i工 ke

a stipend of the

Zdenek Herman

yOu fOr awarding me
This stipend enab■ ed
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me to visit in 」apan from czechosiovakia and carry out a ヨ oint
research prOgram in the lnstitute for Molecular Science at Okazak土

for a perェ od of three months.

( September ■ 6 through December 16′  1984 ).

工t is my opiniOn that we accomp■ ished an important piece of
experュ menta■  work in the field of mo■ ecu■ ar phys■ cs′ uS工 ng the

unique thresho■ d electron― photoion coincidence apparatus of
Professor Koyano at okazakio  We succeeded in measuring′  fOr the
first time ever′  the dependence of total cross sections of two
■mportant ion― mo■ ecu■ e reactions on the ュ nternal eneFgy Of the

reactant ion and thus we provided basically new data for the

e■uc■ dation of the dynamェ cs of these processes.  The resu■ ts are

of general importance for the theory of energy convers■ on in an

elementary chemica■  process.

工 believe that my visit at the lnstitute for Molecu■ ar

Scュ ence can be regarded as a sc■ entifica■ ly fru■ tfu■  and a

successful one.  We accomplished in a relatively short time span

an unusually large amount of work.  It was the combination of the

uniquc experュ mental techniques and the exper■ ence of the 」 apanese

co■ ■eagues in the field of state se■ ected kinetics wェ th the

exper■ ence from our beam scattering studies in Prague which was

of prime ■ mportance ュ n carrying out this kind of research

successfu■ ly.

Papers on both studies are under preparatiOn and w■ 1■ be sent
to you at a ■ ater date by my host′  Professor I. Koyano.

In addition to my work at IMS′  工 v■ s■ted during my stay

severa■  universities in 」 apan ( uniVersity of Tokyo′  Tokyo
Metropo■ itan University′  Sophia University′  Kyoto university
Tohoku university)′ preSented seminars and colloquiar and en3oyed
discussions with students.  A■ so′ I took part in the Symposium on
Low Energy ェ on■c co■ ■is■ons of the Soc■ ety for Atomic Collision
Research in 」 apan ( GerO′  Octtober 5-7, 1984 )and presented an
invュ ted ■ ecture there.

Last but not ■ east′  the Yamada stipend Rade ■ t poss■ ble for me
to get direct■ y acquaュ nted with your country′  her people′  nature′
history, arts and crafts.  I en3oyed Very much ■ earning about these
things and l wil■  be ab■ e to re■ ate my experience to co■ ■eagues and
friends in my own country.

My stay ェ n 」 apan is approaching ュ ts eni in these days.  Please′
accept the expression of my thanks for awarding me the stipend and

making this my visit in 」 apan possible.
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来 日  者

Tony Hunter

Professor, Tumor Wlrology Laboratory,

The Salk lnstitute,P.0. Box 85800,

San Diego, Califortta 92138,U.S.A.

目的及び成果

1 共 同研究、実験交

換の成果

1980年 、 発 癌ウイル

スの遺伝子産物が蛋白質

のテロジン残基の燐酸化

酵素であることが同定さ

れて以来、EGF、 PDGF

等の細胞増殖因子やインス リン等の受容体自身に

チロジン燐酸化酵素活性が存在することが実証さ

れ、細胞の増殖や発癌との関連において注目され

今日に到っている。 1979年 、我々は細胞情報の受

容と伝達にかかわるキナーゼ Cを 見出し、それが

ホルボールエステルの直接の作用点であることを

明らかにしたが、この種の反応は蛋白質中のセ リ

ン、 ト レオニンを燐酸化していて、この両系の蛋

白質燐酸化反応のカスケー ド機序の細胞増殖や局

化現象に果たす役害Jが大 きな関心事 となっている。

そこで今回、前者の発見者であるハンター教授

の来日を要請し、EGF受 容体等のテロジン燐酸

化酵素と、我々が見出したキナーゼ cに ついて、

共に単一酵素を用いてその交叉反応の有無に関し

て確認の実験を行った。その結果、キナーゼCは

EGF受 容体の細胞膜内面に接する部分の トレオ

エン残基を燐酸化している事が認められた。キナ

ーゼCは 細胞の機能の活性化、増殖を促進するホ

ルモンや細胞増殖因子、その他種々の生理活性物

質の情報伝達 と関係 してお り、細胞膜イノシ トー

ル燐脂質代謝回転やカルシウムイオンの増加と共

役しているため、上記の事実は今後の癌研究に意

義が大 きいと判断される。また数日間にわたる我

我両者の意見交換やこれまでの相互の実験結果に

基づいた討論の結果、このカスケー ド反応の意義

申 込  者   神 戸大学

受入責任者  神 戸大学

西 塚 泰 美

西 塚 泰 美

の一つとして、増殖囚子の受容休機構の脱感作に

関与する可能性が高いとの結論に達 したが、今一

つの意義 として両情報伝達系はこれとは別に、そ

れぞれの役割を有している可能性について積極的

な論義がかもされ、今後の研究にきわめて有力な

指針が相方に与えられた。

2 講 演、講義活動の成果

ハンター教授は 1984年 12月 2日 来日以来、2

週間滞在 し、上記の主目的を果たしたが、その間、

4回 にわた り、京都、神戸、金沢、東京において

学術講演をおこなった他、福井医科大学において

生化学の学生講義を担当し、多 くの影響を与えた。

京都においては昭和 56年度より 3ケ年 継続さ

れた文部省特定研究 「代謝応答 とその病態」の最

終シンポジウムに出席 し、すでにのべたテロジン

燐酸化反応 と発癌との関連に関する話演をおこな

い、全国より参集 した約 200名の聴衆に感銘を与

えた。また神戸大学、金沢大学、東京大学等にお

ける講演は、一部日本生化学会後援 もあって、多

数の聴衆があり、今後の癌研究に有意義であった。

ことに我国の学生への教育にも配慮がなされ、国

内旅行の途中、福井医科大学において生化学講義

を担当され、学生、大学院、教職員等、満員の講

堂において、多大の啓蒙がなされた意義は大きい。

以上、ハンター教授来 日の成果は上記に2大 別

出来るが、わずか 2週 間とはいえ、その波及効果

はきわめて大きいものであった。ここに山田科学

振興財団の御援助に対 して重ねて深甚の御礼を申

し上げ、本成果報告書とさせて頂ければ幸いであ

る。

付記 来 日 昭 和 59年 12月 2日

離日  同  12月 14日

84-2026
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R E P O R T

T o n y  H l l n t e r

The purPose of lny visit to 」 aPan was to foster scientific interchange between

scielltists in 」 aPan and the United States vorking on protein phosPhorylation

and its involvenent in the regulatioll of cellular Proliferation and in cellular

transformation.  My activities can be divided into four parts.

1.  I attended a neeting on B二 o―gigIIal lransduction ■ ■ Kyoto o■  Decelnber 3 and

4 which was organized by a coコ nittee under the chaiIIllanshiP of Professor

Takashi Hurachi.  This ■ eeting was spo■ sored by the Crant― ■■―Aid for Spec■ al

Research Project on Metabolic ResPonses and their Disorders funded by the
Ministry of Science and Education as the cullnination of the three year

progran■ e.  工t was attended by over 200 」 apanese sCientists who had worked oll

the individual Projects as well as five ■ ■vited overseas scientists of which I
was one.  In addit■ on tO the overseas speakers there vere n■ ne presentat■ ois

fron 」 aPanese scientists, During the cOurse of the IIleeting there were a number

of oPPortunities for informal discuss■ on, frolIII ThiCh l benefited a great deal.

2.  After the neeting in Kyoto ■  visited Dr. Y. Nishizukats laboratory in the

Departnent of Biochenistry at the Kobe University Medical School,  During tty

stay 工  gave a se■ inar and had extensive discussions with the IIlenbers of DI.

Nishizukats laboratory.  This was a Particularly fruitful eXchange because of

our nutual ■ nterest ■ n protein kinase C and its Physiological role.

3.  FroIE Kobe ve travelled to Kanazawa where I IELade a presentation at a o■ e day

meeting sPonsored by the ■ okuriku Branch of the 」 aPanese BiocheIIlical Society.

During ny visit to Kanazawa l had the oppurtunity to neet Several 」 aPanese

scientists vqrking in related fields,

4.  Finally 工  gave a short lecture o■  oncogenes and theiI Products to the

■edical students in the Fukui Medical School as Part of the course taught by

Dr. H. Yanalnura.  工  was also able to talk with DI. Yananura and hiS colleagues

during ny stay in Fuku二 .

Overall l found my visit to 」 aPan very rewarding.  I learned a great deal froIL

ny discussions with 」 aPanese scientists and ■ ade several new contacts whiCh

will forn the bas■ s for future ■ nteract■ ons.
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日 者

Mark」 .Ablowitz

Professor, Department of MIathematics

and Colnputer Science, Clarkso n

College of Technology,Potsdam,

New York 13676 u.s.A.

目的及び成果

アブロビッツ教授は一

月間の国内滞在中、多 く

の招へい講演を行い、数

理物理学者 との研究交流

もあわせて、日本におけ

るソリトン理論研究の発

展に大 きな貢献をした。

国内での行動は以下の通 りである。

昭和 59年 10月 31日 成国に到着 した後 11月 6

日まで東京に滞在 し、戸田盛和氏、和達三樹氏 (東

大 ・教養 )等 とソ リトン理論に関す る研究交流を

行った。 この間、11月 2日 に東京大学理学部で
“
Nodinear Evolution Equntions and  l nverse

Scattering Transfor■1 & Multidilnensional II「

verse Scattering力と題 した講演、11月 5日 に学

習院大学理学部で
“
Nonlinear DisperSve Wa一

ves"と 題 した講演を行 った。11月 6日 京都 に到

着、受入機関である京都大学数理解析研究所 を離

日までの研究の中心場所 とした。京都で佐藤幹夫

(京大数研)・ナ|1原琢 治氏 (京大理 )等 と研 究

交流を行った後、 11月 8日 か ら 16日 まで西 日本

の主要研究機関を訪間 した。まず 11月8日九州大

学応用力学研究所 を訪間、矢嶋信男氏 ・及川正行

氏等 と非線形水中波に関す る研究討論をした後、

9日 に “Remarks On Nonlinear Evolution

Equations and lnverse Scattering in l,2 and

Higher DimensiOns"と 題 した講演 を行 った。10

日福岡 をた ち宮崎 に到着 、薩摩順吉氏 (宮崎医

大)等 と非線形拡散方程式 の厳密解 に関す る協

同研究打 ち合わせ を行 い 14日 ま で 滞在 した。

申 込  者   京 都大学

受入責任者  京 都大学

佐 藤 幹 夫

佐 藤 幹 夫

この間 12日 に宮崎大学教育学部で 9日 と同 じ

題目の講演を行った。その後 15日に愛媛大学 工

学部、16日広島大学理学部を訪間、それぞれ九州

大学と同じ題目の講演をするとともに、亀高惟倫

氏 (愛媛大工 )・三村畠泰氏 (広島大理 )等 と

P航迅ev`関数の性質等についての研究交流を行っ

た。 11月 16日京都に戻 り、 17国 に京都大学理

学部で講演を行い、散逸を伴なう非線形分散方程

式に関する問題等の研究討論をすすめた。さらに

11月 19日には名古屋大学理学部を訪間、谷内俊

弥氏 ・野崎一洋氏 ・児玉裕治氏等 と非線形変調

波の解析に関す る研究交流をし、 20日 に招ヘ

い講演を行 った。そして 22日 に京都に戻 り、

数理解析研究所で多 くの数理物理学者と研究交流

をした後、 26日 から28日 まで同研究所で開催さ

れた 「ソリトン理論の展開」研究会に出席 した。

ここでは、  “Nonlinear Evoludon  Equations

and lnverse Scattering in ttilntidiI.enslons"と

いう題目の講演を行い、参力日した 60名 以上の研

究者に最新の研究結果を提供 した。また研究会期

間中、全国各地からの多 くのソリトン理論研究者

との研究交流もあわせて行われた。そして11月29

日、予定 された一月間の滞在を終え成田発の飛行

機で帰国した。

上記のように今回のアブロビッツ教授の来日は、

本財団の援助のもとで全国各地の研究機関を訪間

できたことが一つの特長である。各地での講演は

特に若い研究者にとって大 きな刺激とな り、さら

に今後の研究協力 :交流についての打ち合せ も各

所でおこなわれ、当初の来日の目的は十分に達成

されたと考えられると

8 4 - 2 0 2 7
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REPORT

Mark 」 .Ablowitz

I, ProfeSSOr Mark 」. Ablowitz, visited Japan during the period
October 31 - November 29, 1984.  This visit was supported by the Yamada
Foundation.  The purpose Of the visit was to present lectures and discuss

世:itttiingu:1811i‖:景告:SSc告:号::キi3i the topics of Solitons, Nonlinear Evolution
During the period October 31 - November 6, I was in Tokyo and gave

lectures at the Faculty of Sctence, University of Tokyo and the Faculty Of

Science, Cakushuin university On Nonlinear Evolution Equat'ons and lnverse
Scattering.  In Tokyo l had extensive discussions with Professors Toda,
Wadati and Ezawa.  From Novettber 6-8, I was at the Research lnstituto for

Mathematical sctences (RIMS)at Kyoto University and met with Professor Sato
from RIMS and had many discussions with Professor Kawahara of the
Physlcs Department of KyotO Univers]ty.  Durlng the perlod November 9-26,
I travelled to a number of universities in 」 apan and gave lectures on
Nonlinear Evolution Equations and lnverse Scattering in l, 2 and higher
dimensions.  First l travelled to Fukuoka and gave a lecture at:  The Research
lnstitute for Applied Mechanics at Kyushu Universitys  my contact at Kyushu
University was Professor Ya」 ima. Then l travelled to Miyazaki and gave a
lecture at the Faculty of Educat,on at Miyazaki University3  my hOSt in
Miyazakギ was Professor Satsuma.  My next visit was to Matsuyama where l gave
a lecture at Ehime Universtty: my host at Matsuyama was Professor Kametaka白

精
Xifl農

協温
1温

せ群 禅棋:81ギ冊 品増 .ga濡提 rl群乳獣 itt littit‖ 魯ざ1:Vttily3ntte‖ :ity
and gave a lecture to the Physics Department.  Then l travelled to NagOya
and gave a lecture to the physics Department at NagOya Un,versitys my hostS
at NagOya University was Professor TanSuti and Professor Kodama. On November 22, I
returned to the Research lnstitute of Mathematical Sciences at KyOto universSty.
During the periOd November 26-28 1 attended a meeting at the Research lnstitute
of Mathematical Sctences and gave a lecture on Multtidmensidnal Nonlinear
Evolutions Equations and lnverse Scattering.  During this period l also had
many discussions with P,ofeSsOrs Mtwa and 」 imbo,  1 left Kyoto on November 29
for Narlta and then returned to the U.S.A.
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日 者

Kosal Chandra Pandey

Researche,IBM Thomas」 ,WatsOn

Research Center, P.0. Box 218,

Yorktown Hdghts,New York 10598,

U . S . A .

目的及び成果

IBM T.」.watson研

究所の研究員であるDr.
I  K. C. Pandeyお

1ゞ9844干

1 10月 1日から約 1ケ月間、

1 日 本に滞在した。Pandey

, 氏はこの10年近くを専ら
1 半

導体表面の電子論の研

究に打ち込んでお り、この方面の第一人者である。

特に、 1981年に提唱したSi(111)面 での 2× 1

構造に対するπボンド'チ ェイン ・モデルによっ

て、一躍有名になった。この仕事は Siの 表面物

性における画期的な成果である。 「画期的」 とい

う程に高い評価に値すると思 うのは、次の二つの

理由による。まず第一に、πボンド・チェイン ・

モデルでは、従来の Hanemanモ デルとは違って、

表面原子配列が固体での原子配列から予測 される

ものとは大巾に異っていることである。従って、

Pandey氏の粘 り強い研究が無ければ、si(111)の

2× 1構造はまだまだ未解決のまま残 されること

になったと言ってもいい過 ぎではない。

第二に、そのモデルでの表面原子配列の安定化

の微視的機構は明解ではあるが、Pandey氏はでき

るだけ精密な数値計算によって構造の安定性を具

体的に示 し、議論の曖味さを除いた。電子状態の

計算の有力さがはっきり示された、最 もす ぐれた

例である。なお、このモデルの正当性はその後の

多くの実験によって支持されている。

Si(111)面 に関しては、2× 1構造よりも、よ

り安定な 7× 7構 造が存在 し、我が国で も多 くの

研究者がこの構造の解明に取 り組んでいるが未解

決である。πボンド・チェイン ・モデルが正 しい

とすれば、7× 7構 造が 2× 1構造よ りも安定に

申 込  者   東 京大学

受入責任者  東 京大学

寺 倉 清 之

寺 倉 清 之

なるためには、 7× 7構 造での原子配列に厳 しい

制限がつけられることになる。このことはあまり

よく認識されていないが、 7× 7構 造を解 き明か

す一つの鍵であろうと思われる。 Pandey氏は、

Si(100)面 での 2× 1構造についても、最近にな

って新 しいモデルを提唱している。

Pandey氏の来日の目的は、本人の報告書に詳し

く述べ られているが、次の 3点 である。

1)自 分の仕事の紹介と共に、表面物性研究にお

ける電子状態計算の重要性を訴える。

2)我 が国での活発な実験研究の実情を知 り、我

が国の実験家との情報交換を行 う。

3)Si(100)面 の 2× 1構造の電子状態の計算を

スーパー ・コンピュータを用いて行 う。

上記の 1)、 2)の 目的は、富山での日本物理学会

での特別講演や、大阪大学、東北大学訪間、およ

び物性研究所、東大理学部での講演によって達成

された。勿論、滞日中は主 として物性研究所に滞

在していたので、物性研究所の理論グループ、表

面物性グループとの接触は上記目的のために有益

であった。加えて、無機材研の青野氏が物性研に

来所 され、Pandey氏の Si(100)面の 2× 1構造

の実験的検証が計画されることになったことは意

義深いことであった。第 3の 目的についても、い

くつかの有意義な成果があった。第一に、Pandey

氏のプログラムを、東大大型計算機センターのス

ーパー ・コンピュータ用に書 き直す作業がかな り

進展 したこと。第二に、物性研究所の寺倉研究室

でも同様の電子状態計算の大型プロジェク トが進

行中であることか ら、Pandey氏と寺倉研究室 と

の長期的共同研究が実質的にスター トしたことで

ある。

以上述べてきたように、Pandey氏の来日は、本

84-2031
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人にとっても、また、我が国の多くの研究者にと

っても十分に意義深いものであった。山田科学振

興財団が、Pandey氏の日本滞在を援助 して下さっ

たことに、心よ り感謝の意を表したい。

R E P O R T

Kosal C.Pandey

My  trip to Japan was prilnarily motivated by the fact that

wh ile  very  extens■ ve  and careful exper■ mental wOrk in the
area  of  surface  sc■ ence,  particularユ y  on  sem■ conductor
surfaces′   is beinq carried out in Japan′  a comparable state
of   the   art  theoretica■   wOrk  is  lacking.   Given  the
compユ icated nature of the prob■ ems of sem■ conductOr surface′
in  my  opinion′   a  combined  theoretical  and experimental
effort is much more useful and productiver and in many cases

probably  essential  in  sOュ v■ng some of the problems.  This
lack  of  theoretical effort in 」 apan ■ s surpr■ sing′  because
the  tooi needed fOr theoretical effort is best ava■ lable ■ n
」apan ■ n the form Of supercomptlters.  Givem my background in

the  theory  of  sem■ conductor  surfaces′  I believed that my
v■s■t  might  be benefic■ al tO both myself and my co■ leagues
in Japan.

Specifically′   there were twO primary reasOns for my visit
to  Japan.   First′  it wOuld 9ive me an Opportunity to learn
about  tho  exper■ mental wOrk that is be■ ng done ■ n 」 apan in
the  area  of sem■ conductor surfaces and to develop cOntacts

wh ich  lnight lead to possible future co■ laboratiOn,  Second′
to  start  a long― range collaboration w■ th Prof. K. Terakura
at  ISSP  (Institute  fOr  sOlid  state  physics) of  Tokyo

rTniversity   on   electronic   structure   calculations   Of

semiconductor  surfaces which because of the availability Of

supercomputers  could  be done in 」 apan most efficien1ly.  I
believe l have succeeded in both.

The   first   of   the   goals′   namely  interactiont with
experimentalists  was  ach ieved  by  discussions  during the

」apanese  physical sOciety Mecting in Toyama that l attended

and  by  discussions  during  my  v■ sit  to  severa1  6f the
■nstitutions  that  l  v■ sited.  Ⅳ y discuss■ ons w■ th some of
the  」 apanese  collcaques have been especially fruitful.  In

s]占tと:鍬i:言ioin d督とa  :景
itsii!11予呈貴]予予七攻 '石

':忌暑:88:. b?itthi晋
discuss■ on′ I po■ nted out the s■ m■lar■ ty between the data on
A9  and  Al covered surfaceso  Silnilarly in discussions with

pr.  Aono′   who visited lssp tO see mer l learned of his new
ion― scattering data on the Si(111)7x7 surface.  I suggested

to  hin a new model for the si(loO)2xl surface and provided

him  w■ th  the  actual  atom■ c coordinates for the modeユ  f6r
further exper■ mental study.

My  collaboration  with  Prbf. Terakura has started and is

qoing  well.   The  implimentation  of  the  program and its
successful  test  runs  by  the  supercomputer  at the Hong6
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campus  have  been  fin■ shed.   we  have also vector■ zed the

program  and  tested ito  Wo new calculations could be made′
because  of lack of time and espec■ ally because the computer

has been extremely busy。 ...an average of 50 hours of wa■ ting

time  before  the  30bS  Start  to  runo   Nevertheless′   we

accOmplished  some  significant  progress as lnentioned above

and we plan to continue our coユ ユaboration.

Details  of  my activities during my stay in 」 apan were as

fol10｀ ′S:

Oct.1: Arr■ ved in Tokyo.

oct。 2 - 4: Attended  」 apanese  Physical  Society  Meeting in

Toyama.

OCt.4:  Presented    an   invited   talk   On   口 Theory   of

semiconductor Surface Reconstructionl.

oct.5 - 10: Stay  at  ISSP′   working  with Prof. Terakura in

getting my computer codes that l brought from IBM to run
on the Hitachi machine.

OCt。 11 - 13: Vis ited   Osaka   university  and  presented  a

seninar on ttThe Reconstruction of Si(100)2xl Surfaces'.

Disctlssions with Prof. Yoshimori′  prof. Cho′  Dr. Makoshi

早nd Dr. Nacrayoshi.  Also visited Prof. Hanawa口 s group in

the  FaCu■ ty of Engineering and had discussions with hiln

on sem■ conductor surfaces.

oct。 14 - 15: Stay at ISSP.  Testing of the computer codes on

the Fitachi machine.

oct.16:  ヽ アisited   Physics   Dept,   Of   TOkyo  University.

Discussions with Prof. Tsukada′  Prof. Ino and members of
the■ r group。

Oct。 17:  Stav at ISSP.  Testing of the computer codes on the

Hitachi machine.

Oct。 18 - 19: Visited  Tohoku University.  Presented seminars

on 'Theory of Selniconductor Surface Peconstructionst and

on  'Reconstruction  of  the  Si(100)2xl Surfacel.  Had

extens■ ve  discussions  w■ th  prof.  Sagawa, Prof. Kono′

Prof. Ichikawa and the members in their groups.

OCt.19 - 21: Stay  at  ISSP.   Optimization  of the computer

program for the Fitachi Supercomputer。
Oct,22:  Presented   a  talk  on  'Theory  of  Semiconductor

Surface Reconstructions' at ISSP seminar.

Oct。 23 - 25: Stay at ISsP.  Testing of the optilnized program

for the ■ itachi supercomputer.

Oct.24:  Visit  by  Dro  Aono  and  discussions  with him on

sem■ conductor surface reconstructions。

Oct。 26:  presented  a  sem■ nar for the Surface phys■ cs GrOup

in  ISSP on esurface RecOnstruction of the Si(100)2xl'.

Presented  a  sem■ nar  at  the  Phys■ cs  pept.  Of Tokyo

riniversity   on   'Theory   of   Semiconductor   Surface

RecOnstructions口 .

Oct.27:  Leave for 卜 Tew York at 16:00 from Narita.

to  express my sincere thanks to

for the finacial support for my

- 2 7 -

Finally,  I  would  like

Yamada  Science  Foundation

stay in Japan.
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来 日  者

」an van Paradijs

Research Associate, Astronolnical

l nsttute,U対versity of Amsterdaln

1 0 1 8  W B , A m s t e r d a m

The Netherlands

目的及び成果

Jan Van Paradijs は米

国のX線 天文衛星 SAS―

3に よる天体X線 の研究

に参加し、とくにX線 バ

ース トについて興味ある

成果を上げた。その中に、

X線 バース トの絶対強度

は一定でつり、これを標準光源 として使ってX線

星の距離を求めることができる、という示唆があ

った。しかし、わが国のX線 天文衛星白鳥によっ

て多 くのX線 バース トを観測した結果、各X線 源

からのバース ト強度はかな りばらついており、van

Paradijsの標準光源説は成 り立たないということ

になった。ところが天馬によってょり精度の高い

観測をしたところ、各X線 源には飽和強度をもつ

バース トがあり、これが標準光源に使えることが

わかった。 もし1個 のX線 源から多数のバース ト

が観測されれば、最高強度のバース トが数個含ま

れ、それを飽和強度 と決めることができる。しか

しバース トが少いと、バース トの波形やスペク ト

ルか ら飽和か否かを決めなければならない。そこ

申 込  者  名 古屋大学  早  ナ|卜
｀
幸 !男

受入責任者  名 古屋大学  早  ナ|1 幸  男

で標準光源説の提唱者であるvan Parttijもを招い
て討論することを企てた。

彼は 1985年 1月 16日 、駒場エ ミナースでx線

バース トのスペク トルの理論について講演した。

飽和強度をもつバース トはX線 の軸射圧が重力と

等しく、中性子星の外層の一部を吹き飛ばす。X

線はこの外層を通過 して放射されるので、この輸

送過程の理論を使ってx線 の強度 とスペク トルを

解釈しなければならない。彼の講演はこれに関す

るもので、その理論はバース トのみならず一般的

なX線 スペク トルにも応用できる。

バース トによって外層を吹き飛ばす現象の理論

的基礎は杉本のグループによって与えられ、申請

者等によってバース ト現象の解釈に応用された。

このように共通の問題を研究 している人達がいた

ので、詳細に立ち入った討論が行われた。その結

果双方で一致 した見解に到達 した。

その後、van Paradijsは大阪大学 と名古屋大学

をも訪問して、それぞれの研究者と個人的に親 し

く話し合 う機会を持った。彼にとっては初めての

訪日であったので、日本の生活と文化に驚 きをも

って接 していた。正に百見は一話にしかずであった。

R E P O R T

」an  Van Paradijs

Until the end of the 1970's the x― ray astronollly scene was doninted by a

series of American and European X― ray satellites. As a result of the

careful Planning of the 」 apanse high― energy astrophysics progranIEle, this

situation has reIIlarkab■ y changed. During the ■ ast five years two

」apanese sate■ ■ites, Hakucho and Tenlna, have bee■  ■aunched, specifica■ ly
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des■gned to carry out X―ray Observations of cOsalic Ob3ects, and a third

One, ASTRO―C, is expected to be ■aunched in a few years froII ■ow. As a

cOIISequence 」apanese scientists are now giving a llla50r cOntribution to

this area of astrophys■ cs.

It was therefore a great pleasure to be invited by professors Y. Tanaka

and S. ■ ayakawa to attend the 」 apan… US seninar on ・
・
Conpact Calactic and

Extraga■ actic X― ray SOurcesⅢ , held in Tokyo frolll 」 anuary 16 to 18, 1985。

In view of the fact that the European X一 ray satellite EXOSAT, launched

in 1983, ■ s now Providing observational data silllultaneous with Tenllla,

this llleeting was held at a very tiHlely date, as it provided a llleeting

ground for a direct exchange of infonllatiOn and for discussions with

」apanese colleagues, Moreover, it gave IIle a first opportunity to see the

persOna■ ities behind the 口 nny Japanese rlanes on X― ray astrolloIIIy papers.

A substantial fraction of こ he seninar, including two workshops, was

devoted to recent resu■ ts on low一 nass X― ray binaries. As Part of this I

presellted a talk on the interpretatio■  Of X― ray burst spectra. An

inIPorLant spin― off of these sessions was a separate in― depth discussion

of the status of the twO― colllpOnent spectral lILOdelS of low― IIlass X― ray

binaries, which ―  given the spectral energy res01ution presently

ava■lable ―  are requ■ red to understand the shape of the spectral energy

distributions of these ob3ects.

During the seninar i had the opportunity tO have fruitful Private

discussions with Prof. Sugュ IILOtO and Drso Ebisuzaki, Fu3■ 皿OtO and lnoue

oll various aspects of current prOblens in X― ray burst research  (Super―

Eddingと on lunlinosities, discrete features in burst spectra, radil of

burst sources)。

After the seninar l visited, together with Profs. Lewin and Truclllper and

Dr. Basiiska, the X― ray astronomy grOuPs in Osaka and Nagoya, where we

en30yed the generous hospatility of Profo MiyaIIloto, Dr. Tsuneni and Dr.

Yalllashi ta (Osaka) alld PrOf. Hayakawa, Dr. Kunieda, Dr. Nagase and 卜 Ir.

Kii (Nagoya).

The intensive persona■  contacts during these visits have been very
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valuable, not only because of the scientific aspects, but also because

■t allowed ne to touch on soIIle faCets of the 」 apanese life and culture

which otherwise wou■ d probably have been hidden for llle.

I would like to thank Prof. Tanaka and IIayakawa for their invitation,

and the YaElada Science Foundation for the financia■  support, which Elade

this particularly succesful stay in 」 apan possible.

84-2035

来 日  者

Nicholas Whte

Research Staff, European Space

Research and Technology Center

2200 AC Noordwijk

The Netherlands

目的及び成果

Nik Whte博 士は、英

国のAREAL-5及 び米

国のHEAO-1を 使って

宇宙X線 の観測を行って

きたが、優れたデータ解

析と豊かな経験が買われ、

E X O S A T のデータに関

する主任研究員に任命 された。 EXOSATは 欧州

宇宙機構 (ESA)が 打ち上げたx線 天文衛星で、

わが国の天馬と並んで現在活動 している二つのX

線観測装置である。両者の間には緊密な協力関係

があり、テレックスを交換 しながら相補ってX線

天体の観測を術っている。この際双方の当事者が

膝をつき合わせてデータを比較検討するのが有意

義と思い、山田財団に招へいを申請 した。

共同観測が成功 した好pllはv0332+52の 観測

に見 られる。この変光星がX繰 増光を示 したこと

は 1983年暮に天馬によって見出された。 X線 強

度が不規則な短時間変動を示したので、これはブ

ラックホールではない力)と考え、直ちにEXOSAT

に継続観測を依頼する旨打電 した。 Whiteはブラ

申 込  者  名 古屋大学

受入責任者  名 古屋大学

早  川  幸  男

早  川  幸  男

ックホール候補をいくつか上げ、短時間不規則変

動をその特徴の一つにかぞえていたので、とくに

彼あてにこれを伝えた。これが規則的な周期変動

を示すかどうかを見るには、衛星の周回毎に地没

で観測が中断される天馬は不向きなので、長桔円

軌道にあるEXOSAT力 Sこれに適 している力>らで

ある。果 してEXOSATは 周期的変動を見出し、

V0332+52が 周期 437秒 のX線 パルサーである

ことを確認 した。

1985年 1月 18日 、Whiteは ブラックホール候

補と題する講演を手宙科学研究所で行い、東京、

名古屋、大阪のX線 天文研究者の全員がこれに出

席 した。彼は短周期不規則変動をブラックホール

の証拠にすることはできないと述べ、質量やスペ

ク トルを参照するようにと、かつての主張を弱め

た。

それ以外、個々のデータやその解析結果の微妙

な食い違いについて、立入った比較検討がなされ

た。その一つに、鉄のKα線の工!ネ!ルギ=|、線幅、

及び強度の問題がある。これ'子は蛍光比例討数管

の性能、連続スペク トルの差 し引き方、鉄の吸収

端の評価等、書 きものでは伝えきれない問題があ
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る。とくに、大阪大学の北本はCyg X-3の 鉄の

Kα線の強度に時間的変動がないという結果を出

したが、EXOSATは 変動ありと主張した。 比較

検討の結果、データ及び解析手法に僅かの差異は

あるが、双方の結果はいずれも正しいことを認め

あった。一見食い違う結果は観測時期の違いによ

り、それぞれの時期でCygX-3の ふるまいが異

なっていたからという結論に達した。これは低質

量X線 連星の性質を理解する上で重要な事実で、

これだけでもEXOSAT関 係者を招いた成果は十

分達成できたと思 う。このような膝つ き合わせた

検討がなければ、双方の主張は水桂卜論に終ったで

あろう。

Whiteの来訪によって、天馬とEXOSATの 関

係はさらに緊密になるであろう。 1986年 までは

この二つがX線 天文学を支えなければならないの

で、この招へいの効果は高 く評価 される。

REPORT

Nicholas Whte

The prュ me purpose of this vュ sュt WaS to attend the

」apan― US Semttnar On l'Ca■ actic and Extraga■ actic compact

x―ray Sources''.  Durttng the meeting recent resu■ ts from the

」apanese Tenma Sateユ ユite and ESA's EXOSAT observatory were

presented and dttscussed.  The rapid growth of X― ray astronomヽ /

in 」 apan over past few years was c■ ear■ v aoparent from the
contents and qua■ ttty of the resu■ ts presented.

In an invited talk entit■ ed WB工 ack Ho■ e CandttdatesH I

summarェ zed the current status of the galactic x― ray sources

thought to be accreting b■ ack holes.  The current■ v accepted

x―ray  sttgnatures of these obぅ ects Were reviewed and the
recent EXOSAT observations of several earユ 土er suggested

candttdates presented.  Rapttd variabi■ ity on its own no longer

appears to be a unique signature of an accretinq black ho■ e

since EXOSAT/Tenma Observations of V0332+52 have shown this

rapttd■ y varying source takes on an X一 ray pu■ sar,  Spectra■

characterュ stics may provェ de a more reliab■ e  signature.

The workshop′  both planned and infEormal prov■ ded open

discussion and a■ ■owed a deeper insight into differences in

approach taken by the various 9roups.  ェ n particu■ ar the

prob■ em of the nature of the spectrum from the ga■ actic buユ ge
sources revttVed  much attenttton.  Discussions between Makttshima′

Mitsuda′  Inoue′  Trttmper′ swank′  Lamb′  and myse■ f ■ead to agree―
ment that whtt■ e the 」 apanese approach to mode■ ■土ng the spectra

of these obうeCtS Was sl土ght■y dユfferent from that of the Us and
Europeans′  the first conc■ usュ ons were broad■ y sュ m■lar.

As an actttve member of the EXOSAT observatory team l found

the visit to the Tenma ana■ ysis system at lsAS greatly interest―
ing.  The fact that the approach taken to analyse the Tenma

CSPC data is sim± lar to that we use for EXOSATls GSPC′  even
down to the fact that we both use the same computer′  was
astonishing.  The we■ l planned and ba■ anced future space

program out■ ined by Prof. Oda ュ ndttcates that 」 apanese space

science wi■ ■ maintain its current momentum.  There seems

litt■ e doubt that ASTRO C wi■ ■ produce a strttng of resu■ ts
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as impressive as (if nOt

l look forward to future

future deve■ opments.

better than)thOse

meetttngs ュ n 」 apan

from Tenma.

to dttscuss these

来  日  者

Kenneth A、  Pounds

Professor, Departrnent of Physics

U t t v e r s i t y  o f  L e i c e s t e r

Ldcester LE 1 7RH Engiand

目的及び成果

Ken Poundsは 英国の

X線 天文学創始者の一人

で、英国のX線 天文衛星

ARE AL-5の 研究代表

者をつとめ、 EXOSAT

を生む着想を提出した人

である。現在英国の科学

技術研究委員会の天文 ,宇宙科学部門の委員長を

している。わが国の第 3の X線 天文衛星ASTRO
―Cに 参加 し、L eicesterグループはそれに搭載

する大面積比例計数管の製作を担当している。彼

にEXOSATに よる最近の成果を報告してもらう

と共に、ASTRO― Cの 製作 と観測計画について

相談するために彼の招へいを申請した。

ASTRO― Cの 最 も重要な目的は、大 きな受光

面積を生かして、活動的銀河核のX線 の強度とス

ペク トルの時間的変動を観測することである。活

動的銀河核は強 く広がった輝線で特徴づけられる

セイファー ト銀河の中心核やクエニサーで代表さ

れ、太陽の10桁以上のエネルギー発生率が数時間

で増減するきわめて特異な天体である。そこには

太陽の 1億倍以上の質量のブラックホールがあり、

それに物質が降 り注 ぐ際に解放される重カエネル

ギーが激しい活動の原因と考えられている。

申 込  者  名 古屋大学

受入責任者  名 古屋大学

早 川  幸  男

早 川  幸  男

Poundsは 1985年 1月 18日、宇宙科学研究所

において活動的銀河核の観測について識演をした。

天馬とEXOSATが 見た共通の天体 としてセイフ

ァー ト銀河NGC 4151や BL LAC天 体 Mkn421

があった。EXOSATの データ解析はまだ中間的

段階にあったが、天馬の結果と必ずしも一致 しな

い点があった。彼はかなり大きな強度変化を強調

したが、天馬ではそれほど著しくなかった。これ

らの源は遠方にあるのでX線 が弱 く、強度を導 く

にはバ ックグラウンドの差 し引き方が問題になる。

近地衛星の天馬と遠地衛星のEXOSATで はバッ

クグラウンドが異なるので直接の比較は困難で、

双方で一致する所まで到達できなかった。しかし

ASTRO一 Cの 計測器の最終試験に日本から数人

が相次いでLdcesterを訪れるので、その機会に検

討を進めることができるであろう。

Poundsは X線 天文学の将来計画に有益 な情報

をもたらして くれた。第 4代 のX線 天文衛星につ

いては、われわれの考えていたこととほゞ同じ考

えをもってお り、関連する技術的問題について討

論することができた。

彼のように多忙な人が短期間とはいえ訪日して

くれたことは、山田財団の援助のお蔭である。普

段は飛び廻っている人とゆっくり話し合 う機会を

持てたことは有益であった。

84-2036
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R E P O R T

Kenneth A.Pounds

l attended the 」 apan― US Seminar on HGalactic and Extraga■ actic
Compact X― ray sourcesW′  he■ d in TokyO from ■ 6- 18 」 anuary
■984′  with the financia■  support of the Yamada science

Foundation.  ェ n my view the meeting was a comp■ ete
success and undoubtedly further strengthened the ■ inks between
」apanese′  US and EurOpean scュ entist in this front― ■ine area

oIE space scュ ence.

My own tEormal contrttbutiOn was to review durttng the Seminar

the recent observations of Active Ca■ actic Nucle■  made wェ th the
European sate■ lite EXOSAT.  These data have buユ ユt on and
further expanded the resu■ ts from prevュ ous sate■ 1土tes of
somewhat lower sensitivity′  partttcu■ ar■ y the us HEAO Series.
Of particu■ ar interest to this audience was the overlap

between the European resu■ ts and other new and complementary

observations from the current 」 apanese TEN〕 IA X―・ray sate■ ■ite.
One immediate outcome was a subsequent discussion with Prof.

Matsuoka who has over■ apping data on a source of specia■

interest′  NGC 415■ .  we exchanged more deta上 ■s of our resu■ ts

and ■ook forward to an ttn―depth oisCussion when Prof. ヽ latsuoka
visits the U.K. ェ n a few months time.

A second area of co■ ■aboration that was discussed outs■ de

the forma■  sessttons was the study of the nature of the

intriguing descovery by TENMA of a hotr apparently diffuse′

gas fユ ユエing the galactic p■ ane.  ェ t appears that a combination

of the higher angu■ ar resolution map from EXOSAT with the

unique spectra■  data of TEN〕 IA wttll provide the c■ earest

understanding of this important result.  Aga■ n′ p■ ans were

■attd (with Dr. Koyama of ISAS)to fol■ ow up this study within

the next few weeks.

Coordinated observations with TENMA′  EXOSAT and
number of ground based te■ escopes of the remarkab■ e ttalactic

source SS433 were carried out in september 1984 and progress was

discussed with Prof. Matsuoka′  who is ■ eading the 」 apanese effort

(with Dr. Stewart of the Leicester group).  Among Other
areas of coIIInon ュ nterest and IDOtential co■ laborattton that arose′

or were realised during the seminar′  was the study of the
rapttd■y varying BL Lac object ylkn 42■ ′ whttch had 一by chance 一
been observed on ad3acent weeks by tPENMA and EXOSAT during

1984.

From my own viewpoint′  a particu■ arlv va■ uab■ e 一  and

en]oyab■ e 一  part of the visit was the opportunity to renew
several o■ d and some re■ ative■ y new contacts with 」 apanese

sc■ entists.  This ■ s especュ al■ y important in the context of the
UK―」apanese co■ ■aboration on the forthcoming ASTRO― C space

mission′  whose success wi■ ■ be butt■ t on the exttstence of

good technica■  and scientific understandttng between the

」apanese and British persone■  invo■ ved.
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Natural■ y′ cons■ derab■ e discuss■ On tOOk p■ ace away from
forma■  sessions about the future prospects fOr X― ray Astronomy′
worldwide′  particu■ ar■y  in view of the difficultttes being
experienced in the us astronomy programme.  I tOOk the opportunity

of mentionュ ng to Prof. Tanakta my vュ ew that a consェ derable
sc■entific potential ex■ sted for a high throughput′  moderate
reso■ ution′  spectroscopy m■ ss■on and found him ュ n accord wュ th
this v■ ew.  ェ  outユ ined the present European posェ tiOn ■ n this
field (上 .e. XMM′  SAX′  HTS)and passed over some deta± ■s of
current works in Leicester on the re■ evant techno10qv

(e.q. thin mirrors′  ccD's).
Overa■ 1′ a most en]oyable and worthwhi■ e vュ sit′  for which

l would ユ 上ke to express my sincere thanks to the Yamada sc■ ence
Foundation′  whose support made ■ t possible.

84-2037

来 日  者

」oachim Trumper

Prottssor,Max― Planck lnstitut ttr

Physik und Astrophysik D-8046

Gurching bei ttlunchen,ヽVest Germany

申 込  者  名 古屋大学

受入責任者  名 古屋大学

早 幸  男

幸 男

目的及び成果

」oaChim Trumper は

宙hingen大 学教授で あ

った頃気球によるX線 観

浜」を始め、X線 パルサー

Her X-1の スペ ク トル

にサイクロトロン線を発

見し、中性子星に強い磁

場 (～ 4× 1012G)が 存在することを初めて実証

した。Munchenに 移って後 宇宙空間研究所長を

つとめるとともに、西独のX線 天文学の指導者に

なった。現在製作中の西独中心のX線 天文衛星R

OSATの 研究代表者である。ROSATが わが国

のX線 天文衛星ASTRO一 Cと ほゞ同じ頃打ち上

げられ、両者が相補的な機能をもつことを考慮 し

て、彼の招へいを申請した。

Trdmperは 1985年 1月 16日 駒場エ ミナース

でX線 パルサーについて講演した。この講演は欧

州のX線 天文衛星EXOSATに よる最新のX線 パ

ルサー観測結果が中心であった。対象は天馬では

電力事情によって観測時期が限られているHer X

早  川

-1及 び観演」できないLMCX-4に しばり、 そ

れらの強度変動とパルス波形の関係を論じた。

さらにHer X-1の 35日 周期の強度変動のEX

OSATデ ータを示 し、いくつかの理論的模型と比

較した。 35日 周期 による強度減少については天

馬の観測結果 もあるが、これらの結果によればか

つて考えられていたよりも事情は複雑で、模型に

ついては再検討しなければならない。

彼はまた、低質量X線 連星のスペク トルについ

て も報告 した。これについてはWhiteの項で述べ

たように、天馬と必ずしも一致する結果を示 して

いなかった。これを解決するために、 1月 18日

Tれ mperは 関係者を招集して相互比較を行った。

その結果についてはWhteの 項で述べたので繰 り

返さない。

その後約 1週 間を費し、宇宙科学研究所、大阪

大学及び名古屋大学を順次に訪問し、多 くの若い

研究者 と親しく討論をした。わが国の若い研究者

にとって、欧州の指導的研究者とこのように時間

をかけて討論する機会を得たことは大 きな刺激に

なった。またROSATと の将来の共同研究につい
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てもより広い道を開いた。

さらに彼の来訪は、わが国で計画している第4

のX線 天文衛星について有益な示唆を与えた。こ

れには集光鏡を用いることを考慮している。 RO

SATは X線 鏡を備える観測装置で、 彼 のグルー

プはこれについて最 も進んだ技術 と試験装置をも

っている。これについても話し合えたことは、今

後 10年 間のわが国のX線 天文学の進め方に有効

であった。

in which l reported on recent resuits

s t a r  s y s t e m s  H e r c u l e s  X―l  a n d  L M C

R E P O R T

J O a C h m  T r u m p e r

lt was a sreat privllege and pleasure for me as a European to participate in the

3apan―US Seminar on l'ComPact Galactic and Extragalactic X― Ray SourcesH which

was held from 3anuary 16-18 in Tokyo. The meeting was well organized and

provided an excellent overview of the recent developments in this topical field

of modern astrophysics. It was also a timely event since cluring the last ttew

years the 3apanese satellites Hakucho and Tenma, and more recently こ uropeis

EXOSAT, have provided a wealth of new and important informations on the

astrophysics of compact objects ― of white dwarfs, neutron stars and blaCk hOles

in binary stellar systems as well as of active 8alactic nuclei.

At the meeting l gave three presentations:

an invited talk on ‖ X―Ray Pulsars‖

obtained by EXOSAT on the binary

X-4, which contain neutron stars

two short workshoP contributions on the ‖ 3う Day Period of Hercules X-1'1

and llSpectra of Low Mass X― Ray Binaries".

On 18 3anuary l orsanized an over― lunch discussion on t'Spectra of Low Mass X―

Ray Binaries'' in order to achieve a close comPariSOn between work done on X―

ray data obtained from Previous US satellites, the ESA satellite EXOSAT and

the 3apanese Tenmao Participants of the session were 3. swank (Goddard Space

Flight Center), F. Lamb (1」 niversity of 1lLonols), N. White (European SPace

Agency), K. Makashima(IsAS), K. Mitsuda(ISAS), 3. van Paradi,s(UniVersity of

Amsterdam)and myseif.

-35-



During the meeting l had numerous discussions, in particular with scientists from

ISAS. After the meetinB I visited the X― ray astronomy group at Osaka Univer―

sity and the Department Of Astrophysics at Nagoya University.

1lm impressed by the 3apanese activities

astronomy. These activities have led to

contributions to astrophysics, above all in

was also lmpressed by the coherence and

the field o: space astronomy in general.

in the very competitive field of X― ray

a number of very imPortant SCientific

the field of cOmpact X― ray sources. I

persistence of the 3apanese e主主orts in

After the conference l travelled 、 vith a small group to Kyoto, osaka, Nara and

Nagoya. This gave me the opportunity to rene、 v and deepen my impressions

about the country, its people and its cultural heritage which l had received

during my first visit to 3apan in 1961.

Durins thiS Visit we enioyed very much the warm and overwhelming hosPitality

of our scientific colleagues in Tokyo, Osaka and Nagoya. I am ttratefui to the

Yamada Science Foundation for supportins thiS most interesting iourney.
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昭和 59年 度短期間派遣成果報告

84-4070

カナダ、新しい型の超伝導体の理論的研究

京都大学 松 生武原

9月 24日 大阪発、同日

夕刻エドモントンに到着、

宿舎の大学構内キャンパ

スタワーアパートに入る。

翌 日よリカナダ滞在中の

日程の調整に入る。すでにNRCの フェントン博士

より連絡あり、オタワにおける計画の概略が知 ら

されていた。結局第一週は時間差の影響の調節と

講演の準備に当てる。しかしその間の余l浸を利用

して、第一週の間にアルバータ大学の物理関係の

研究室を歴訪 し種々討論し相互に益するところが

多かった。

第二週 10月 1日 (月)ア ルバータ大学における

第 1回講演会を開催 し 「遍歴電子系における強磁

性と超伝導の競合について」に関する講義と討論

があった。

10月 4日 ～ 6日 までオタワに出張、NRCに 滞

在。そこで第 2回 目の講演 として 「パラジウムー

水素系の超伝導」について話をした。その後NRC

内の理論グループと個別討論を行った。
一方NRC側 においても新 しい型の超伝導の理論

的研究が進んでお り、討論を通 して相互の情報上

非常に得るところがあった。特にNRC狽」の重いフ

ェル ミ粒子系の超伝導およびA-15型 化合物の超

伝導の研究は興味深かった。重いフェル ミ粒子の

超伝導がシングレットであるか トリプレットであ

るかを判定するための種々の有効な実験 とその理

論的裏づけが検討されている。またA-15型 化合

物については、最近のAnderson等 の新 しい提案

にもとづ く超伝導転移温度の計算が実行され、

Andersonの予想はあたっていないことを証明し

たとのことである。

再びエ ドモントンに帰 り、エ ドモントンにおけ

る第 2回 目の講演としてNRCで 話したもの と同

じ題目のものを行った。

このころより右限に異常を感じ、アルバータ大

学病院の眼科にて診察を受けたところ右眼の自内

障の急激な進行により視力消失、左眼にも異常の

おこりつ ゝあることが認められた。このま 放ゝ置

することは危険と認定されて至急帰国を勧告 され

た。あと二つの講演とバンクーバーの諸大学訪間

の予定が残 っていたが残念なが ら予定の一切を

中止して帰国のやむなきに至った。卒直に言って

急病のために初期の目標の全部を果たせなかった

のは遺憾である。
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筋収縮に関するゴード

ン会議は例年 どお り米国

ニューハンプシャー州で

開かれた。この分野での

日本人の寄与は伝統的に

大きく、今年の会議にも日本から12名 の参加が

認められた。 5日 間にわたって数人が口頭発表を

行 う七つのセッションとポスターセッションが行

われた。今年の会議は筋収縮の研究の上で最 も重

要な意味をもつ ものの一つ となった。筋肉の力発

生の分子機構に関しては 「クロスブリッヂ回転説」

でほぼかたがついたかと思われたが、その実験的

根拠が くずれ、振 り出しに戻ってしまった。本会

議でこの仮説の提唱者を含め、全員がこの点を確

認するということになった。筋収縮の分子機構は

最近発生、分化にも関係するとして注目を浴びて

いる細胞運動の多 くの部分 も同様のメカニズムで

1799年に ロンドンの

中心街に設立されたRo

y】 Insutuhon(王 立協

会 )は化学を学ぶ者にと

って特別な意味をもって

いる。力学的仕事が熱に変換するのを看破 してい

たRunford, ナトリウムゃカリウムの発見者 とし

て啓蒙的な 「ろうそくの語る化学」の著者として

も名高いDavy、 電 気化学か ら電磁気学の巾広い

分野で法則や定数の上にその名を残 したFaraday、

デュワ瓶の発明者で水素液化に成功 したDewar、

X線 解析法を創始 したBragg父子、そして今なお

4-4073

アメリカ、1984年度筋収縮に関するゴー ドン会議

大阪大学 り丹

あると考えられ、筋肉という一つの細胞の問題と

してでなく、もっと広 く重要な問題である。

私はアクチンに関するセッションとミオシン頭

部の運動に関するセッションで口頭発表を行った。

アクテンに関する方は、アクチンフィラメントー

本の運動を蛍光頭微鏡法で直接観察した結果を映

画を用いて示し、それまで ミオシン分子の運動を

ささえる単なる固い棒と考えられて来たが、そう

ではなく、やわらか く、運動性に富み、力発生の

メカニズムに直接関連することを主張 した。又次

のセッションでは、蛍光プローフ法で ミオシン分

子は 「クロスブリッヂ回転説」で期待 されるよう

な運動をしていないことを示した。

最後に次回のcharpersons(米 国 :E.Gold―

man, C、 Cohen 欧 ブ‖‖:D.Trentham 日 本 :

私)を選出して閉会 した。

4-4083

イギ リス、第 6回 配位化合物の光化物、光物理に

関する国際研究集会

大阪大学    大   野     健

第一線にある閃光光分解法の開発者 Porter等、こ

の王立協会を舞台にして 200年 に亘 って化学 を

創 りだしてきた人々がいたのである。閃光光分解

法による光電子移動反応の研究を通して化学に入

門した私にとって、この王立協会を訪ねるのは長

い間の夢であ り、隔年に開かれる配位化合物の光

化学、光物理に関する国際会議を主催したHarri―

man博 士からの招請状に直ちに応ずることを決め

たのであった。

ピカデ リー ・サーカスから 10分 もしない とこ

ろにある王立協会は観光地図には別な名前
“Fa

raday M■lseum"と 記されているが案内の道標 も

雄敏田
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なくアルベマーレ街にひっそ りと立っている。こ

の王立協会の講義室で開かれた会議のスケジュー

ルの合間によく保存された先人達の実験器具 と

Farad守の実験室を見学し会議終了後にHarriman

博士によって研究室を丁寧に案内してもらって王

立協会の輝かしい伝統が現在まで続いているのを

知って快い興奮を禁じ得なかった。

ところで、この国際会議は私にとって三度目の

出席になる。前回同様、西側 ヨーロッパ諸国の英、

伊、仏、独、スイス、ベルギー、ポル トガル、米

国、カナダ、そして日本からの参加者は総勢約80

名で肩の張 らない打ち解けた雰囲気で討論を楽 し

むことができる規模であった。会議は口頭あるい

はポスターによる発表形式か らな り、討論する充

分な余裕があったが、以下に私の興味をもったい

くつかの話題を記してみよう。

配位化合物の電子的励起状態に関する研究とし

ては、固体結晶Ru(bpy)32+に おける電荷移動

励起状態か らの発光偏光解析、Rh(phen)33+で

見 られた配位子の 3(π_7r*)と Rh3+の 3(d_dぅ

の内部変換の温度依存性があった。金属錯体が多

原子核構造と反応との

クラスター様相に関する

第 4回 国際会議は英国の

イングランド北西部のテ

ェシア州の首都チェスタ

―で 7月 23日～ 27日 開かれた。主催はSERC

(科学工学研究協議会 )の ダールスベリー研究所

で、チェスター大学の講堂 を会場とし、参加者は

約 150名であった。この会議はボッフム(1968)、

メリーランド(1975)、 マ ニ トバ (1973)の 後を

うけ、マニ トバが多 くのテーマに多 くのスピーカ

ーを立て参加者 も300名程であったのに比べると

今回はテーマをあまり拡散させず一つ一つの講演

員環化合物に包接 されたものを 「スーパー錯体」

と呼ぶBalza航らは互いに反対荷電 をもつイオン

対の場合と併せて金属錯体の励起状態について報

告 した。スーパー錯体では励起状態が保護 され、

サイズの小さな錯イオン間のイオン対では逆に発

光の消光があるという。配位子を変 えることによ

って中心金属イオンに局在する励起状態が変化す

るのに加え、スーパー錯体による修正ができると

なれば、その多様性を一挙に拡げられるか もしれ

ない。金属錯体の電子移動反応は最 も活発なテー

マであった。光電子移動反応の収率を支配する因

子が討論され、化学的結合をした部位の間 (ポ ル

フィリンーキノン、ポルフィリンーポルフィリン)

での高速電子移動の報告は光合成研究のアプロー

チであり、電子移動反応の距離依存性を検討でき

るモデルとも考えられる。

報告を終えるにあたり、本国際会議に出席 し、

クロム (Ⅲ)錯体の光電子移動反応について発表

する機会を与えて くれたLLl田科学振興財団のご厚

意に深 く感謝する。

4-4084

イギ リス、原子核構造 と反応 とのクラスター様相

に関す る第 4回 国際会議

京都大学 堀  内     飛

に十分時間を割 り振った。具体的には、年前と年

後、 50分 の招待講演を三つ、15分の選抜論文口

頭発表を二つというのが基本形式で、他にポスタ

ーセッションで多 くの人に発表の場を与えたが、

講演数の制限という点で、かな り思い切った会議

運営である。

主テーマは、(1)微視的ポテンシャル、(li)軽、中

重および重核でのクラスター様相、佃め核融合と分

子共鳴、ぐり偏極、lV)分解反応と核分裂、付)重イオ

ン反応でのクラスター移行、口ゆハドロンおよび電

磁力による中高および高エネルギー反応でのクラ

スター生成、Mレ ドヽロンおよび原子核のクォーク

構造、《朔天体核物理およびアノマロン、であった。
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新 しい主テーマは、(i)、(りとlv)である。軽い重イ

オンによる核物理の最近の進展にややウェイ トを

置いたと言えようか。

50分 の招待講演は各々のテーマの最近の研究

の進展のレヴューを入れることが要請されており、

これと少数の選抜論文発表との組み合わせにより、

各々のテーマで何が未解決の問題であり、今回ま

でにそれらがどの程度まで解決され、更に又どの

様な新たな発展の芽が現れているかにつき、かな

り集中した形で討議が出来た。この点で今回の運

営方式は成功を収めたと言え、多数の参加者を抱

えお祭 り的に流れる国際会議の傾向の中では、堅

実な実績の実例 となった。

参加入数が手頃で、質疑応答 も活発で、セッシ

ョン時間外の研究交流 も盛んであった。筆者の招

待講演も多 くの人と有益な質疑応答が行え、更に

食卓を図んで、あるいは遠足のバスの中で、多 く

の研究交流の行えたことは大 きな成果であった。

テーマは上述の中の(1)で、基礎的性格ゆえに、他

のテーマとも関連が強 く、多 くの海外研究者 との

意見交換に得る所が多かった。

やがて会議のプロシーディングも出版されるこ

とであるが、この程度の規模ならば質疑応答 も記

録に留めることは可能でありそれは大変重要なこ

とであると思 うが、残念なが らそれは今回も試さ

れない様である。

次の第五回目は日本で 1988年に行われる。 今

回の評価 ・反省の上に立って立派な会議の催 され

るよう、関連研究者の一人として協力努力したい。

84 - - 4 0 9 5

アメリカ、筋肉についてのゴー ドン会議

大阪大学 井 男明上

‖  7月 1日～5日、米国

筋収縮のゴー ドン会議は3年 ごとに同じ会場で

開かれ、筋肉の分野の会議としては最 も多 くの人

が集まる会議で、今回も日本か ら多勢の人が参加

した。会議の参加者は 150名 と限られてお り、参

加希望者はその 3倍 以上に達したために、人選に

は主催者の都合がでて くるようだ。

会議での最 も大 きな成果はアクチンならびにミ

オシンの構造の研究が進んだことである。アクチ

ンは既に一次構造が決められ、立体構造 もアクチ

ンー DN ase I複合体の結晶構造から研究 されて

いるが、まだ完全に立体構造を決めるまでには至

っていなかった。今回、プロフィリンーアクチン

の結晶を酸性条件下で解析して、残基の位置まで

も明7fZにされたので、F一 アクテンになったとき

のアクチン分子の配位について も明確になる日は

近いと予想 される。

ミオシンの構造については二つの方向からの研

究が進歩 した。第一は電子顕微鏡を用いた研究が

非常に盛んにな り、また方法も多様化してきた。

サンプルの調整法 もネガティブ染色法だけでなく、

プラチナレプリカ、急速凍結エッチング、凍結 し

たまま直接観察する方法、スキャエング透過電顕

等が開発 されているが、それぞれ一長一短がある

ようだ。プラテナレプ リカ法は誰でもが ミオシン

分子を見ることが出来る方法である。これを用い

て、抗体あるいはビオチンーアビジン系を使って、

ATP ase活性中心をはじめいろんな部位が ミオシ

ン分子上のどこにあるかが明らかにされた。第二

は ミオシン頭部 (S-1)の 結晶化で今後の進歩が

期待される。

私は荒田氏 とともに、アク トミオシンATP ase

のどのstepでミオシン頭部の構造変化あるいはエ

ネルギー変化があるかという報告をした。この分
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野の研究者は各自で意見の隔た りがあ り、議論が

噛みあわない。今回は光があたるとATPに な る

caged ATPを用いて収縮の初期過程を解析する

という手法が登場したが、従来の溶液系の解析結

果で充分説明できる内容で、それを越える結果は

得 られていない。

今回は ミオシンの二つがどのような機能を持っ

ているかという問題について、私達は何 も仕事を

持って行かなかったし、この問題は今回は話題に

上 らなかったが、次回までには仕事をまとめてい

きたいと思 う。

筋収縮の研究の目標の一つはクロスブ リッジと

呼ばれるミオシン頭部 とアクチンの架橋がどのよ

うに動 くかを解明することだが、この問題は現在

壁にぶつかってお り、ここ数年あま り進歩してい

ない。また、制御機構の研究 も平滑筋の リン酸化

説が出されて以来、大きくは進歩 していない。今

回 も話題がなく議論が別の方向に向いて行ったの

は非常に残念であった。両分野については研究が

先走 りすぎモデルが先行してしまったのが一つの

原因と思 う。再度、基礎的な研究と新 しい手法の

導入が必要であろう。

最後に今回の会議に参加の機会を与えて下さっ

た山田科学振興財団に深 く感謝する。

1984年の 7月 末 から

8月初めにかけて、 ドィ

ツのハイデルベルグでP

ANIC/84と いう国際会

議が開かれた。これは、

旦征jCles and埜 単clei工ntern北10nal cOnference

の略で、ついでに歴史的なことをいえば、原子核
と素粒子の境界領域をカバーしょうとする大型国

際会議の第 10回 目の会議で もある。約 600名 の

参カロがあったときく。

今回は、 「高エネルギー重イオン物理」と題す

るパラレルセッションの企画と、そのセッション

で、この分野のまとめと展望を講演するべ く依頼

を受けた。

私の専門の 「重イォン物理」は、毎回この会議

で取 り上げられている。 1970年 代の中頃は、入

射ビームがターゲットによ りどう変化するかとい

う、いわゆる入射核破砕片の物理が主であり、1970

年代後半から1980年代前半にかけては、中芯衝

突を含むぼう大なデータをいかに理解するかが主

テーマとなった。去年 ぐらいからは、や 流ゝれが

変わ り、重イオン特有の現象、たとえば、核子の

84-4100

西 ドイツ、素粒子及び原子核第 10回国際会議

東京大学 承ヽ 治

集団流であるとか、反応における協力現象の検出
であるとか、不安定原子核の生成 と応用といった

点に重 きがおかれるようになってきた。従って、

私の担当したセッションでは、この 「重イオン特

有の現象」が主なテーマとなった。

先にも述べたよぅに、このシリーズの会議は、

原子核にも素粒子にも属 さない境界領域にスポッ

トをあててスター トした。しかし、回を重ねるご

とに参加者が急増 し、一時は 10oo人 近 くの参加

者数になった。こぅなると、境界領域 というより

は、 「中高エネルギー核物理」という一つの分野

と考える方が自然 とな り、世界の人々も次第にそ

う呼ぶようになってきた。ところが、境界領域か

ら一分野に成長するには、それな りの試練を受け

なければならない。例をあげると、原子核物理 と

QCDの 関係がある。 10年前は、原子核や核子を

クォークやグルーオンから記述することには新鮮

味があった。それまで、核物理の人は、核子やパ

イオンを素粒子として扱ってきたからである。し

かし、 10年経った今では、QcDを 用いて核子や

原子核を記述するだけでは、もはやあまり意味は

なくなってきてぃる。むしろ原子核を用いること

正宮
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により、QCDの 基本に迫るt均>なる物理が展開で

きるのかという疑間に答える方が重要なこととな

ってきた。この点は、今回の会議でも活発に議論

されたが、あまり明確な答は出されていない。私

個人の観点か らみると、重イオン物理の中にその

本年はじめて新設 され

た高分子液晶に関するゴ

ー ドン研究会議に出席し

た。 1984年 7月 9日から

始まるこの会議に参加す

る途上、この会議の主学者であるR.W.Lerlz教

授がおられ、高分子液晶に関する研究が米国中で

最 も盛んな大学であるマサチューセッツ大学 ・高

分子研究所および高分子学科を訪問した。1984/f

7月 3日 日本を出発し、同月 4日 マサチューセッ

ツ州アマース トにあるマサチューセッツ大学に着

いた。北海道大学の前身札幌農学校の初代校長ク

ラーク博士がおられた大学である。5日午前中同大

学高分子学科で 「高分子コレステリック液晶の変形

と流動」について講演し、関連研究の討論を持った。

5日午後、6日全国、7日午前は同大学高分子液晶

研究グループとディスカッションをもった。時間の

許すかざりという先方の強い希望で応じたのである

が、次々と来訪を受け、非常に細部にわたる点まで

熱心に議論に及ぶので、かなりしんどかったが、英

語での討論の練習と思いこちらもがんばった。感じ

たことは、大学院学生が非常に熱心に追求 してくる

点で、 12年前と比べ米国若年層の気力が高まって

いることである。滞在中の高麗大学校の陳政一教授

とも有益なディスカッションを持った。

7月 8日 車でニュー ・ハンプシャー州ニュー ・

ロンドンのコルビイーサウヤー (C01by一Sawyer

College)に着いた。芝生が大変美しい空気の澄ん

だ所という第一印象を受けた。建物は非常は古風な

解答が見出されるような気がしてならないのだが、

この点は、この 「中高エネルギー核物理」という

一分野に課せ られた今後の重要なテーマとなろう。

最後に、山田財団の御援助に感謝したい。

4 - 4 1 0 6

アメ リカ、高分子液晶に関するゴードン研究会議

京都大学 浅
中

ものであ り、キャンバスとドーメ トリイカ景一つ

の敷地内に混然と建っている古い女子大学である。

ここの大学が当該ゴー ドン研究会議の会場であり

宿所であった。割 り当てられた ドーメ トリイで自

分の部屋をみつけ、 ロビーにお りると、かねて文

献の上で名前を知っているセラニーズ (米国の化

学会社 )の K.Wissbrunに 会った。専門が近いの

で、雑談として互いの最近の研究を話しあった。

7月 8日 夕亥」から各自が持参 した酒類により親陸

パーティがあり、本会議に先立って自己紹介に役

立つようになっていた。

7月 9日 (月)午前 9時 から会議が始まったが、

年前中と年後 7時～9時が会議の時間であ り、金曜

日12時丁度に終った。年後は自由時間であり、水

泳、登山、ハイキング、テニス等がおこなわれた。

講演はすべて招待講演であり、講演を中心に討論が

進められた。討論は時間ぎりざりまで常に熱のこ

もったものであった。講演は年前中 3人 、年後 2

人である。 9日 (月)第 1日 目冒頭の講演 はあの

有名な高強力 ・高弾性率繊維の発明者 (特許名義

人 )と して有名なデュポンのS.L.Kwolek女 史

が最近のサーモトロピック液晶性高分子に関する研

究成果について報告 した。性能の点ではケブラー

に少 しおとるが、加工性の点ですぐれてお リフィ

ルム化の可能な新しい液晶性高分子数種の製法と

性能を紹介した。 会 期中 22件 の講演があったが、

そのうち 19件 はサーモ トロピック液晶性高分子

に関するものであり、欧米諸国がサーモ トロピッ

ク高分子液晶に新高分子材料の夢を求めているの

裕回
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が感じられた。

私は12日 (木)午前に 「高分子ライオトロピッ

ク液晶の流動光学的研究」と題して講演した。質

疑の後活発な討論が展開したが、この段階になる

と、やはり日本語国民である自分を痛感した。同

日夜には、ノーベル賞受賞者であるP.J.Flory

の講演があった。相当なお年であるにもかかわら

ず、次々と新分野に挑戦される姿に打たれた。

この会議でまず感じたことは参加者の熱心なこ

とである。毎日会議は年前 9時丁度から始まると

いうのに8時 頃事務職員が部屋の鍵を開けるのを

待って、座席を確保しないと後部の席しかとれな

いという具合である。毎日午後 9時 に会議が終る

と別室に移 り、各自が持参した酒類を持ち寄 り、

Liquor Hourが始まった。 こ の時間は疑間点を

心ゅくまで討論できる機会を与え、また、自分の

講演で説明不足であった点を補足する機会を与え

会議の成果をより実 りあるように、熟成 させるゆ

とりの時間としてやはり貴重であった。

この会議で印象的であったのは、 ドイツ、フラ

ンス、イギ リスなどEC諸 国の大企業か ら多数の

研究者が参加 しているのに対 して、日本企業から

は滞米中の人を除 くとわずかに 1名だけの参加で

ある点である。なぜ、日本では液晶性高分子に関

する研究に力を入れないのか。次世代の高分子材

料を考えるとき、我が国が欧米に後れをとるので

はないかという危惧の念が胸をかすめた。これが

杷憂であることを祈るのみである。

終 りにあた り、山田科学振興財団に深甚なる謝

意を表する。

8 4 - 4 1 1 6

フフンス 他 、

Crihcal Binary

ltelium

京都大学

Nonequilibrillm Phenomena in

Mixtures and Superfluld

流体の光散乱の実験グループを訪間し、理論家の

」aSnO Wとも共同で仕事をして、流体において伊

Tcを 周期的にかえておこる系の転移を調べた。

実験家との共同論文が近 日中に発表される。」as―

no w氏とは2相共存状態の系で温度 をか えてお

こる境界の不安定性を調べ成果は今年中に発表 さ

れる。イリノイではポ リマーやカオスを研究 して

いるグループを訪間し、ポ リマーの非平衡状態に

ついて有益な議論ができた。サンタバーバラでは

低温のグループより今後の私の研究方向に影響を

与えるsuggestionsをうけた。 こ の議論に基づい

て帰国後 4Heの 熱流下の相転移 の問題及び第 2

音波による衝撃波の問題について新 しい研究成果

をえたので、 Progrёssの Supplement(79)に

発表する。

明０貝河ヽ

私はさる7 月 4 日～ 8

月 31日 、仏サ ックレー研

究所及び米国デ ューク大

学 ・ピッツバーグ大学 ・

イ リノイ大学 白サンタバ

―バラ物理学研究所を訪間し、山田財団よりの援

助金 30万円を旅費の一部にあてさせていた だい

た。仏サックレーでは流体の実験グループと主に

議論 し、非平衡現象やぬれ (wetthg)転移の光散

乱の実験を実際に見ることによって大変sdmd伊

teされた。

デュ_ク では4Heと 3He~4Heの 実験グループ

と議論し、主に熱流による非平衡現象について有

益な意見交換ができた。また3He~4He系 のgas―

1lqdd転移のダイナミックスに関する共同の仕事

が今年中にできる見込である。ピッツパーグでは
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8月 26日 16時パンア

メリカン航空 16便 で 成

田を発って、ニューヨー

ク経由で同日夕方フィラ

デルフィアに予定通 り到

着した。フィラデルフィアはアメ リカ独立にかか

わる由緒ある都市であるが、そのような歴史を反

映して、古い市街地区には離麗な教会、博物館を

はじめヨーロッパ風の建築物が数多 く見 られる。

この都市でアメ リカ化学会第 188回 全国大会が8

月 26日 ～ 31日 まで開催された。登録手続は新市

街地区にあるCivic Centerで受付けられ、また化

学展示会 もそのホールで催されたが、学会行事は

殆んど旧市街地区の 10以上のホテルに分散して

行われた。このため会場連絡バスが毎日定期的に

運行した。筆者が招待されたコロィド・界面化学

部会の講演発表はすべて市庁舎の近 くにあるWr

ndharn Franklin Plazaホテルで行われたので、

そのホテルに宿泊することにした。登録料はアメ

リカ化学会会員で予約 90ド ル、 当日100ド ルで

あり、ホテルもシングルで 1日 当り70～ 80ドル

と日本化学会の年会などに比べて可な り出費がか

さむといえる。フィラデルフィアのような大都市

ではどうしてもホテル代が高いが、多人数の参加

者があるところから、ホテル数が多い大都市で開

催せざるを得ない事情があるようである。アメリ

カ化学会の全国大会では化学展示会のほかに、就

職あっせんの業務 も取 り扱われてお り、部会の集

まり、大学毎の同窓会なども盛んである。

筆者が参加 した “
Reactions in Orgadzed

Assembliesルのシンポジウムは clarksOn大 学

84-4142

アメ リカ、アメ リカ化学会第 188回全国会議

九州大学 村

(Potsdam,Nt y)の J.H.Fendler教 授 によ り

組織 されたものであるが、 28日 (火)午前から30

日(本)午後まで完全につまったスケジュールで開

催された。日本からの参加は結局筆者一人のみで

あった。プログラムは、すべて招待講演からな り
一人の持ち時間は40分 であった。 35ミ ツプロジ

ェクター、オーバーヘッドの両方が用いられたが、

プロジェクターの場合でも日本化学会の年会と異

なり、自分で装填して操作するという完全なセル

フサービスであることは今後日本においても参考

にする必要があるか も知れない。シンポジウムの

内容は大別して次のようなテーマにかかわるもの

であった。

(1)ミセルの会合形態の物理化学 (2)ミ セル内

の高速反応の物理化学 (3)ミ セル、 ミ クロエ

マルジョン中の光化学反応、電荷移動相互作用、

酵素反応 (4)界面活性剤単一層模の物理化学

(9葉 緑体モデルの化学 (6)ミ セル、三分子

膜内の有機反応

筆者は当研究室で開発 した合成脂質の三分子膜を

用いて膜内でビタミンB6類似の反応を行い、完全

なア ミノ基転移反応を司どる人工酵素システムを

はじめて開発したことを報告 し、好評を得た。

8月 31日 (金)午前 8時 にフィラデルフィア空

港を発ち、ニューヨーク ・ケネディ空港正午発の

パンアメ リカン航空 801便で離米し、 9月 1日 15

時頃成田空港に帰着 した。

アメリカ化学会全国大会 という大規模な学会に

出席 し、有益な経験をさせていただいた山田科学

振興財団に対し心よ り御礼申し上げる。

人幸上
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1984年 8月 19日～ 23

日、 California大学Dawis

分校で開催 された、植物

の病気の分子的基礎に関

する国際会議に、演者 と

して出席した。

植物の病気は、農業生産物の減収や品質の低下

を引 き起こす為、病気の原因となるウイルス、細

菌、かび等の病原体の善性発現を、低コス トで且

環境に与える影響を最少限にくいとどめるように、

制御 (抑制 )す ることが近代農業の大きな課題と

なっている。この問題の解決には、まず、病原体

が感染してから植物が目に見える病徴を呈するま

での過程が詳細に調べ られる必要がある。すなわ

ち、病原体の遺伝子がどのように発現 し、その発

現産物に対し、植物がどのように応答するか、分

子レベルで理解 されねばならない。このような問

題が、今までは、主に生化学的、細胞生物学的、

遺伝学的手法を用いて分析されてきたが、最新の

遺伝子工学や免疫化学等の技術を導入することに

よ り、一層深い理解や新たな展開が期待できよう。

会議は、このような立場に立った上で、個々に異

なる材料 (病 原体 と宿主 )を 異なる手法で解析 し

ている科学者を一同に集め、1情報及び意見交換す

ることにより、上記問題を解決する新たな発想や

アプローチが生まれることを期待している。

会議の内容は、植物ウイルスの遺伝子構造 と発

現、ウイルス病の診断と検出法、細菌及びかびの

“
Molecular

哲  夫

遺伝子の発現 とその制御及びそれらの病原性、植

物の遺伝子構造と発現、植物の耐病性等のテーマ

に細分化され、各々について口頭発表、ポスター

の提示、討論がなされた。筆者は、植物ウイルス

の遺伝子構造 と発現の部で、タバコモザイクウイ

ルスの宿主域決定及び病徴に関すると考えられて

いる30Kタ ンパクの抗体を用いた解析や、 弱毒

変異株の構造解析に関する最近の成果を報告した。

会議は、参加者二百人余 と小さい部類に属する

ものであったが、それだけ各参加者が、共通した

問題意識をもってお り、発表に対 して も十分な手

応えを得ることができた。連日朝 8時 過から夜11

時までという過密スケジュールの中で、多 くの研

究者と本質的な議論をすることができたのが、な

によりの収穫であった。

この会議の意図したことが本当の成果となって

現われるまでには未だ多 くの年月を要するとは思

われるものの、植物の病原体に関する研究が、よ

り病気の本質に近づきつつあることは間違いない。

食糧問題は全地球的問題であり、医学が進歩 し、

人間の寿命が延びれば延びるほど、その解決 も急

がれよう。多 くの国々で、この分野に力が入れら

れる一方、多 くの若い研究者がこのことに敏感に

反応し、この分野に身を投じている様子が うかが

われた。そうした中で一つ残念だったのは、日本

か らの参加者が、留学中の数氏を除き筆者一人で

あったことである。

4 - 4 1 5 7

アメ リカ、c O n f e r e n c e  o n  t h e

Basis of Plant Disease"

東京大学    飯
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1984年 8月 20日～26

日、ハンブルグ市で第17

回国際昆虫学会議が開催

された。昆虫学全般にわ

たる最 も包括的な国際会

議で、 1910年 、 ブ ラッセルで第 1回 が開催 され

て以来、戦中 ・戦後の混乱期を除きほぼ4年 ごと

に各国の もちまわ りで開催 された。今回の発表論

文総数は約 1100件 、 参 加者総数は約 2200名 、

日本か らは約 100名が参加 した。

1983年 12月 頃オルガナイザーのH.Altner教

授 (西 ドイツ・レーゲンスブルク大学動物学教室 )

か ら昆虫の湿度感覚器について講演するよう招ヘ

いされた。昆虫の神経生理学の分野では、 ドイツ

での研究はたいへん優れているので、研究者と会

い、研究室の雰囲気 も知 りたいと希望していたの

で、今回の招へいは良い機会であった。

私は昆虫湿度感覚器の刺激受容の初期過程につ

いて次のように講演した。昆虫の湿度感覚器の存

在は、かな り前か ら行動学的な観察か ら確かめら

れていたものの、数年前まではその構造と刺激受

容機構がはっきりせず、嗅覚器の一種 として取 り

扱われてきた。私達の研究の結果、この感覚器は

今までに知 られているどの感覚器 とも異なるモダ

84-4159

西 ドイツ、第 17回国際昆虫学会議 他

8 4 - 4 1 6 4

イギ リス、

杏林大学

第 4回 Na,K― ATPase国 際会議

福岡大学 横

リティのものであることが、明らかになった。こ

の感覚器は相対湿度の感覚器である。この感覚器

のある部分が、空気の湿度が高いほど空気中の水

分を吸着 して膨潤 し、湿度が低いほど吸着されて

いた水分を解離 して収縮する。この膨潤 ・収縮 と

いう機械的な変化が、この感覚器の受容細胞にと

らえられ、電気信号に変換 される。
一方、私を招へいしたH.Altner教授 らもまた

従来から昆虫の湿度感覚器を研究しているが、こ

の感覚器を喚覚器の一種であると主張し、私達と

は意見を異にしていた。私は、彼等 と激論する覚

悟で会議に参加 したが、予想に反 して彼等 も私達

の主張の正しさを基本的に認めるように変ってい

て、質疑は未解決の部分を今後どのようにアプロ

ーテするのかという事だった。この結末は、私に

とって拍子ぬけではあったが、昆虫湿度感覚器の

構造 と機能に関して私達の主張が基本的に正しい

という事が一般に認められた事を意味している。

会議の後、H.Altner教授の研究室や マ ックス

・プランク行動生理学研究所のR.A,Steinbre一

cht教授の研究室などを訪問し、 昆虫の湿度およ

び温度感覚器について討論して、帰途についた。

会議の参加にあたって貴財団から受けた援助に感

謝する。

男文張

男英井松

会議の概要  会 議は 1

984年 8月 6日 ～8月 10

日の 4日 半、ケンブ リッ

ジ大学生理学教室の講堂

と実習主で、講演、ワー

クショップおよびポスター発表及び討論により行

われた。 6日 ～ 9日 は、年前、年後のセッション

に分れ、計 8セ ッションで 8主 題が選ばれ、各セ

ッションでは選ばれた主題について三つの招待講

演と討論が 2時 間行われ、引き続 きポスター会場
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において 2時 間の個別な討論が関連研究者同士の

間にもたれた。講演総数は計 24題 、 ポ スター発

表は約 100題であった。さらに第 1、 2、 4日 に

は20時 半から夜間セッションがもたれ、 第 5日

午前のセッションと共に、計五つの特定主題につ

いてのワークショップが行われた。

この会議に 15ケ 国より約 120名の専門研究者

が参加 し、一堂に会 しての全体討論と個別な研究

者同士の間の掘 り下げた討論が、 ト リエティカレ

ッジに宿舎と食堂を共にすることにより、早朝よ

り深更まで続けられ、カンファレンスの実を充分

,こ上げた。

派遣援助者の発表  筆 者の招待講演は 「N札

K十 _ATP aseへ の NttK十 結合の特性」の演題

で、会議第 2日 目年後の リガンド結合を主題にし

たセッションで行った。この酵素に結合する各種

リガンドのうち NiK十 とATPと に話題がしぼ

られたが、その中でも我々の NiK十 の 結 合 は

本酵素によるポンプ機能の中心問題であるので、

参加者の強い関心が寄せ られた。発表の要点は、

従来の他の報告では測定の技術的困難 さからイオ

ンの結合特性および結合数の誤ったものが散見さ

れたが、正確な直接測定法を開発することにより、

NiK十 結合数が 2i3の 化学量論であることと

両イオンの結合はアロステリックに括抗し同時に

は結合しないと云う明確な結論を与え、ポンプ機

構の解明に重要な基礎データを提供 した。なお、

この講演の他に筆者の研究室か らのポスター発表

が 2題 行われた。

感想  参 加者数約 120人のうち、日本人研究者

は9名 、24題の招待講演の中で日本人の ものは筆

者だけであった。一方これまで NttK+一 ATP

aseの研究の発展に果 した 日本人研究者の寄与は、

東京医科歯科大学の中尾教授や大阪大学の故殿村

教授の業績などきわめて大きなものがあった。そ

れが現在、世界的に研究が発展するなかで、日本

人研究者の貢献度が低下気味にあるのは残念なこ

とである。理由は研究者層の薄いことにあり、癌

や遺伝子工学などといった社会的にも現在脚光を

浴びている分野とくらべ、重要ではあって も病気

の治療とか工業的応用とかに直接結びつかない地

味な研究分野であることと、またその様な分野に

おける研究費の獲得の困難なことがあげられる。

8 4 - 4 1 6 8

アメ リカ、

ユタ大学で 1984年 8

月 20日～ 24口 開かれた

第 3回絶縁体中の欠陥に

関する国際会議において

参加者は約 500人で全世

界 30数ケ国より集まった。 日 頭発表は格子欠陥

理論、拡散、イオン輸送、格子欠陥とフォノンの

カップ リング、欠陥と秩序 ・無秩序転移、イオン

伝導と欠陥、磁気共鳴およびラマン散乱等の分光

学的手段による欠陥の研究、欠陥の励起状態等15

の部門にわかれ約 80の 報告が行われ、 ま たポス

ターセッションでは2日 間にわたって約 120の報

第 3回 絶縁物結晶中の欠陥国際会議

大阪大学 守

告が行われ、連日熱心な討議がなされた。私が発

表した論文は口頭発表の 2日 目E部 門、 「分子の

赤外振動分光と秩序 ・無秩序転移および分子とオ

フセンター欠陥の配向の トンネリング」で行われ

た。この部門は約 10の論文が提出され、 混 晶系

のdipoleの凍結に関する論文が 4報 あった。私の

発表は “Orientational Disorder and lt/s Fre一

ezing in KCNr B±1-″
"と いう題で行ったがそ

の内容は次の通 りである。

本系は結晶構造が対称性の高いNaCl型 であるこ

と、CN~イ オンが単純な亜鈴型をしていること

の2点 によリイオン性結晶 2成 分系のモデルと見

慶屋
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微すことができる。純粋のKCN結 晶は 168 KI窃目

転移を有し、その高温狽」でCN~イ オンは高度に乱

れた配向をとるが、転移温度以下で強弾性斜方相

(Immm)に 移る。しかしNC~,CN~の イオンの

方向の区別は残ってお り83Kで 初 めて反強誘電

的に秩序化し斜方相 (Pmn■ )と なる。特別な熱

履歴を行 うと準安定単斜相がある温度領域のみ現

われる。この単斜相の乱れは中間斜方相 と同程度

である。KCNに KBrを 混入してゆくと強弾性転

移を引き起 こす温度は低下してゆくが、死≦057

の濃度でCN~イ オンの配向乱れが凍結すること

が中性子回折、誘電率等の実験で提唱されている。

今回は特に釘≧0,80の濃度領域を対象 とし、熱容

量測定を用いて研究を行った。死=0,93お よ び

死=0.885の 試料においては二つの異なる熱異常

が 72Kお よび 150K付 近、 62Kお よび 140K付

近に観測された。高温狽」の熱異常はいずれも二つ

に分裂した。す =080の 試料の熱容量は唯一の

熱異常を 124Kに 示 した。最近の中性子回折の実

験で死<0.80の 組成において低温で試料が単斜

相と斜方相の混合物であること、単斜相の割合は

Br~イ オンの濃度 と共に増カロしてゆき、死=0.80

で 100%の 単斜相となることがわかった。また昇

温方向では死<08で いずれも立方相に戻る前に

84-4

第 5回 超急冷金属国際

会議は 9月 3日～ 7日 西

ドイツ ・ヴュルツブルグ

市で開催 された。会議は

ロマンティック街道の起

点として栄えた当市の郊外、X線 の発見者レン ト

ゲンが教鞭をとったヴュルツブルグ大学の新キャ

ンパスを中心に行われ、西 ドイツ ・ヴァキームシ

ュメルツ株式会社研究所のバ リモン ト教授がその

委員長を務めた。

この会議は、第 1回 ユーゴスラヴィア(ブレラ、

単斜相が実現 した。この結果から死=0,93お よび

死=0885に おいて高温狽」の二つに割れた熱異常

のうち低温側は斜方相か ら単斜相への、また高温

側は単斜相から立方相への転移を示すと考えられ

る。すなわち転移温度はBrイ ォン濃度の増加 と

共に低下するが、ある程度 Br―イォンを混入する

と純粋のKCN結 晶で準安定であった単斜相が安

定化 し明確な転移を示すようになる。さらにBrT

イオンを混入すると釘<0.80で 単斜相 のみが現

れると考えられる。すなわち死<0.8の 濃度領域

で単斜相 と斜方相の安定性が逆転するが、その過

渡領域においては斜方相、単斜相共に安定相 とし

て現れるという特異的な現象が見 られた。加 うる

に、これらの試料では30K付 近にいずれ もガラ

ス転移が見出された。これは混晶系の単斜相がR

bCNの 低温単斜相 と似てお り、RbCN低 温相にガ

ラス転移の存在することから、このガラス転移は

単斜相に存在するガラス転移であると考 えられ

る。

質問および発表後の個人的な議論においてこの

CN~イ オンの凍結が相転移なのかあるいは緩和

現象なのかに終始したが結論はでなかった。この

点に関しては熱容量測定で解明する意図である。

171

西 ドイツ 他 、第 5回 超急冷金属国際会議

京都大学 隅 治

1970年 )、第 2回 アメリカ (ボス トン、1975年)

第 3回 イギ リス (ブ ライトン、 1978年 )まで発表

論文数 100編前後の小規模のものであった。しか

し、第 4回 日本 (仙台、 1981年 )お いてはアモ

ルファスブームを反映して一挙に発表論文数 400

編の大 きな会議とな り引き続 き今回の第 5回 会議

において も481編の論文が発表された。論文の内

容は、総合講演 1編 、急冷疑固過程 35編 、 非 晶

質形成能 と結晶化 68編 、構造 50編 、構造緩和52

編、状態図及び微細構造 49編 、電気的性質41編、

磁性 60編、機械的性質 34編 、腐蝕及び触媒13編

兼山
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固相非晶質化及び水素吸蔵 21編 、応用 57編 であ

り、内招待講演 (午前 )15編 、口頭発表 (年後 )

40編 、残 りはポスター (年後 )で あった。

この会議は主 として液体急冷金属合金の作製方

法並びにその冶金学的、物理学的、化学的諮性質

に関心を持つ世界各国の研究者が一同に会して研

究発表、討論を行ってきた。特に近年の トピクス

であるアモルファス合金に関しては興味の中心が

従来の基礎研究から応用研究、実用化へ と移行 し

ていることが印象的であった。又、薄膜作製法と

して開発された種々の気相急冷法が液体急冷法に

比べて非平衡相を得るのに有効であり、新機能材

料の作製方法として注目されつつあることが うか

がえた。筆者は会議中、上記、状態図及び微細構

造のセッションでポスターの発表を行い、その後

討論会で質疑応答を行った。尚次の第 6回 会議は

カナダ (モ ン トリオール、 1987年 )で 開催 され

昭和 59年 8月 26日～

31日 、米国、フィラデル

フィア市において第 188

回アメリカ化学会年会が

開催 されたが、その一環

として もうけられた ``Symposillm on Polymer

Diffraction"に招待され、研究発表、討論を行っ

てきた。これに先立ちAT&T Bell Laborat―

ories、 ア ムハース ト市のUniversi↓y of Mas―

sachusettsを歴訪 し、 またシンポジウム後は、

GaithersbllrgのNBSを 訪間して、 高 分子配向非

晶の構造、また、圧電性 白強誘電性高分子の構造

と物性についての講演、討論を行い、かつ今後の

研究協力の進め方などについての打ち合わせ も行

った。

本シンポジウムは、アメリカ化学会のCdlulose,

る予定である。

その他、会議に先立ち、筆者は8月 30、 31日

の両日、西 ドイツ ・ハナウのバキュームシュメル

ツ株式会社の研究所を訪問し、非晶質磁性材料に

関して研究討論を行った。又、会議後 9月 8日 か

ら22日 まで、 西 ドイツの クラウスタールーツェ

ラフェル ドのクラウスタールエ科大学、ブラウン

シュバイクのカールーウィルヘルムエ科大学、デ

ュイスブルグのデュイスブルグ大学、ザールブル

ッケンのザールランド大学、レーゲンスブルグの

レーゲンスブルグ大学、オラングのアイントホー

ヘンのフィリップス株式会社中央研究所、スイス

のバーゼルのバーゼル大学を各々訪間し、薄膜表

面磁性、気相急冷合金並びに非晶質合金の磁性等

について研究討論するとともに、筆者の最近の研

究成果に関して講演を行った。

84-4202

アメ リカ、第 188回米国化学会 「高分子回折」 シ

ンポジウム 他

北海道大学   」 田ヽ 島 晟

Paper&Textile Divisionと Polymer Materials

:Science&Engineering Divisionが共催 し、

E.I.Dupont de Nemollrs &Co.の K.H.Ga―

rdner博士、usDAの A.D.French博 士の企画

により行われた。年会の初日は登録と展示会のみ

であったが、本年会への参加者は約 8000人 にの

ぼ り、ホテルから各会場に リムジンバスが絶え間

なく巡回されているのには驚かされた。しかし、

本シンポジウムは出席者が約 50名 程度の小規模

なもので、そのかわ り主に高分子団体構造に関係

した新 しい問題が、この分野における新進気鋭の

研究者達によって十分に討論された。出席者はア

メリカ本上のみならず、英国、西独、フランス、

スペイン、カナダそれに日本などから集まって全

く国際的であった。ただし、我が国から参力口した

のは筆者一人であった。
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シンポジウムは4日 間にわたって、43件の講演

が十分な討論時間をとって行われ、最後にはパネ

ルディスカッションが もうけられた。その中で 8

件程の講演は電子線回折による研究で、高分子結

晶の構造解析のみならず、散漫散乱の解析などの

講演が注目された。一方、液晶性高分子、導電性
・耐熱性高分子などの新材料に関する発表が 8件

あった。アメリカでは、最近この方面の研究が非

常に盛んである。また、小角X線 ・中性子散乱に

よる高分子微細構造に関する研究 も4件 程報告 さ

れた。

筆者は
“Local Molecular Organizattion in

Oriented Non一Crystalline Polytters"と題する

講演を行った。筆者に前後 して、高分子非晶構造

に関する講演が 2件 、University of Cambridge

のWindle博士のグループによって行われた。その

84-4

昭和 59年 8月 27日 ～

2 9 日、 ア メ リカの ワシ

ン トン市 ホ リデ ィインホ

テルにおいて、上記 コロ

キゥムが開催 された。この

会議の目的は、天体及び実験室プラズマの分光に

関する仕事 と、原子分子物理に関する理論的な仕

事をもちより、お互いにアイディアとか結果を議

論することにあった。天体プラズヤに関しては超

新星の残骸、太陽プラズマ、星の大気等、実験室

プラズマに関しては、 トカマクプラズマ、レーザ

ー生成プラズマ等、原子分子物理に関 しては、エ

ネルギーレベル、遷移確率、励起断面積等につい

ての トピックスがあ り、筆者は、プラズマ研究所

の」IPPT― IUト カマクプラズマからのOIV及

びovイ オンのスペク トル線を測定することによ

って、内殻電離が準安定状態の関与するスペク ト

ル線強度に重要な役割を果たすことを報告 した。

一つはMitchell博士によって発表されたが、 彼 は

学振外国人招へいの長期研究者として、昨年 11月

か ら本年 3月 まで、筆者の研究室において、とく

に配向性非晶の構造について研究していたので、

今回はまさに合同講演会の感があった。我々の配

向性非晶の研究は、液晶性高分子など異方性非晶

構造の解析に関係するが、米国ではこの方面の研

究者がないので、多 くの質問を受け活発な討論を

した。Windle博士 とは今回初めて会ったが、 彼

のグループはきわめて精力的に研究を進めている。

しかし、筆者 らも原研、高崎研の依田修博士 らと、

実験、理論の両面か ら協力研究を行っていて、対

等な成果を上げていることに意を強 くした。

最後に、今回のシンポジウムの出席に対 し、多

大の御援助を戴いた山田科学振興財団に心から感

謝の意を表する。

207

アメリカ、第 8回 天体及び実験室プラズマのEU

Vと X線 分光に関するコロキウム

名古屋大学   力 日 藤  隆  子

丁度イスラエルのM Finkenthal博 士が トカマク

からのMoXV～ MoXXXの スペク トル線 を測定

し、やはり内殻電離がスペクトル線強度に関与し

ている報告を招待謡演で行ったが、同じ現象を異

なるイオンか らのスペク トル線から見出したとい

うことで、意義は大きいと思 う。

招待講演で、人工衛星 「火の鳥」の観測結果を

東京天文台の西恵三先生が、話された。FeXXV

とFeXXVIの スペク トル線か ら得 られた温度が、

異なる等興味深い話で、参加者の注目を集めた。

イギ リスのC Jordan博 士は、 クールスターでの

UV分 光の解析により、OI,Fe I等 からのスペク

トル線によるパンピングが Fe Iに対 して起 こっ

ていることを報告 し、フランスのJ.Dubau博 士

は、ヘ リウム様イオンの励起係数に対 して、 ls 3

1/nlか らの共鳴が、低温度のみならず、高温度領

域に対 しても重要であることをFeXXVに 対 して

示した。アメリカのVL」 acobS博士は、二電子
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励起状態での幅射遷移と、自動電離の相互作用を

考慮することにより、サティライ ト線の強度が、

今までの計算 と比較すると倍近 く増えるものがあ

ることを発表 した。以上が印象深かつた講演であ

る。

参加者は約 120名、アメリカか らが大部分で、

イギ リス、フランス、 ドイツ、オランダ、イスラ

エル、日本等からは、合わせて 40名 程度であっ

たと思われる。

最後に援助を戴いた山田科学振興財団に心から

お礼を申し上げる。

本年 8月 末、 ドイツ、

ケルン市で開催 された価

数揺動に関する国際会議

は今回で 4回 目を迎え、

初回は 1977年、ロチェス

ター市で開催 され、以後サンタバーバラ市、チュ

ー リッヒ市で行われている。日本からの参加者は

初回 1名 、 2回 目は3名 、前回は5名 、そして今

回は低温に関する国際会議のサテライ ト会議とし

て開催 されたこともあり総勢約 200名(論文数222)

の内、 13名 を占めた。 こ のことか らも判るよう

に価数揺動に関する学問は末だ若い分野であ り、

日本国内での成果 も最近特に注目されている領域

である。今後の会議のスケジュールも4年 後 (仙

台 1985年 、グルノーブル 1987年 、インド1988

年 )まで既に決ってお り、今後益々発展が望まれ

ている。私は幸い招待講演者 として東北大学工学

部、倉本氏 と共に招待され、各々、実験、理論の

最近の研究成果を発表した。私は希土類醐化物の

新 しい価数揺動物質の成果を発表し、特にYb B12

が価数揺動起 こり始め (Yb3+:Yb2十 三 95i5)

の状態にあるにも拘わらず、その基底状態に於て

エネルギーギャップを伴 う全 く新 しい性質である

ことを詳細な実験結果を基に結論づけた。このこ

とはエネルギーギャップの生成の起因に関する理

論的解明に明確な指針を与えたものとして大 きな

反響を呼んだ。今後の国際会議ではこの実験結果

を基にエネルギーギャップ生成 ・消滅の機構の理

他、第 4回 価数揺動に関する国際会議

論の飛躍的進歩が期待されると確信する。

今回の会議全般を通 じて価数揺動状態の実験は

次の 2方 向に進んでいるとの印象を受けた。一つ

は既存の価数揺動物質の極端条件下でのより詳細

な実験であり、他は全 く新 しい価数揺動物質の意

欲的開発である。前者はヨーロッパ、後者はアメ

リカが中心である。日本でのこの分野での研究は

欧米に比 して、約 5年 遅れてスター トしたが、最

近漸 く日本の研究者数、成果共に厚みを増 し、欧

米に比 して遜色のない所まで発展 した。今回の国

際会議では日本は特にヨーロッパ型の研究発表が

多 くみられたが、今後はアメリカ型の研究 も要求

されるであろう。両者の調和のとれた発展が相補

って、価数揺動のより普遍的な概念の確立へと導

くのである。

ケルン市での国際会議の終了後、 「希土類及び

アクチナイドに関する国際会議」に出席の為、オ

ース トリア、ウィーン近郊のセン トペルテン市を

訪間した。この会議ではケルンでの国際会議参加

者 も多 く、和やかな雰囲気のもとに開催 され、自

由かつ活発な討論と国際交流が行われた。その後

約 1ケ月グルノーブルの超低温研究所で価数揺動

に関する共同研究を術い、帰国した。

これらの国際会議への出席、及びグルノーブル

での研究は、今後の研究に大いに有益なものであ

り、多大な御援助をいただいた貴財団に対 して心

か ら御ネし申し上げる。

4 - 4 2 1 4

西 ドイツ

他

東北大学 光谷笠
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昭和 59年 9月 28日成

田国際空港発、ロンドン

(経 由、一泊 )、パ リを

経て 30日 会議の開催さ

れるCap d′Agde(キ ャプ

ダグデ )に到着 した。ここはモンペ リエ市から約

1時 間の海岸の保養地で、バカンス用の高層アパ
ー トやバンガローの並ぶ、恐 らく夏には娠 う場所

であろうが、既にオフシーズンで店 も閉まり静か

であった。

FECHEMは ヨーロッパ化学会連合で毎年開か

れるコンファレンスであり、第 5回 目にあたる。
ヨーロッパから招待講演者を集め、それとポスタ
ーセッションで会議を進めるのであるが、本年は

日、米からも招待 された。

10月 1日 (月)8:30会 議開始、オープエング

セレモニー (主催者 」.P.R,Corriu教 授 )の後、

開会講演を私が行った。演題は、P01ysilanylene

Polyacetylenest A New Class of  Cyclically

Conjugated Compounds Composed of び (Si―

Si)and π (C=C)Bondsで 約 1時間講演と討

論を行った。

つづいてRennes(フランス)の P.Dixneuf,

Villeurbanne(フランス)の I.抑【tchenkoらの講

演、ポスターセッションがあり、夕食後、Madi

so n(アメリカ )の R.Westの 講演が行われた。

ソ連のM.E.Volpinの 講演は中止された。

2日 目はF.G.R.Stone〈 Bris的1,イギ リス)、

R.Guilard(Dijon,フ ランス )w.siebert(He―

idelberg,ドイツ ),G.van Koten(Amsterdam,

オランダ)H.Vahrenkamp(Freiburg,ド イツ),

の講演とポスターセッションが行われた。

第 5回 欧州化学連合有機金属化学会議

3日 目は午前中C,Floriani(Pisa,ィタリア),

P=Braunstein(StrasbOurg,フランス )およびM.

■ R eetz(Marburg,ドイツ )の講演の後、年後

は2班 に分れてエキスカーションが行われた。

最終 日(4日 、本 )は R.Noyori(名 古屋、日

本 ),」.F.Nixon(Brighton, イ ギ リス ),W.

Malisch(Wurzburg,ドイツ )お よびF.Mathey

(パ リ、フランス )の 講演があり、ソ連のM.G.

Voronkovの講演は中止された。

全体にリラックスした雰囲気で、議論が行われ

た。ポスターセッションにも時間をかけて有意義

であった。フランス人 も積極的に英語で講演、討

論を行い、一昔前に比べるとヨーロッパにおいて

も公用語としての英語が定着した感があった。

9月 5日 (金)は フランス化学会の WB族 化 学

コロキウムが同一場所で同一形式で開かれ、これ

のオープエング講演としてやはり私が Reachons

of Silyl Radicalsと題するものを行った。 他 は

R.NoyoHお よびFo Matheyである。 Matheyは

この時はフランス語で講演を行った。     |

会議終了後、有機金属化学研修を、マルセーユ、

リヨン、ディジョン、パ リ、オルセーランス、 リ
ール、ルーアン、レーヌ、ルマン、ポアチエ、ボ

ル ドー、ポー、ツールーズ、モンペ リエの各地で

行った。

ほゞフランス全上に及んで主要な大学、研究所

で講演および討論を行 うことができ、今後の教育
・研究に貴重な体験を得ることができ、 11月 20

日モスクワ経由で帰国した。

終 りに援助された山田科学振興財団に厚 く御礼

申し上げる。

4 - 4 2 1 6

フフンス、

他

東北大学 樹英井櫻
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究所のような共同利用研究所である。毎年テーマ

を募集 しその中から重要と思われるものをいくつ

か撰びそれらについて長期 (大体半年程度 )の ワ
ークショップのような組織 (プ ログラムと云って

いる)が作 られる。私が参カロしたプログラムは、

「物質科学における理論的諸問題」 というテーマ

で 」.Langer,J,Cahn,M Glicksmanの 3教 授

が組織の責任者であった。このプログラムが他と

異なるユニークな点は、責任者のうち純粋な理論

家はLallger教授のみで他の 2人 は半分は実験家

である。これは、この分野の研究者が常に実験を

意識 している事のあらわれであり、同時にあった

別の二つのプログラム 「場の量子論」及び 「可積

分系」 と際立った対照を示 していた。各プログラ

ムの中味は、個人的討論以外に週 2回 のセ ミナー

及び週 1回 の昼食討論会か ら成る。それ以外にプ

ログラムに関係 した国際会議が計画 される事 もあ

る。私は先ず昼食討論会においてスピノダル分解

の後期過程の理論における有限な体積分率の効果

の話をした。これは古典的な リフシッツとス リコ

ゾフの仕事以来の残 された重要な問題で、プ由グ

ラムの一つの中心的課題であった。私はLanger,

Glicksman両教授及びその協力者と突っ込んだ議

論をくり返 し、その結果今後我々 (即 ち私と協力

者 )と して何をやればよいかについて可成 り明確

な指針が得 られた。又別の昼食討論会において私

はサンタバーバラに来てから考えたクロック模型

4-4217

アメ リカ、物質科学における理論的諸問題につい

てのワークショップ

九州大学    川  崎  恭  治

におけるドメイン成長の話をした。これについて

は、計算機シミュレーションをしたGrest,S ro―

lovitz両氏と立ち入った議論をすることが出来た。

この研究はサンタバーバラ滞在中に論文にまとめ

現在投稿中である。セ ミナーでは 「トポロジカル

な欠陥の統計物理学」 という題で、私の研究グル
ープの最近の成果をレビューした。他のプログラ

ムの参加者や素粒子論の研究者の顔 も見えて盛況

であった。その他私が最近始めたレーレーベナー

ル熱対流における欠陥の運動の問題についてNe―

well,Mdron,cross氏 等と議論する機会を持っ

た。これは私がそれまでにまとめた論文の原稿を

改善するのに大変役に立った。以上がサンタバー

バラ滞在中の私の研究活動の主なものである。し

かしサンタバーバラのような国際的なセンターに

は常時世界各地からの訪問者が絶えず、それらの

人達による講演をきいた り個人的に議論した りす

る機会 も又貴重であった。又他のプログラムで来

ておられた南カリフォルエア大の買木氏からは荷

電密度波について色々教えられ、我々が考えてい

る不整合相の渦糸が重要な役割 りを果しているら

しい事を知った。

総 じていえば、サンタバーバラ滞在中は私にと

って実に知的刺激に満ちた経験をする事が出来、

これは今後の私共の研究に少なからぬ影響を与え

る事が断言できる。尚今回は長期滞在の日本人は

私を含めて 5人 居たが 4人 は可積分系のプログラ

ムに属 していた。今後更に多 くの日本人が色々な

プログラムに参加できるようになる事を強 く望み

たいと思 う。最後に旅費の援助をいただいた山田

科学振興財団に感謝 してこの報告のしめくくりに

したい。

柑 獲魯チ魯IF含言暑暑骨
熱ンヽ謂孫報‖ 畳名F手崖量経楊塁撃需
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Lindauで開かれた第

11回 有機硫黄化学シン

ポジウムでの講演および

座長は無事にこなし、日

本か らの代表格としての

務めは果たしたと思 う。

国際雑誌 (Phosphorus&S ulfur)の 編集会議

で昨年私の筑波大学退官を記念して特別号を私の

ために出してくれたことに対 してのお礼を述べ、

引継ざ岡山で仕事をすることを述べて来た。サー

キュレーションの拡大をはかるのはより重要な論

文を集めることにつきると述べておいたが、これ

には全員一致、日本か らの論文は質が高いので強

い発言が出来てよかった。

この国際シンポジウムをヨーロッパばか りでな

く、北米や日本などで開催すべ きことをかねてか

ら提案して来たが、ヨーロッパの学者か ら、別の

企画で日本、アメリカ、カナダなどの学者 らと計

ってくれ、進めてくれという意見が、国際委員会

で出て来た。たまたまアメリカか らは国際委員会

に誰 も招かれていなかったので、その後アメリカ

の学者と相談し、とりあえず 1987年 に日本で同

種の国際シンポジウムを開く努力をしてみること

を約束して来た。これにはヨーロッパから多くの

学者が出席するとの確約を得て来た。恐 らくこの

シンポジウムは日、米、加、そしてオース トラリ

ア等々で隔年開かれることになろうが、学者の層

の厚 さか ら見て、ヨーロッパでのシンポジウムよ

りす ぐれたものとなろうとの意見である。

東独化学会の配慮でDresden,Ldpガ g,Httle,

R ostockおよびBerlinの五つの大学で 「有機硫黄

化合物の化学的および酵素による酸化と遠元」の

講演をし、その間別の トピックである 「び―スル

フラン中の リガンドカップ リング」の新 しい概念

4-4220

西 ドイツ 他 、第 11回 国際有機硫黄化学シンポ

ジゥム及び東独化学会

岡山理科大学  大  饗     茂

のことを話 して来た。当然のことであるが外か

らのコ ミュニケーションに飢 えている真面 目す

ぎる程真面 目な東独の数多い有機化学者や硫黄

化学者のオリジナルな研究を聞 かされてきた。

過去の栄光に満ちたこれらの大学に比べるとア

メ リカ、西独、日本などの大学の方がはるかに環

境はよいが、過去の歴史をけがさないように真剣

に真面目な研究努力がなされている。一言で表現

すれば、東独の連中は、か りにつまらぬ仕事でも

必ず誰 もやっていない新 しいことを手がけている。
一方 日本ではよい仕事はしているが誰かどこかで

手がけているようなのが多いのではないだろう力、

そんな印象をもって帰った。勿論何人かのす ぐれ

た学者を見出すことが出来た。DresdenのRoland

Mayerは既に日本にも招いて来日してよく知 られ

ているが、HalleのSchrothは未だ西狽」に出たこ

とのない優れた学者である。若 し許可 さえ得 られ

れば是非呼んであげたい方である。Rostockの田

舎街の大学でもFischerのような若 くて よくやっ

ている学者がいて、その昔WaldenとかMichaelis

がいた伝統を今 も守って、よい化学科を作っている。

外貨不足で西倶」か らの学術雑誌が手に入 らぬの

で大変不便をしている。薬品は西独か らの好意で

得ているようだが、器械類が不足で困っている。

それ以上に学者が西狽」に出かけられぬという自由

のない事が最 も困っていることであろう。彼 らが

出て来 られぬのであれば此方か ら心ある学者がど

んどん出かけて行って外か らの新鮮な知識の注入

と交流を進めるべ きであると固 く信じて東独のベ

ル リンの境界をこえて帰った。

帰途アメリカのTexasで、Fort Worthに あ る

TC.U (Textt Christian Unlv。 )と U TA.

(Uttv of Texas at Arlington)で1ケ月有機硫

黄化学の集中講義をして来た。

一-54-一



電子冷去Fの考えは当初

反陽子ビームをつ くる為

の技術として 1966年 ソ

連Novosibirsk 2)Budker

によって提案 された。ビ

―ム輸送系ではビームの位相空間体積は一定であ

る (Liouvilleの定理 )。つまり集束レンズでビー

ム径を縮めると横速度が増大 し、ビーム径とビー

ム角度を同時に減少 させることができない。これ

を可能にするのが冷却と呼ばれる技術である。こ

の約 10年 間ビーム蓄積 リングと組合わせて使 わ

れるいくつかの冷却法が開発されてきた。欧州連

合の加速器施設 (CERN)で はvan der Mcerが

1968年 に考案 したス トカスティック冷却法を用

いて反陽子ビームをつ くり、これによりRubiαの

グループは新粒子WO,ZOを 発見 した。 この結果

は 1984年 のNobel物理学賞の対象 となった。電

子冷却の方法は先に述べたように反陽子ビーム製

造の技術として高エネルギー研究施設で開発され

てきたが、その冷却効果の速 さ及び冷却によるエ

ネルギー高分解能ビームの実現の点で原子核実験

技術 として近年急速に注目されるに至った。従来

の原子核実験に於ては標的を照射するビームは大

部分が標的と相互作用することなく捨てられてき

た。そこで蓄積 リングに内部標的を用い、ビーム

を繰返し利用する考えが生まれた。蓄積ビームの

拡が りは標的による発熱と電子冷却の平衡条件で

決まるが、非常に薄い標的が必要 とされるのが間

題である。こうした中で昨年S wedenのUppsala

に於て蓄積 リングを用いた核物理に関する初めて

の国際集会が開催 され多 くの関心を引 くところと

なった。約一年後のこの 9月 と10月西独の Karl―

sruhe及び米国I ndianaに於て電子冷却に関する

二つの国際集会が開催された。筆者はI ndiana集

会への招待並びに貴財団の御援助とによ りこの二

つの集会に参加することができた。筆者所属の大

4-4223

アメリカ 他 、蓄積されたビームを用いた核物理

ワークショップ 他

大阪大学    片  山  一  郎

阪大学核物理研究センターに於ても次期計画の一

つとして電子冷却蓄積 リングを検討してお り今回

得た多 くの知見はこの為に極めて有用であった。

貴財団に改めてお礼を申し上げる次第である。

Karisruheでは主 として冷却技術、Indianaでは

それを用いた物理実験が議論された。電子冷却 リ

ングの現状はほぼ3種 のグループに分けられる。
一番目は原子核実験を主たる目的とするもので、

I ndiana大学 (Cooler計画 )、Uppsda大 学 (CEL

SIUS)及 び東大核研 (TARN I)で 建設が進んで

お り、
/86年

後半からビームテス トが予定されて

いる。他に同じ規模のものとしてDarmstadt(E

CR),」也lich(COSY)の 計画がある。二番目は反

陽子ビーム蓄積 リングであり現在はCERNの 独壇

場である。近い将来米国Fermi Labo.の計画がス

ター トする。第三はcERNの 小型蓄積 リングEL

ENA計 画に啓発されたHeiddberg,Aarhus及 び

Stockholmの計画である。ここでは各種の原子衝

突実験が考えられている。電子冷却の基本原理は

理論的に理解 されているがNovosibirskからの報

告つまり1× 10~6の 運動量 分解能の実験結果及

びその解釈については多 くの人の関心の的となっ

た。結論的には独立な検証が不可欠の声が多かっ

た。モンテカルロ法による電子冷却効果 と標的加

熱効果の競争の評価が術われこの種の実験法の有

効l14が示された。数Mevの 大強度電子ビームを

開発し、数GeV陽 子の電子冷却ヌウィグラーと組

合わせたμm領 域の自由電子レーザーの考えが紹

介された。原子核物理については今回の報告のか

なりのものが既にUppsala集会で議論されてお り

若干新味に欠ける面があったが、二重水素の崩壊

を蓄積 リングを用いて観則しニュー トリーノ質量

を測る案はおもしろい。内部標的技術検討は地道

に進んでお り、ガスジェット、クラスタージェッ

ト、原子線、同位体分離イオン、ファイバー、ダ

ス ト等が考えられている。今回新 しく報告 された
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ものに原子物理関係のものが多い。 リング中でイ

オン ・イオン衝突 ・イオン電子衝突を行 う謂ゆる

マージングビームの技術は蓄積 リングの特徴を生

かした実験であろう。他にK軌 道へのβ
~崩

壊、

7 MeVの エネルギー差のU92+ィ ォン同志の衝突

による電子対発生、レーザーエンハンス輻射電子

捕獲等が報告 された。筆者は電子冷却部から発生

する数百Mevの 中性水素原子 による原子衝突及

び20 MeV前 後の陽子によるHeガ ス中の電子捕獲

第 6回 国際限研究会議

は、新婆のアリカンテ大

学医学部の大小の五つの

講義室で、五つの主テー

マ、37サブテーマでシン

ポジゥムが組まれ、日頭およびポスター形式の発

表 (約 600題 )が 行われた。別にワークショップ

や著名な学者による公開講義が織 り込まれ、シン

ポジウムの冒頭には基調講演が置かれた。国王カ

ルロスー世を大会の名誉会長に戴 き、アリカンテ

大学医学部長 c.Belmonte教 授 (生理学 )運営委

員長の許に、運営、会場の整備、会場とホテルの

間のバス連絡は整然と行われ、小規模な国際学会

として成功裡に終った。

私が参カロしたシンポジウムはA.Gallego教 授

(マ ドリッド大 )の主宰 した
“
Synapuc Trans一

mission and Circuitry in the Retina''で 、

日本からは中研一教授 (岡崎国立基生研 )と金子

章道教授 (同生理研 )が おられた。冨田恒男教授

(聖 マリアンナ医大 )が von Sallmann賞を受賞

され、  “My Personal wVay of Research'' と 題

した記念講演があり、それに続 くシンポジウムは

」.E.Dowling教 授 (米 、ハーバード大 )の 基調

講演、口演 19題 とポスター25題が含まれ、朝か

ら夜 8時 半まで発表と討議が行われた。その間、

衝突に見えるThomasピ ークの測定に関する提案

を行った。

電子冷却 リングによる実験法は標的技術の制約

があるにも拘わらず今後大いに発展する可能性を

持つ。特に小型 リングについては建設費がそれ程

巨額でないことから(3～ 4億 円 )日本に於ても

その物理に関心を持たれる方は検討されてみては

如何であろうか。

84-4230

スペイン、第 6回 国際限研究会議 「網膜における

シナプス機序 と神経回路網」 他

金沢大学 根 岸 晃 六

昼食休みはスペイン風に年後 1時半から4時 まで

たっぷ り取 られていた。

Dowling孝 究授は ``Some New Approaches and

Directions in the Retinal Research" と 点垣し、

金魚網膜細胞の一次培養、各細胞模に特異的なモ

ノクロナール抗体の精製と各細胞のパ ッチクラン

プ法、これら近年開発された 3技 術の導入により、

網膜細胞膜のイオンチャンネル機構の解明と免疫

学的な細胞マーキングが可能になってきたことが

強調され、彼の教室で得 られた、いくつかの斬新

な成果が発表 された。これらの技術をさらに駆使

してゆくことによる、今後の研究の展開を示唆し

た。それに続 く発表は形態学 と電気生理学的研究

が主なもので、とくに各種ポ リペプチ ドを含むア

マクリン細胞が免疫組織化学的に証明され、遅々

としてではあるが、アマクリン細胞亜種の構造 ・

機能相関という観点から、多 くの研究室で着実に

実験が進められているどいう印象を受けた。

ドパ ミン細胞の機能に関する研究分野では、私

たちにとって三つの朗報があった。水平細胞間の

ギァップ結合の電気的コンダクタンスは ドパ ミン

またはサイクリックAMPで 低下し、 細 胞間連絡

が断たれるが、培養細胞でも証明されたこと、し

か もギァップ結合の開閉は膜電位に依存 しないこ

と(Dowling教 授 )。 ドパ ミン細胞がギァバ ァ性
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抑制を受けていること(S.Yazulla教 授、ニュー

ヨーク州立大 )。 私たちのこれまでの示唆が、他

の研究者により実証され、魚類網膜において ドパ

ミン細胞が水平細胞の空間性質を調節するという

発見 (1978)に 、私たちのプライオリティーが確

立したと思 う。

並行して行われた他のシンポジウムのいくつか

を聴 くことができたが、動 く標的を捕える昆虫視

覚機構、レンズに関する生化学、モノクロナール

抗体法によるアプローテなど、多岐な研究が進め

られていることに強い印象を受けた。 もっとも興

味を意いたのは、古典的な視覚系標本と考えてい

9月 28日 午後、ロン ド

ン経由 ミラノ着。翌 日正

年、汽車で ピサに向った。

車窓に トスカーナの風景

を楽 しんでいたが、ま も

なくフィレンツェと思 う頃か ら汽車はだらだらと

速度をおとし、遂には全 く停ってしまった。イタ

リアでは当り前の労働ス トライキだということが

あとでわかったが乗換え予定のフィレンツェ中央

駅には停ってくれなかった。ゃっとピサに辿 りつ

いたのは暗くなってからであったが、そこでまた

誤算が待っていた。イタリアの郵便事情によるも

のであった。学会準備委員か ら知 らされた “Es―

capade"と いう名称を私はホテルとばか り思い込

んでいたが実は小さな旅行社の名前であった。こ

の旅行社から指定ホテルを知 らせてきた手紙を私

が受けとったのは帰国してからであった。土曜日

の夜のことで当然のことながら旅行社は既によろ

い戸を閉じていた。暗い路地で大 きな荷物を引き

摺って途方に暮れたが、幸い親切な家族が旅行社

の支配人の自宅までいってつれてきてくれたので、

夜おそくなってホテルに辿 りつ くことができた。

たカブ トガニ網膜の光感受性に明確な日動 リズム

が存在することを、R.B.Barlow,」 r.教授 (米、

シラキウス大 )が ERGと スパイク放電 で見事に

実証 した。多 くの研究者がこのような現象をどう

して見逃がしてきたのであろうか P あ りふれた

材料でも、すでに確立された現象機序のなかにも

まだまだ未知の神秘が隠されているのではなかろ

うか ?

なお、学会の前後、欧州各地の関連機関を訪間

有意義な学術交流ができた。貴財団のご支援を衷

心より感謝する。

84-4232

イタリア、第 6回 Acetabdaria(カサノリ)国際

シンポジウム

大阪大学    石  川  依 久 子

10月 1日、ピサ大学においてシンポジウム第一

日目が開かれた。集った人数はささやかに二十数

人であった。フランス、ベルギー、ブルガリア、

アメ リカ、西 ドイツ、ギ リシャ、エクア ドル、英

国、イタリア、日本の 10ケ国か らの参加者で、予

定 されていたソ連、キューバ、スペインは何故か

欠席であった。第一日目のプログラムは実にゆっ

くり進んだ。仕事の分野は生態学生理学形態学生

化学 と多岐多様であるが同じAcetabulariaを扱 う

人達の親陸会的雰囲気に包まれて質疑応答 もざっ

くばらんであった。コーヒーブレイクは長々とお

しゃべ りをし、昼食は街に出てやっと3時 にもど

るルーズさであった。 3時 からのセクションで私

は座長をつとめた。相棒である筈のイタリアの教

授が全然英語を話さないので一人で司会をする羽

目になった。発表は相変 らず長引いたが突然 6時

になると会場を開めるという通達があり、イタリ

アらしいとはいえ、何やら割 り切れぬ思いであっ

た。

シンポジウム第二 日目は時間制限もあってかな

り緊張 したものであった。私は朝 2人 目の発表者

であった。 (一人約 30分 )ゆっくりと明確にとい
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う心構えで話しをしたので時間超過 し座長をいら

いらさせた嫌いはあったが、内容に関しては充分

理解 してもらえたと確信 している。日本産カサノ

リを用いて染色体及び仁の挙動を蛍光染色によっ

て可視的にとらえ、染色体の増幅や今まで未知と

されていた減数分裂過程について述べた。DNAの

蛍光染色は世界的に関心が高 く、またカサノリの

核についてはヘマ リング以来の関心事であるので

思いがけぬ程の反響があった。また蛍光のカラー

スライドは一同を楽 しませた。このシンポジゥム

の特徴は、巨大単核細胞であるこの特異な生 き物

について一人一人が説明をすを必要がなく、ただ

ちに現在進行中の実験のはなしを展開して も全員

がそれを理解できることである。それぞれの研究

領域は異っていても、この生物の特異性を利用 し

て生命現象の探求に立向うという共通理解の上に

立っている。 一方、 40年 前のヘマリングやブラ

ッシェの仕事以来、カサノリの形態形成は幾多の

人々の参加にも拘 らずいまだにすっきりした論理

に到達 していない。そしてこのようなシンポジウ

ムで際限な く論議が展開されるということは、
一個の生物をあらゆる面から深 く追究すればする

程、一面的な安易な解釈ができなくなる。生命と

いう厳粛な現象はまだ人間の安易な解釈を寄せつ

けない深 さにあることを改めて感じざるを得なか

った。

エクスカーションの楽しい思い出を含めてこの

シンポジウムは国際交流の上でも申し分ないもの

であった。私 も東洋からの唯一人の参加者 として

ささやかなが ら国際親善に貢献できたことをしみ

じみと嬉 しく思っている。

ハンガ リー ・同位体研

究所は標識化合物の製造

研究、放射線化学の研究、

その他同位体応用研究を

やってお り、所員は400

人 くらい、ハンガ リー科学アカデ ミー傘下の研究

所 としては小規模なが らVeres所長を中心として

よくまとまってお り、標識化合物製造ではその実

績を高 く評価 されて所長主には賞状がかざられて

あった。

私がハンガ リーに渡るきっかけとなったのは、

1977年 前述の穐res所長 (当時副所長 )が 来 日

されて、 1カ月滞在 し、私が以前研究 していた

(/,//)反 応の研究について議論した り、放射

化学討論会 (辰 口 )の 特別講演をお世話 した りし

た縁で、W‐eres所長がぜひ一度 ハンガ リーに来な

さい、その際にはハンガ リーでもてなしたいとい

われたことである。同所長は本年はじめ頃私が渡

ハンガリー、X― r線 測定およびその化学的影響

に関する協同研究

東北大学    吉  原   賢  二

航案を出すと早々とハンガ リー科学アカデ ミーか

ら滞在費を出す詐可を得たむね知 らせて来 られた。

それで私としても何 とか旅費を都合してハンガリー

に渡るべく山田財団に申請したところ、幸いにも財

団のご理解を得、旅費を支給されることになった。

同位体研究所はブダペス ト郊外の静かなところ

にあ り、す ぐ隣接した中央物理学研究所 とともに

原子力平和利用研究を推進している。Veres所 長

は放射性同位体線源による(γ,//)反 応の研究

では著名な人で、ウィーン国際原子力機関でこの

方面のレビューをまとめられ、使用ずみ燃料のバ

ーンナップ (燃焼度 )測定にこの方法を応用 した

ことで注目されている。

短期間ではあったが、この研究所で私が提案 し

たテーマでVeres所長 らのグループと一緒に(/,

γ
′
)反 応に関する仕事をや り成果をおさめたこと

を、この記事でおネしとともに報告 させていただく。
60c。など人工放射性核種の /線 を用いる(γ ,

8 4 - 4 2 3 5
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/′)反 応は線源およびその周辺でのコンプ トン散

乱を通ずる共1島吸収による間接過程が支配的であ

るというのが従来からの見解であった。 私 もVeres

所長もこのような線で解釈し、合理的な結論を得て

いた。ところが最近ユーゴスラビヤの研究者が、
60c。線源 (数百Ciの比較的小さいもの)を使って

従来の結論とは異な り、コンプ トン散乱は重要で

なく、60c。の γ線そのものの直接過程が支配的で

あるという論文を有名なPttsictt Reviewに発表

したのである。

私はこの論文はどうもおかしい、実験がかな り

お粗末で、理論が先走っているように感じたので、

Veres所長にこれを吟味する仕事を提案 したので

ある。ハンガ リー同位体研究所は60c。の 120,000

Ciという大線源をもってお り、これが大変使いや

すい装置で、ふだんはじゃがいも、 りんごその他

の野菜、果物の照射に使っているが、私の提案の

主旨の仕事はいつでも引受けてくれた。

本会議は、火力や原子

力発電用の蒸気動カプラ

ン トに用いられる作動媒

体である水蒸気や重水の

熱物性に関する会議で、

1929年 以来の長い歴史をもっている。今回はモ

スクワで開催 され、筆者は財団の援助を得て出席

できた。地味な主題にもかゝわらず、開会式には

ソ連の大臣クラスの人が何人 も出席 し、テレビで

放映されるなど、力の入れ方がうかがえた。 9月

3日 ～ 7日 の講演発表で、筆者は輸送物性のセッ

ションの座長をつとめ、また高温蒸気の熱物性値

の理論計算に関する研究発表を行った。各国の講

演発表のうちで今回特に目立ったことは、蒸気動

カプラントで生 じる化学的問題、すなわち水に溶

解 した不純物が腐蝕やスケール生成などに及ぼす

84--4238

ソ連 他 、第 10回国際蒸気性質会議 他

慶応義塾大学  長  島 昭

一つは従来の照射とコンプ トン散乱 γ線フラッ

クスの計算の吟味であり、もう一つはインジウム

・アセチルアセ トン錯体 In(acac)3を 用いる反跳

による結合切断の有無の吟味であった。後者はホ

ットア トム化学法にも関係する今回の実験の一つ

の目玉であった。数回の実験の結果、従来のわれ

われの実験と計算は正しく、またホットア トム化

学法でも化学結合が切れず、ユーゴスラビヤの研

究者の新しい提案は非常に疑間があることが結論

された。

われわれの仕事の主要部分は完成 し、残 りはハ

ンガ リー狽」で リファインし、論文として発表でき

る見通 しとなった。大変有意義なことであり、ハ

ンガ リー狽」でも喜ぶ結果であり私 も面目をほどこ

すことができた。これもひとえにハンガリー側の

あたたかい協力のおかげと感謝している。

以上、財団に対する感謝 と報告を述べさせてい

ただいた。

影響について多くの発表があり、また討論 も熱心

に行われたことである。世界的に問題となってい

る原子カプラントの事故対策などの観点で、この

問題に関心が集中したもので、学問的にも未解決

の点が多い重要問題である。この会議は、軽水や

重水の熱物性値について、国際的な推奨標準値を

定める仕事 も重要な任務 としているが、今回は、

新 しい国際状態式の決定や表面張力の標準値の決

定、重水の標準値の決定など、この面でも実 りの

多い会議で、日本を含め外国参加者にとっては、

論文で名前を知っているだけのソ連の研究者と直

接会って、実験装置の詳細などを聞 くことができ

た。

次に、マンチェスターで第 9回 ヨーロッパ熱物

性会議に参加 した。この会議は全ヨーロッパの熱

物性研究者が 2年 ごとに定期的に開催するもので、
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近年の熱物性研究への関心の高まりを反映して年

年盛んになっている。今回は、筆者は流休物性の

セッションの座長をつとめ、また高圧海水の粘性

率に関する研究発表を行った。各国からの研究発

表は、国体の熱伝導率、温度伝導率の理論的、実

験的研究が多 く、米国から招かれたNASAの スペ
ースシャトル担当者の断熱技術に関する特別講演

が大変興味深いものであった。また、会期中 (9

月 17日～ 21日 )行 われた幾つかのワークショッ

プのうちでは、よ く射伝熱に関するものの、議論
が白熱し、特に最近米国で省エネルギー技術の観

点から論議が集中していることを反映していた。

この間、米国、欧州、日本の熱物性関係の会議

の代表者で構成 される国際熱物性コングレスの会

合が開かれ、筆者は北大の関教授 と共に出席 した。

上記諸会議出席の間に、ロンドンのイムペ リア

ルカレッジでは、流体熟伝導率の国際標準値を提

案するための打合会を行い、またシュ トゥットガ

ル ト大学を訪問して、熱物性値のデータ収集計画

などについて打合せを行った。

熱物性関係の重要な会議に出席する機会を与え

られた財団に心か ら感謝申し上げる。

1984年 9月 4日～17

日、ソ連邦科学アカデ ミ
ー特別天体物理観測所を

訪間、その後 トビリシで

の恒星データに関するコ

ロキウムに出席した。

特別天体物理観測所 (ゼ レンチュクスヵヤ天文

台 )は 、コーカサス山脈の北面に位し、世界最大
の 6m光 学望遠鏡 と、直径 600mの 電波望遠鏡と

を運用 している。 6m望 遠鏡は現在我国で計画し

ている大型光学赤外望遠鏡と、構造的に多 くの共

通点があるので、特に興味を持って見学を希望し、

所長の特別の好意で許可を受けた。同観測所では
コピロフ所長、スネヅコ博士 らと経緯台式望遠鏡
の制御機構、制御ソフ トウェア、特に視野回転の

補償法について討論した。また 6m鏡 の真空蒸着

法 (ミ ラーセルをそのまま蒸着装置の一部として

用いる)は 、我国の計画にとって大いに参考にな

った。同観測所はソ連邦内の各天文台の研究者に

利用されるだけでなく、国際的に共同利用されて

いる。日本か らも観測のプロポーザルを提出する

よう招待を受け、その実行法について議論した。

また観即所の談話会で、日本の天文学研究体制と

84-4242

ソ連、恒星カタログに関する国際コロキウム

東京大学 西

大型望遠鏡計画について講演を行った。

国際コロキウム 「恒星カタログ :データ編纂、

分析、科学的結果」は、 9月 10日から14日 まで

グルジア共和国 トビリシのアバスツマニ天体物理

観浜」所本部 (Laboratory)で開かれ (ム ッヘタで

開催の予定が急拠変更 された )、米国 2名 、スイ

ス、スエーデン、チェコ、日本各 1名 、ソ連邦内

の各共和国から約 30名 が参加した。 コ ロキゥム

は大まかには、データセンタ活動 (6論 文 )、 カ

タログ編纂 (計画、進行中の現況など8論 文 )、

カタログデータの分析 (18論 文 )の 3部 に分れて

いるが、相互に重な り合いなが ら進行 した。比較

的少人数で、参力日者の関心のオーバラップも深く、

活発な討論が頻発 した。またコーヒブレークがた

っよ りと設けられていて、その際の個人的討論に

実 り多いものがあった。

筆者の発表は第 1部 の中で、 「日本における恒

星データシステム」とぃぅ表題の下で、東京天文

台で開発した恒星に関するデータの総合的データ

検索システムを紹介した。このシステムは約50万

の星について、約 120万の星の別名 (種 々のカタ
ログ中の名前 )、文献情報、種々のカタログから

採った基礎データが、任意の恒星名からオンライ

朗史村
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ンで検索できるようになっている。プログラムは

高級言語 (PL/1)で書かれていて、異なる計算機
システムヘの移植が容易であり、磁気ディスクの
スペースを節約しつつ、柔軟な方法で検索できる

よう工夫されている。これらの点で、多くの人か

ら関心を持たれた。NASA、 ソ連科学アカデミー、

東独のデータセンタと交流を深め、今後情報交換

の方法を話し合った。

ソ連の人々は一般に人なつこく友好的で、特に

両方の観測所 とも日本人の訪間は初めてで、心の

籠った歓迎を受け、今後の国際協力を約束するこ

とができた。

4-4245

アメ リカ、 1984年 応用超伝導会議 他

本会議は米国カリフォ

ルェア州サンディェゴに

於て 9月 10日～ 9月 13

日開催 された。 もとよ り

超伝導の応用分野はさは

ど広いものとは言えず、関連する研究者の数 も限

られているが、それでも250人強におよぶ参加者

が会 して進めた会議は結構熱っぼいものであった。

会議は内容から大別 して二つの大 きなセッション

で構成 された。その一つは超伝導エレク トロェク
ス、他の一つは施gh power応用で、 前 者ではジ

ョセフソン効果、準粒子 トンネル効果、エレク ト
ロエクス用材料技術が主たる検討内容、後者では

強磁場、パルス強磁場、加速器用超伝導共振器な

らびに高臨界磁界ケーブル作製技術に関する議論

がなされた。

筆者は超伝導エレク トロエクスのセッションに

常時参加 した。したがって本報告書にはこのセッ
ションで得た情報を記するに留めている。超低雑

音電磁波検出器として準粒子 トンネル接合がその

座を完全に占有 した感がある。近年の微細加工技

術の発展とあいまって微小面積接合素子が作らオ仏

SIS素粒子 ミキサは 600 GHzの FIR領 域 まで使

用 され始めている。 100 GHz帯 電波天文用の素

子では20～ 30Kの 超低雑音特性を示すことも今

では常識になってきてお り、 ト ップデータとして

は実に8Kが 得 られている。マイクロェレク トロ

エクス分野ではアナログからディジタルデバイス

大阪大学 」ヽ

を含んで多種の新構造素子が提案 された、昨年度
IBMが 従来概念にもとず くジョセフソンコンピ

ュータのプロジェク トを中断した直後のことでも

あり、従来概念にもとず くディジタル回路や素子

の研究発表には多少の陰 りがみられたが、一方で

は トランジスタ化を目指す超伝導 3端 子素子の提

案が相ついでおこなわれ、新分野を築 くための足

場が着実に組みあげられた。筆者は半導体―超伝

導体接合 3端 子素子の提案を行い激論を交わして

きたが、期せずしてIBMか らも半導体一超伝導

体接合を用いたホットエレク トロントランジスタ

の提案があり大変な注目を集めた。材料面では、

日、米両国の間で窒化ニオブの研究が盛んに行わ

れていた。比較的容易に作れ、且つ臨界点 も15K

と高いことから今後益々普及することが予想 され

る。

会議終了後、カリフォルエア大学 (バークレイ)

とカリフォルエアエ科大学 (パ サディナ )を訪間

した。バークレイでは大学内研究設備としてLSI

作製ラインを有 していること、徹底 した共同利用

のサーヴィス体制を整えていることが印象に残っ

た。工科大学では付属天文台で作動しているSIS

準粒子 ミキサの議論を行った。素子はベル研究所

で作製されていた。素子の劣化は非常に少なく、

SIS準 粒子 ミキサは超低雑音電磁波検出器 として

確固たる座を占めていることがよくわかった次第

である。

猛林
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1984年 8月 25日 ～

31日、東京のKeiO Plaza

Hotdにおいて、内外2,500

名の参加者を集めて第 3

回国際細胞生物学会議が
行われた。この機会をとらえて、中国科学技術協
会ならびに細胞生物学国際連合の共催により、上
海においてサテライ トシンポジゥムが挙行される
こととなった。運営は中国細胞生物学会および中
国科学院■海細胞生物学研究所によって行われ、
1984年 9月 5日 ～ 7日 まで上海細胞生物学研究
所において開催 された。シンポジゥムは米国14名、
ブラジル 1名、オース トリア 1名 、英国 1名 、日
本 1名 の招待者に加えて、中国狽」は北京 ・上海を
中心 とし′た 35名 の出席による53名によって行わ
れた。細胞生物学国際連合事務局長L.M.Franks

博士 (英 国 )、 ハッチンソンがん研部長H.Vvein一
traub博士 (米 国 )、バィォジェン研究所副所長R.
A.Flavell博士 (米 国 )、 お ょび基礎生lla学

研究
所教授鈴木義昭 〈日本 )の招待講演を中心として、
23題 の報告があり、活発な論議が展開された。
当初、日本には3名 の招請があったが、スヶジ

84-4250

中国、第 3回 国際細胞生物学会議の上海サテライ
トシンポジゥム ー 遺伝子制御を中心 としたゲノ
ムの編成 と機能

基礎生物学研究所 鈴  木  義  昭

ュールその他の都合で鈴木のみが出席することとな
った。鈴木は、基礎生物学研究所細胞分化部門で

行われている研究について総括的講演を行った。
,寅題は ``Transcription regulatiOn Of the silk

nbroin and sericin genes Of Bθ ク彦y″ ″2ヶが'

で、無細胞転写系においてフィブロィン遺伝子の

転写促進シグナルおよびそれを認識する因子の性
質を明らかにし、さらに、同じく無細胞転写系を
用いて、生細胞中での制御に部分的に類似した様
式での各種遺伝子間の選択的転写についての予備
的結果などを報告 した。

中国狽」からは、 “oncOgeneルならびに “
Th―

alassaemia力についての molecular analysisを主
体 とした報告がなされた。上海におぃては、がん

研究所、生化学研究所および細胞生物学研究所な
どが、建物 ・装備を一新 して、上記のような限定
されたテーマに集中的にとりくみつつあり、今後
の飛曜的発展を予見させるものがある。

これをきっかけとして、日中交流を進展 させる
ことが、国際的にも、日中にとっても大いに意義
があるものと考えられる。

84-4

生体系の磁気共鳴に関

す る国際会議 (Interna一

tional cOnference On

]vfagneuc Resonance in

Blological Systems)は

2年 毎に催 され、第 8回 が 1978年 奈良で開催 さ

255

イン ド、第 11回生体系の磁気共鳴に関す る国際

会議

京都大学    森  島     績

れている。今回はインド・ゴア市にて 1984年 9

月 17日 ～ 23日 の日程で、ゴヴィル教授 (イ ンド

国立タタ研究所 )を組織委員長として開催 され、

筆者 も招待講演者として参加 した。主な参加者は
インド、米、英、仏、西独、日本、スイス、オラ
ンダ、ヵナダ、ィスラエルをはじめソ連、東欧諸

- 6 2 -



国から約 300名以上に達 した。本会議は、研究手

段としてNMR、 ESRな どの物理測定を用い、対
象として蛋白質、核酸、生体膜、などの生体物質お
よび生休組織系を扱うため、物理、化学、生化物、
生物物理、医学など分野を異にする研究者が集まる

極めて学際的色彩の濃い学会である。

筆者は富自質のセッションで、 「NMRを 用い

たヘムタンパクの研究の最近の進歩」 と題して筆

者 らの研究を中心に約 45分 の講演を行った。 ヘ
ム酵素の一種であるペルオキシダーゼがヵルシウ
ム結合性タンパクであること、ca2+が 酵素 機能
およびヘム活性中心近傍の構造に及ぼす効果など
を多核種 NMR測 定によって解明した最新の結果
について詳しく報告 した。招待講演の後に、数多
くのポスターによる研究発表が行われ、このよう
なフォーマルな発表、討論は、年后の休み時間、

夜のセッションの後の自由時間中のフリーディス

カッション、個人的討論で充分補うことができた。

会場となったゴァ市郊外のFORT AGUADA

BEACHは 南欧風の リゾー トホテルで、付近の村

落から隔離された別天地であるが、一歩外に出る

と、かってポル トガル領時代の名残 りであるポル

トガル風家屋 も今や見すぼらしく、インドの貧困
をかい間見る思いがした。会期半ばに半日のex―

cursionがあり01d GOaを 訪れ、古い教会やヒン

ドゥー寺院を見る機会があった。

本会議でのインド人の研究発表 も数多 くなされ

たが、そのレベルは予想外に高 く、 しか も物理的
色彩の研究が目についた。欧米におけるこの分野
の研究者が、物理学出身者で多 くを占めているの

と同じ理由によるためだろう。超伝導 NMR装 置
がこの分野の研究で不可欠の測定手段 となった現

在、この高価な装置が、わずか数台しか導入され

ていないィンドにおける研究が極めて厳 しい状況
にあろうと予想 してぃたが、共同利用や欧米への

留学で着実に実力をつけつっぁるインドの生物物
理学のレベルを改めて認識 した。帰路ボンベイに

2日 程滞在 し、国立タタ研究所を訪問した。ここ

は物理学、数学を中心とした研究所で、そのうち
生物物理学の部門を見学 したが、イギリス流の基礎

研究を重視する雰囲気がみなぎっており、現在イン

ドのかかえている貧困と対比して複雑型悪↓ヤこからオ研こ。

今回のインド訪間中、インド人の研究者から日

本との交流を望む声が多 く聞かれ、我国も欧米一

辺倒の姿勢を修正せねばならない時期に来ている

ことを痛感させ られた次第である。最後に、今回
の出席が、山田科学振興財団派遣援助で可能とな

ったことを感謝する。

84-4

ヨーロッパ生体エネル

ギー学会議は2年 に 1回

開催されている。今回第

3回 目を迎え、西 ドイツ

のハノーバー市の会議セ

ンターで、 9月 2日～ 9月 7日 行われた。参加者
は約 700人で 24ケ国におょび、生体エネルギー学
のみの国際会議としては最大規模のものにな りつ

つある。ヨーロッパ諸国の外にアメリカ、カナダ
からも多数の参カロがあったが、日本からは筆者を

2 5 7

西 ドイツ 他、

学会議 他

岡山大学

第 3回 ヨーロッパ生体エネルギー

含め3人 であった。 5日 の発表期間中に、シンポ
ジゥム20題 、コロキューム30題 の演題が発表さ

れた。また会期中 2819題のポスターが常時展示さ

れた。ポスターは次の 10の セクションに分けら

れていた。 1電 子伝達系 ;機構 と構成、 2H十

駆動力 ;生成 と利用、  3H十 _ATP ase,構
造、

機能と調節、 4 ATP依 存のカチオンポンプ、

5ア ニオン輸送系、  6細 胞のエネルギー転換系、
7代 謝調節の生体エネルギー学、 8生 体エネル

ギー転換系の生成 と遺伝学、 9光 合成系、 10ト

浩沢金
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ピックス (そ の他 )。 このうち私の属するH十 _

ATP aseの分野が 54題 で最 も多 く、ついで電子伝

達系が 51題 であった。 午 前中はシンポジゥム、

年後はコロキュTム とポスター、夕食後 2時 間程

ディスカッショングループが設けられ、ほぼ一日

中発表と討論が行われた。

私の属するH十_ATP aseの 分野の参加者は今

回最多数であり、研究の世界的な動向を知る上で

格好の機会であった。発表はATP合 成分解の動

力学的解析、ATP結 合部位の特徴、H十_ATP ase

の微細構造の三つの点に集中していた。ヵリフォ

ルエア大学のBoyer教授 らの提出したATP合 成

分解の分子機構のモデルの妥当性をめぐって多 く

の活発な議論があった。私は、コロキュームとデ

ィスカッショングループでそれぞれ別の内容で二

度発表する機会を与えられた。この中で、 H十 _

ATP aseの大腸菌変異株の解析を通して、ATPase

の一次構造 と機能の相関について明らかにしたこ

とを論じた。この分野では従来の生化学手法 (酵

素の化学修飾など)の みを用いた研究が主流であ

るが、私達のように遺伝学を導入した研究には多

くの期待が寄せ られていることがわかった。生体

84-4

59年春、友人のカルカ

ッタ大学化学部長 SK、

Talapatra教授か ら一通

の手紙が届いた。

それには、 1924年 創

設のインド化学会の創立 60周 年のために10月16

～ 19日 、カルカッタの」adavpur大学で開かれる

年会 (Diamond Jubilee celebrations)にいくつ

かのシンポジウムを企画し、各専門の分野で活躍

している第一線の学者を世界各国から招いて話を

きき、新しい発展への糧にしたい。大会の組織委

員長としてその一つ “Frontiers of Organic

エネルギー転換機構を支える蛋白質構成員の構造

が遺伝子の側から続々と明らかにされる日も近 く、

その一端 も本会議でいくつかみうけられた。Hと

ATP aseに おける ATPの 合成 と分解が可逆的

な系であるとする知見が最近集積 されてきている。

しかし、分子 レベルでは両反応は同一の場で必ず

しもおこってはいないとする2、 3の 発表があり

注目された。最終 日に、世界生体エネルギー研究

グループ連合の代表であるS.パパ教授は、 H+一

ATP tteの分子構造は相当詳細に明らかになった

が、それにもかかわらずエネルギー共役の分子機

構は未だ何 もわかっていないと述べたのが印象的

で私の実感でもあった。

今後のこの分野の研究の発展がここに集まる人

人によって担われると考えると、本学会への参加

は私にとって極めて貴重な経験であったと思われ

感慨深かった。またヨーロッパ諸国の若手研究者

の国を越えた深い日常の交流が認められ、それが

学問に強 く影響しているのが印象的であった。

このような貴重な機会を与えて下さった山田科

学振興財団に深 く感謝するとともに貴財団の益々

の御発展をお祈 りする。

269

イン ド、イン ド化学会年会 ・創立 60周 年記念大

会

神戸女子薬科大学  二  宮 弥

Chemistry"に 二宮を招待 したい。旅費は用意出

来ないが、滞在中はdomestic hospitalityをしよ

うとあった。

折角の機会で もあり、同じカルカッタのI ndian

lnsttute of Chemical Blology目 げ万長 S.K.Pa―

krash博士か らの招待 もあったので、旅費の都合

がつけばとの条件付で応じることとし、早速、山

田科学振興財団にお願いすることにした。幸いに

も、 8月 になって、財団か らインド行旅費援助決

定があり、安心 して準備を進めることが出来た。

10月 12日朝大阪発タイ航空でバンコック経由、

翌 13日 ひるすぎカルカッタ着、 同 じ便での関根
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達也教授 (東京理大 )と ともにTaapatra夫 人の

出迎えをうけ、車で雨あが りの悪路を 1時 間、宿

舎Ramakjshna Misslon Centreに着いた。以後、

滞在中は全招待者がこの宿舎に泊 り、食事、学会

場への送迎等、すべて主催者の行届いた配慮のう

ちに過ごすことになった。 15日 朝、 同 じ文化セ

ンター講堂で、記念年会の開会式がインド古典音

楽の奏でられるうちに始まった。インド化学会関

係者による化学会の沿革と現状 (会員数 25,000

名、 うち実働会員 8,000名 、本年会参加者 1,200

名等 )が紹介され、来賓の視辞、諸外国からのメ

ッセージや祝電の披露があった。私は日本化学会

から託 された長倉会長の視辞を代読贈呈 した。イ

ンド化学会の規模はともか く、開会式に集まった

満員 (約 500名 )の会員からの熱気は、今大会を

将来への一大飛躍台にしようという心意気を感じ

させた。

開会式後突然に、Pakraslli氏が今夜インド国営

テレビに本年会に関する特別番組が予定され、外

国人招待者代表として出演し、インド化学会の現

状 と将来について、先進国日本からの助言をして

慾 しいと依頼され、止むなく30分間の生放送に、

他の 3名 のインド化学会を代表される方々と同席

することになった。

17日からJadavpur大学において各シンポジウ

ムが幕をあけた。有機化学部門では、はじめに大

84-4

第 9回 国際レオロジー

会議はメキシヨのアカプ

ルコで 5日 間の日程で開

催 された。前回に較べる

と、米国からの参加者が

減少し、東欧圏からの発表が軒並み中止されたこ

となどが目立ち、講演数 270程度の会議となった。

主だった人は殆んど顔を揃えてお り、天候および

御所Asima Chattettee女史が70歳 とは思えぬ精力

的なお仕事を話された。続いて、Pakraslli博士の

紹介で 1時 間、私が外国人招待者 として最初の講

演をした。講演直後の質問 も活発であり、さらに

会期中折にふれて話しかけて来る大学の助手クラ

スの若手研究者の熱心 さは印象的であった。

18日 には、会場と筋向いのPakrash氏 の研究

所でセ ミナーが持たれ、丁度手の空いている招待

者がこもごもに得意の話をした。私 も麦角アルカ

ロイドの合成について約 1時 間話しして、外国人

招待者 も含めた交流をさらに密なものにすること

が出来た。

現在インドの化学者には、主 として国の経済的

事情によるものであるが、多数の海外に定住して

活躍する一線級がある一方、種々の雑誌に投稿さ

れて来る論文にも散見 されるように、個人的水準

に可成 り幅があるようである。しかし一流の化学

者の存在 と、一方で弛まず努力を続ける非常に多

くの研究者層の存在とは、長い目で見るならば、

将来化学の面でも可能性の大 きい国であると確信

させ られた。

滞在中、何れとなく親身に世話をされた多 くの

インド化学者の好意と人間性に触れ得たのは最大

の収穫であり、この貴重な訪印が出来たのは山田

科学振興財団の御好意あればこそと感謝の意を表

したい。

276

メキシコ

京都大学

他、第 9回 国際レオロジー会議 他

足  立  毅 太 郎

会場施設にも恵まれ、メキシコ風のソシアルプロ

グラムも効果的で、一応満足のゆく会議であった。

講演は、レオロジーに関する一般理論、測定法、

計算法、流体、サスペンジョン、国体、高分子溶

融物、成形、複合物など12に分類され、 六つの

部屋を使って行われた。私は評価の定まった人の

講演よ りもむしろ現在益々伸びつつある40歳前後

の人達の発表を聴 くように努めた。質疑やコメン
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卜は平均するとそれほど活発だとは云えなかった
が、いろんな人が集まっているせいで、意外な質
問や鋭い追及のある場合 もあって、緊張感を失 う
ようなことはなかった。

私の研究に直接関連 して、ベルギーのCrochet

教授は、その特別講演において、流れ場における
大変形歪の計算公式を示 したが、それは私が昨年
公表した結果と重要な点で異っていた。そこでそ
の点を彼に指摘 し、私の論文別用」を手渡 したが、
まだ決着はついてぃない。また流体のセッション

で 2件 発表 した。

(1)歪 記憶を有する粘弾性流体のホール圧誤差
ホール圧誤差は高分子成形加工の工程計測に役

立?重 要な現象である。先に発表した大変形歪の

計算法より歪を求め、最 も信頼できる歪記憶の構
成式に代入して応力場を決め、ホール圧誤差を得
た。結果は実験結果 と一致し、歪計算法の有効性
が示された。

(2)管 出口端流れと大気中でのニュー トン流体
の層流ジェット フ ィラメント形状 と管出口端張
力を演」り、粘性力、表面張力、慣性力、重力等各
種の力が支配的になる領域を決定 した。その結果、
既往の研究結果の限界が明白にな り、また粘性力
と重力が支配的な場合の形状と管端圧を予測でき
るようになった。

第 4日 目年前中の 4時 間、流体のセッションを

カナダのCarreau教授と2人で司会した。プリンス

トン大学のSchOwalter教授の「非ニュートン流体中
での気泡の成長 と破壊」についての特別講演に続
いて、液滴合一、管内流、ジェット、レオロジー

挙動、構成式、分子の挙動など8件 の一般講演が

あった。司会を困らすような問題 もなく、質問 も
ほどほどにあって、初めての経験にしては失敗 も

無 く、無事終了したときはほっとした。

北米大陸への旅行は初めてであったので、メキ
シヨでの国際会議の前後に米国に立ち寄 り、塗布
関係のScttven、Middleman、」oseph、高分子成
形 とレオロジー関係のLodge、Bird、 Metzner、

MacOskO、 Denson等 各教授の研究室を訪問視察
した。いろいろ参考になる点や刺激になる事が多
かつたが、現時点で直接影響を受けたものとして、

敢えて次の 3点 を挙げたい。 (1)Middleman教

授からは、塗布実験装置の性能向上に関して有益
なア ドバィスを受けた。(2)Lodge教授の レオ ロ

ジー測定装置の主要寸法の微小 さは想像を絶 し、
この件に関する自己の常識を再検討する必要を強
く感じた。(3)ミネソタ大学化学工学科では、塗布
に関連 して、落下液体ジェットに関する実験、計

算結果について講演する機会を得て、大いにやる

気を起 こさせ られた。

最後に、貴財団に衷心よ り感謝する。

8 4 - 4 2 8 0

アメ リカ、

1984年 10月 21日 ～

25日、米国ジョージア州

サバンナで開催 された国

際キエン学会及びそのサ

テライ ト会議に参カロした。
キエン学会はキエン、 ヵ リクレイン、 レエン ・ア

ンギォテンシン、血液凝固あるいはアラキ ドン酸

系など、キェンとその周辺分野について、医学生

1984年 国際キエン学会 他

熊本大学 山

物学系の研究者が基礎から臨床までのさまざまな

範囲において、 3年 に一度研究成果を発表し合 う

機会である。従って学際的な色彩が強かった。発

表形式は、フロンテアレクチャーと称する6題 の

特別講演と、 2会 場に別れた各 15分間の 81題 の

日頭発表及び、 207題のポスター発表で成ってい

たoポ スター発表にも、別室において各 5分 程

度の日頭による内容の紹介の時間が与 えられて

貞ほ折
臼

本
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いた。参加者はすべての発表形式を含めて一度

だけ筆頭発表者になることが許された。参加者数
は 300人 を上回る程度で、こじんまりとしている

だけ討議 もザックバランで済発であ り、会の間に

互いに顔見知 りになるチャンスも多かった。筆者

は、自らの口頭発表 も含めて 2題 の口頭発表及び

2題 のポスター発表に関与した。いずれも、ハー

ゲマン因子 :カ リクレイン ・キェン系という連鎖

反応系が、微小循環系における血管透過性克進反

応を引き起 こすことによって、細菌感染症などの

成立を阻止するための重要な生体防御系の一翼を

荷っている可能性を、モルモットを用いた動物実

験によって提示した。筆者 らの報告は、ハーゲマ

ン因子 ・カリクレイン ・キェン系の各因子が、各

組織の血管外間質中に存在 していることを免疫組

織光顕電顕法で示したこと、それまで試験管の中
でだけ知 られていた連鎖反応が、実際に生体内で

も起っていることを証明したこと、感染症局所よ

り分離した病源菌が分泌するプロテアーゼが、こ

の連鎖系の引き金を引 くことを、 ヴ″υヴυθ 及 び

ガz υル″οの実験を通 して示 したことにおいて新
しい事柄である。この一連の研究は血管透過性克

進反応を引き起こすことが知 られていたキェンの

作用を実際の生体防御機構における役害」りにまで

位置づけできたことにおいて成功であったと、自

他共に評価を受けることが出来た。筆者にとって

は、実験病理学及び免疫学的見地からキエン系に

取 り組んできた研究の一つの区切 りが出来た もの

と考えている。この様な研究内容に評価を与えら

れ、成果の発表の機会を得るにあたって、山田科

学振興財団に対し、感謝の念にたえない。

一方、今回のキニン学会における見聞によって

新たな知識や研究の方向を知ることができたこと

も大きな収穫であった。主なものとしては、キニ

ノーゲンゃプレリクレインといったキニン系因子

前駆体に関する分子遺伝学的解析が進められ、大

きな成果を上げてぃたこと、免疫組織化学的手法

を用いての各因子の局在の解析から、それらの産

生代謝及び実際の反応部位など、生体内における

具体的な場が提示 されたこと、高速液体クロマ ト

グラフィーなどの普及によ り蛋自の精製や、ア ミ

ノ酸配列など蛋白化学的研究成果が確実にしかも

す速 く得 られるようになっていることなどが挙げ

られる。また、これまで多大な努力がそそがれな

が ら得ることができなかったキニン阻害剤が、20

数年に及ぶ研究の末、ついに合成 されたこと、ラ

ットにおいて、Ile一ser― ブラディキェンを持つ

新 しいキニノーゲンに関する研究が進み、特に炎

症反応 との結びつきが強 く提起 されたこと。更に、

20種 もの組織プレカリクレイン遺伝子の存在とい

う分子生物学の成果を受けて、生体各臓器におけ

るカリクレインの具体的存在が報告され、キニン

産生系のみならず、ペプテ ドホルモン系に対する

調節など、多種類に渡るカリクレインの機能及び

役割 りが期待され、カ リクレイン研究分野の広範

な拡大が予想 されることなども特記すべきことと

考えられる。

3年後の次回は、東京において開催 されること

が決定 したが、今後 ともこの分野の研究の進展を

期待すると同時に、筆者 も一層の研究活動を期す

るものである。
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第 6回 国際限学会 (Ⅵ

I nternational Congress

of Eye Research)は 、

1984年 10月 1日 ～ 7日、

スペイン南部、地中海に

面したアリカンテ市で開かれた。同市はローマ時

代より栄えた港で、ローマ人に白い町と呼ばれた。

今日では、海岸上に白い、10階以上のコンドミニ

アムが林立している。国際限学会は、生物学か ら

眼科臨床にわたる学際的な学術集合で、米国のA

RVO(Associatton for Research in Vision and

Ophthalmology)に相当する。 ゲーテの色彩論か

らも明らかな様に、視覚研究は学際的であり、心

理学、生物学、生化学、生物物理学及び限科学を

抱括 し、この様な分野での学術集会が難しいのは

言 うまで もないが、視覚研究者が一堂に会する国

際的機会 として重要である。

出席の主目的は、マドリッド大学生理教室のA.

G■legO教授の組織 した網膜内シナプス伝達 及び

回路に関するシンポジウムに参加することで、主

な出席者には、金沢大学根岸晃六教授及び生理研

金子章道教授が、アメ リカからはHarvard大学の

工E.Dowling及 びColumbia大学のP.Gollras教

授 らがあり、回頭発表は 20題 で、 12題 はア ミノ

酸、ペプタイドに、 2題 は構造に関するもので、

実に70%に 及んだ。 こ れは、現在の網膜研究の

国際的な動向を示す もので、シナプス伝達の生理

学的 (機能的 )研 究の遅れを如実に示 した。興味

をひいた講演は、R.Normanら のカメ銘体か ら

の反応に関するものと、根岸 らの ドーパ ミンの作

用に関するもので、Normanら は主 として構造上

の知見から、 1966年 にNakaと R ushtonが提案

した単一変数の原理 (Principle of Univariance)

が成立しないと報告 した。しかし、原理 (又は説)

を否定するものは原理 (又 は説 )で あり、個々の

事実ではなく、レベルの異なったものを議論する

84-4282

スペイン 他 、第 6回 国際限学会 他

基礎生物学研究所 中 研

ことは愚かな事であろう。

根岸 らは、 ド ーパ ミンが水平細胞間の抵抗を制

御 し、細胞の受容域の大 きさを変化させるという
一連の非常に独創的な研究の総括であったが、他

のグループに先を越 された状態 とな り、根岸 らの

研究がそれに値する脚光を浴びないのは不幸であ

る。今回もPiccalinoらの同 じ様な講演の次に根

岸 らの発表が組まれ、 「株をさらわれた」感じで

あった。

本学会ではWoods Hole MBL(臨 海生物研究

所 )のFeinらによる光受容 (phototransduction)

のシンポジウムが開かれ、関連講演があった。

本学会の一つのハイライ トは冨田恒男教授が

Ludwig von Sallmann賞 を受けられたことで、

先生のこれまでの視覚研究に関する功績を考える

と当然とはいえ、喜ばしい。Dr.Salimannは 、

National Eye lnsdtuteの前身である NINDBの

Ophthalmology Branchにおられ、白衣で実験を

しておられたことを記憶 している。

もう一つ印象に残っていることは、10月 2日 に

Alicanteの町で方向がわからなくなって道を尋ね

た人に 「お前は日本人 らしいが、レンズを研究 し

ているDr.Okadaを 知っているか」 と聞かれたこ

とである。岡田節人先生は 10月 1日に基生研の所

長になられたばか りである。

Alicanteの学会の後に、イギ リスCarnbridge大

学の生理学教室を訪間した。ここはProf.Hodg―

路nら が冨田教授の発見した受容器からの電位反

応を解析のレベルにもってきた所で、私 も60年代

初めに15ケ月を過 ごし、それ以後数回訪れたこと

もある。それにしても伝統というか空気 というお、

何かがある。Cambddgeの 町を歩いて感じるのは、

ここなら研究ができるという雰囲気である。物質

的には充足している日本との良い対比であった。

また、若い人達がソニー製の消費者向けの製品を

改造 して実験に使っていたのも、日本の研究者の
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実験装置に対する態度 と対照的であった。

今回の渡航の目的は、

冊  数 年来発展 させている南

村  カ リフォルニア大学 (U

4-4284

アメリカ、物性物理学におけるソリトン

東北大学    都  築  俊  夫

氏は再検討を始めた。

(1-4)擬 一次元磁性体のなかにはcs Ni

F3やTMMCな どソリトン系がいくつかある。 従

来スピンを首典的に扱いかつサインゴル ドン近似

を用いてきたが、そのような近似の妥当性につい

て疑間が持たれ始めた。とりわけスピンの大きさ

が 1で あるCsNiF3に関しては上記 いずれの近似

も良 くなく、量子スピン系のソリトンとしていか

に取扱 うか先陣競いが始まっている。都築はスピ

ンコヒーレン ト状態表示法による量子統計力学の

定式化を提案し、前述の問題に関する定性的計算

について講義し討論した。

USCの 構成員はMAKI′ Z OTOS両 氏に加えて

S.TR ULLINGER,R.TH OMPSON,D.HA―

LDINEの 諸氏他である。

(2-1)ITPに は前記 (1-4)に 特別の

関心を持つ研究者が数名いる。R.SCHRIEFFER,

D.SCALAPINO, A.C.NEヽ VELL, D.CAMIP_

BELL,M.FOWLERの 諸氏である。 NEWELL

氏を除 く諸氏はいずれ も強力な競争相手である。

短い滞在日数であったが、活発な個別討論の時間

を持った。

(2-2)前 記 (1-3)は USCお よびITP

でなされた。

(2-3)今 ITPで は 「可積分系の物理学に

おける役割」 と題するワークショップを開催中で

ある。数学的色彩の強いものであるが、滞在中に

いくつかのセ ミナーに出席 した。

全般的印象について、ソ リトン物理学を研究す

る人は次第に増えているとはいえ、学会において

市民権を得た分野には未だ成長 していないと思う。

しかしなが ら、非線形性が本質的な物理系に対す

る基礎概念のひとつであろうとの期待を多 くの人

ン 認錫阿棚
性物理学におけるソリトン」に関する共同研究を
一層発展させるために、(1)両 グループ構成員が
一定期間USCに 会し、研究成果の講義 と討論をす

ること、(2)カ リフォルニア大学理論物理学研究

所 (ITP)の ソリトン物理学関係の研究者との研

究交流をすることであった。

(1-1)K.MAKI氏 と宮下崇氏 (東北大

院生、本年十月まで約二年間USCに 留学 )によっ

て経路積分法によるソリトン系の統計力学が調べ

られてきた。集団座標表示を導入することによっ

てソリトンとフォノンとの非線形相互作用の効果

を正しく計算できるようになった。この方法にソ

リトン間相互作用を導入できるかどうか議論とな

った。

(1-2)佐 々木一夫氏 (東北大、学振奨励

研究生、学振海外派遣研究生 として本年十月よ り

USC所 属 )はソリトン間に相互作用がある非理想

ソリトン気体に従来の現象論を拡張する研究につ

いて討論した。この研究は佐々木氏によって初め

てなされた。今後一層発展 させて欲 しいものであ

る。

(1-3)X.ZOTOs氏 はM.FOWLER氏

(ITP滞 在中)と ともに量子サインゴル ドン系の熱

力学をベーテ仮説法で調べてきた。正確理論では

あるが、最終結果は数値的にしか与えられないの

で、量子効果がどのように現われるかよく分 らな

い。この点について丁度ITP滞 在中の今回正俊氏

(東大物性研 )も参加 して討論をした。zOTOs
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人が持っているのも事実であろう。ソリトン物理

学に対する日本の寄与は小さくないが、基礎概念

の形成という指向において合力されているとは必

ずしも言えない。数日間の個別研究会だけでなく、

lTPにおけるように、研究者がかなり長期 (ITP

では半年から一年 )にわたって集まり、のびやか

昭和 59年 11月 15日

より3日 間、米国マイア

ミ市で開催された第30回

国際血栓 ・止血委員会に

おいて、分科会 (血液凝

固開始因子 )の副座長を務めるとともに、 「高分

子キエノーゲンの構造 と機能」について議演した。

1954年 に発足したこの国際委員会は、 2年 毎に

開催される国際血液学会議あるいは国際血栓 ・止

血学会議の折に、凝固囚子の命名法及び標準化、

測定法などについて意見交換を行 うことを目的と

したもので、今回 も17の分科会 でそうした課題

が討議された。

Colman教授 (米国テンプル大学血栓研究所 )と

私とで組織 した凝固開始囚子の分科会では、(1)凝

固開始反応の生物学的意義、(2)凝固開始因子の構

造 と機能、(3)凝固開始因子の測定法の開発、の問

題をとりあげ、表に掲げた演者 らにより周辺領域

の進歩が紹介され、討議が進められた。先ず(1)で

は、今後の研究方向として凝固開始因子のXll因子

(接触因子 )及 び血漿プレカリクレインの炎症反

応に果たす役割を究明することが必要であること

(力では高分子キニノーゲンの重鎖の機能を明らか

にすること、またキニノーゲン欠損ラットと正常

な雰囲気で討論を重ねることも非常に有効であろ

う。既存のどの型 とも違った、基礎物理学 (一般

に、基礎科学 )研究の新 しい型であろう。

末筆なが ら貴財団の御援助にお礼申上げ、一層

の御発展を祈る。

84-4285

アメリカ、国際血栓 ・止血会議委員会

九州大学 中石

ラットとの起炎剤に対するレスポンスの差異を明

7faにすること、(3)では凝固開始因子と血漿プロテ

アーゼインヒビターとの複合体の沢1定法の開発が

必要であること、などが指摘されたが、参加者50

人余 りの分科会であったので、意見交換が活発に

行われ極めて有意義であった。討議内容について

は、Colman委 員長が指摘 された問題点を整理 し、

最終 国に開催 された全体委員会で報告 した。

その他の分科会では、(1)血液と人工血管、人工

臓器 との相互作用、(2)血小板分泌タンパク質の第

4因 子 とβ―スロンボグロブリンの標準品の作成

●)プロテインcの 測定法、惚)血小板膜タンパク質

のモノクロナール抗体を用いての同定法、G)Ⅷ因

子とvon Willebrand因子の異常分子の存在、 (6)

ガン細胞の産生する疑国因子の同定、などが討議

されるとともに意見交換が行われた。筆者は過去

10年の間に5回 本委員会に出席す る機会を得た

が、いずれの場合 もこの分野の研究が着実に進歩

している印象を受け、かつ今後の研究に対する種

種の示唆を得ることができた。

最後に、今回の国際委員会の出席に旅費援助を

いただいた山田科学振興財団に心から御礼申し上

げる。

昭貞承ヽ
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中国、中日金属物理シンポジウム

日米、日ソ、その他い

ろいろの二国間学術集会

が今日行われているが、

日中学術集会 もここ数年

来極めて盛んである。そ

れは一衣帯水の日中両国が学術面で緊密な交流を

行って、それによって世界の学術に貢献しようと

いう意欲が高まっているからである。

今回の中日(開催地が中国であるから中日とい

う)金属物理シンポジゥムも、そのような意欲の

典型的な現れと云ってよいであろう。このシンポ

ジウムは北京鋼鉄学院の何俊教授と北海道大学工

学部の竹山太郎教授が実際の計画立案を総て行っ

たものである。そして中国科学院金属研究所 (藩

陽 )の郭可信教授 と私が、両国の代表団長の役割

を勤めた。

シンポジウムは北京市にある北京鋼鉄学院にお

いて、 1984年 11月 8日 lAl夕刻から11日(日)の夕

刻まで開催 された。中国狽」参加者は46名、日本狽」

は21名 であった。全員 (同伴夫人 も)北京鋼鉄学

院のゲス ト・ハウスに宿泊し、三食を共にして、

討論や交流を行った。

さて次にシンポジウムの内容について述べよう。

9日 働の朝から、 11日 lEl)の年後まで、年前、 年

後とセッションが開かれた。日中双方から20件ず

つの研究発表が行われた。第 1日 の午前は照射効

果 と水素、ヘ リウム等。 7件 の発表は重照射 (橋

口隆吉 )、 インプランテーション(柳 百新 )、 B

CC単 結晶の照射 (北島一徳)、鉄合金中の水素 ト

ラップ (顧 家琳 )、鉄合金中のクラスター (呂反

修 )、 イオン ・ビーム照射 (寺沢倫孝 )、鉄合金

中の水素とヘ リウム(竹 山太郎 )。年後は金属間

化合物、新相、拡散等のセッション。発表 7件 は

Ni3Al―Ni3Nb共 晶合金 (渡辺勝也 )、 金 属一水

素化合物 (平林真 )、 耐熱合金中の側密構造を持

つ新相 (郭可信 )、非晶質セラミック中の結晶析

東京理科大学  橋   口   隆  吉

出 (lJl得櫓 )、Ni4MOの フィール ドイオン頭観察

(稔野宗次 )、xPsと FeBSi合金 (谷脇雅文 )、

金属中の拡散 (平野賢一 )。第 2日 の午前は格子

欠陥、析出、アモルファス等。 7件 の発表はAg

およびCu合 金中の転位 と積層欠陥 (王煙明 )、

双晶による脆性破壊 (周敬恩 )、転位の集団運動

(藤 田広志 )、Mns/BN複 合析出物 (谷野満 )、

ジルカロイー 2の第 2相 粒子 (周 邦新 )、水圧押

出中に形成 される異常組織 (林一堅 )、 アモルフ

ァス ・ブロック(井村徹 )。年後のセッションの

6件 の発表は相境界、粒界に関するもの。タング

ステン中のカリウム ‐バブル (徐爆 )、Sn―Ti合

金と合成ダイヤモンドの相境界 (高巧君 )、粒界

の性質 (辛島誠一 )、粒界析出 (郭可信 )、鉄の

粒界析出と粒界披壊 (木村宏 )、粒界の原子的構

造 (石 田洋一 )。第 3日 の年前は転位論、点欠陥

等のセッションで、発表は7件 。 FCC合 金の国

溶休硬化 (鈴木秀次 )、粉末治金で作った炭素鋼

の変形時のAE(徐 岳黄 )、 繰 返 し変形における

転位の相互作用 (金能観 )、BcC金 属の変形機構

(竹 内伸 )、B2規 則合金の交叉辻 り(周政謙 )、

鉄中の空孔移動と炭素 (高橋平七郎 )、疲労破壊

の非平衡統計理論 (那修三 )。第 3日 午後の最終

セッションはマルテンサイ トに関するもので、 6

件の発表が行われた。すなわちバタフライ ・マル

テンサイト(魏墾英 )、 Fe一 Ni一Mn合 金の板状

マルテンサイト(楊大智 )、 応力および磁場誘起

マルテンサイ ト(清水謙一 )、Cu―Zn― Al合金

の熱弾性変態理論 (部永瑞 )、 マルテンサイ ト変

態と水素 (高偏釣 、加工硬化したオーステナイ

トからのマルテンサイ ト形成 (回村今男 )で あっ

た。

以上は日中両国の研究者が共通の興味を持つ間

題であったから、極めて活発な討論が行われた。

終 りに山田科学振興財団のご援助に感謝の意を表

したい。
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「磁気および磁性材料

に関する第 30会 年会調

は 1984年 11月 27日 ～

30日 の 4日 間、米国カリ

フォルニア州サンデ ィエ

ゴのタウン ・アン ド・カン トリーホテルで開催

され、私は、 11月 28日 に開 力〉れた 「電子分泡

に関するシンポジウムの第 3講 演者として 「磁性

体における光電子とオージェ電子のスピン偏極」

について招待講演した。このシンポジウムは、最

近、電子分光が磁性体の研究の重要な手段 として

注目されつつあることを反映して企画されたもの

で、私は、これまでに私達のグループで行ってき

た 「Feの オージェ電子のスピンlFm極」および 「Ni

の共鳴光電子放出のスピン偏極」の理論計算を紹

介して、これらのスピン偏極が磁性体の電子相関

効果の研究に重要な情報を提供することを強調し

た。このうち、 「オージェ電子のスピン偏極」は、

ごく最近チューリッヒのランドル ト博士が初めて

実験に成功 した新 しい研究分野で、私の講演に先

立つ第 2講 演者 としてランドル ト博士自身が実験

の紹介をしてくれたので、二つの講演はうまくマ

ッチして多 くの人達の関心をひくことが出来た。

また私自身 も、シンポジゥム後にランドル ト博士

と昼食を共にしなが ら、未発表のデータや今後の

研究の方向について十分に意見交換をする機会が

持てて大変有意義であった。

288

アメ リカ、

年会議

大阪大学

ll■気および磁性材料に関する第 30回

この研究 とは別に、私はス トラスブール大学の

パルレバ博士と、 「ce化合物の内殻光電子スペク

トル」について協同研究を進めてお り、 11月 30

日のセッションで連名の論文を一般講演 として発

表した。博士 とは、日頃か ら書信によ り連絡を

とり合っているが、直接に会 うのは、昨年私がス

トラスブールを訪ねて以来 1年 3ケ月ぶ りのこと

で、再会を喜び、文字通 り寝食を共にして研究討

論および今後の協同研究について話し合 うことが

出来、大変有意義であった。

私達のグループの行っている磁性超伝導体の研

究のセッションも二つあり、大変参考になった。

また、この分野の理論研究の第一人者であるアル

バータ大学のウメザワ博士とも約 1年ぶ りに再会

出来、研究の現状等について討論出来た。

その他の分野では、 「重いフェル ミ粒子の超伝

導」、 「シンクロトロン放射と磁性」、 「遍歴電

子磁性」といった日頃私が関心をもっている分野

のシンポジウムが企画されていて、世界の第一線

で活躍 している研究者の招待講演を興味深 く聴い

た。

「磁気および磁性材料に関する年会議」は磁性

研究分野の世界最高水準の会議の一つであり、こ

の会議に招待されたことを大変誇 りに感じると同

時に、渡航費を援助して下さった山田科学振興財

団に深 く感謝する。

雄主早谷」ヽ
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フランス、古典液体の分子動力学的研究

金沢大学 樋 秋保渡

昭和 59年 11月21日～

昭和 60年 1月 27日の間

パ リ第七大学で古典液体

の分子動力学的研究を行

った。研究所の」.R Ha―

nsen教授は知 り合いで、日本学術振興会の派遣研

究員として以前に半年間共同研究を行った経験が

ある。理論液体研究室で再 び Hansen教 授、 B.

Bernu博士と古典液体の理論的研究を行った訳で

あるが、こゝにはcray Iコンピューターがあ り、

自由に使用 させて貫った。

前回分子動力学 (二成分系 )の プログラムはも

とよ り、結果 も少 し得 られていたので、今回は短

期間ではあったが、予想を上まわる成果を得るこ

とができた。今回は分子動力学 の系の大 きさを

4000個 と従来の 8倍 にして、二成分系の過冷液体
・ガラス状態の物理的性質 (静的 ・動的構造、相

関関数 )についての考察を行った。二成分系ソフ

トコアモデルは合金ガラスの簡単なモデルであり、

その構造の研究が注目されている訳である。我々

は原子の大きさの比を 14と とり、質量の比を2

と4の 両方について考察した。濃度の値を色々変

え広範囲の性質を考察した。二成分系の結果を有

効一成分理論で解析 し、一成分理論の改良、問題

点を指摘した。又濃度比が 1:1の とき、構造因

子に特異な性質が現われ注目すべ き結果が得 られ

た。この理論的考察は大変興味のある所である。

二成分系は一成分系に比べてガラス化 しやすい

が、この事のつ っ込んだ研究は大変興味深い。

我々は今その入口に入ったばか りで、今後この方

面の研究が盛んになっていくものと思われる。

今回の訪間で得た成果はこの意味で重要である。

この事を可能にして頂いた貴財団に深 く感謝した

い。

直接の研究成果のほかにヨーロッパ、アメリカ

の学者 と会えた事 も大変意義深 く、国内では得 ら

れない貴重な経験で、今後の研究にプラスになる

ものと思 う。このような国際間の交流がもっと簡

単に行えればと感ずるのは小生一人だけではない

と思 う。帰国直前の 1月 下旬にヨーロッパ統計力

学国際会議 (パ リ)に も出席 した。研究成果は次

記報文 として発表した。

A Molecular Dynarnics study of the Glass

Transition in Binary  Mixtures  of  Soft

Spheres, B.B ernu, k Hiwatari and 」 .P,

Hansen, submitted to J. Pん ys. C

私は19 8 4年11月26日

～ 3 0 日、 ボス トン市マ

リオット・ホテルで開催

された、 1984年 度全米

「物質科学学会(MRS】

年会に招待 された。会は 19のパ ラレル ・シンポジ

4-4293

アメ リカ、 1984年 度 「物質科学学会」年会

東京大学 上

ウムからなり、シンポジウムのテーマは、グラフ

ァイト層間化合物 (GIC)、 半 導体超格子等の新

物質、レーザー ・ァニーリング、半導体中の欠陥

等半導体に関するトピックが主であった。私はG

ICのシンポジウムで 「バンド構造から磁化率ま

で」という題目で招待講演を行った。われわれは

洸村
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1977年 に第一ステージ
ト・カリウム ・グラファイ

ト層間化合物 (C8K)の フェル ミ面 とバンド構造

についてはじめて計算を行い、その結果を 1977

年 3月 のアメ リカ物理学会で発表 したが、それ以

来これを支持する実験結果が、日本、アメリカ、

欧州の実験グループによって数多 く発表 された。

ところが昨年 3月 のアメ リカ物理学会で、SORを

用いたC8Kの価電子帯XPSの 実験結果が発表 さ

れ、我々のフェル ミ面構造 と矛盾するのではない

かとの報告がなされて、昨年一年間アメリカ国内

でフェル ミ面構造を支持するグループらとの間で

大論争が展開されてきたとのことである。この論

争に対する答を直接アイディア提出者から聞こう

というのが、私がアメリカ国内の学会に招待され

た理由のようである。私は、最近大野隆央氏 と一

緒に計算したc8K伝導体の電荷分布をもとに、x

PSの 実験結果がフェル ミ面構造で矛盾なく説明

できることを示すとともに、アルカリGICの軌道

磁化率が常磁性を示し、ステージ数 とともに大 き

く変化する実験結果が第一原理から説明できるこ

と(斎藤理一郎氏 との共同研究 )について講演を

昭和59年 11月 29、 30

日、パ リ郊外、Gi←鋭「

YvetteじD Centre Natio―

nal de la  R echerche

Scientinque (cNRS)

に於て、第 9回 Gif Lectureが行われ、講演者の
一人として主催者より招かれた。幸いに、山田財

団より援助を頂 くことが出来、これに参加 した。

Lectureは、毎年テーマを変えて行われ、本年のテ
ーマは て

`M01ecular aspects of neuronal diffe一

r e n d a t i o n "であった。参力日者は、フランス、スイ

ス、アメ リカ、イギ リス、ノルウェー、イスラエ

ル、日本か らの計 21名で、聴衆はヨーロッパ各国

84-4294

フランス、第 9回 ジフ神経生物学講演会

京都大学 高

した。

今回の渡米の目的の第一は、上述のように GI

Cシ ンポジウムで招待講演を行うことで、第二の

目的はM RS学 会の公式行事 (von Hippel賞授与

式、MRS会 長主催による晩餐会、MRS学 会のア

ジア分科会を組織する相談 )に 日本物理学会会長

として正式に招聘され、挨拶を行 うことであった。

このうちMRS学 会のアジア分科会を組織する件

については、アメ リカ、欧州、中国、韓国代表よ

り東京に事務局をつ くって欲しいとの要請 もあり、

帰国後その可能性について検討している。第二の

目的は、日本物理学会長としてアメ リカ物理学会

長 と会議中に、日米物理学会間の国際交流につい

て相談をすることで、今回GICシ ンポジウムを組

織 した世話人代表は、アメリカ物理学会長のM.

S.Dresselhaus教授であったため、会議中の昼食

時を利用 して、 1986年 4月 末に、日本物理学会、

アメ リカ物理学会、欧州物理学会共催でワシン ト

ンで開催する 「世界物理学会代表者会議」につい

て、そのプログラムの内容につき意見交換を行っ

た。

か ら集まり、講堂の階段を埋めつ くすほどの盛況

であつた。日本か らは、東大脳研の高橋国太郎教

授が御都合がつかず、私のみの参加 となった。会

は、各講演者が、 25分 程度の話をして、 10分 程

度の質疑応答の型で行われ、座長はなく、講演者

が次の演者を紹介する型で行われた。私は2日 目

の最後に当てられていたため、座長の役割の代わ り

に、閉会の辞を割当てられる事になった。会は、

informalなよんいきの中で、きわめて活発な討論

が行われた。

第 1日 目、前半は、イオンチャンネルの発生が

主なテーマで、とくにKtt channelの分化が話題と

なった。後半は、アセテルコリン受容体の集積に

幸智橋
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関する問題、及び、神経の成長に関わる物質の

探索の問題が話題となった。第 2日 目は、神経の

成長に伴 う諸現象の話が中心で、ことに興味深か

ったのは、シナプス形成以前に、神経終末か ら伝

達物質アセチルコリンが放出されているとの M.

Pooら の報告で、先にNatllreに報告されたものを

更に進めたものであった。 2日 目の年後は、すべ

てgeneticsに関連 したもので、 こ の方面の最近の

著しい進歩を反映していた。とくにIsraelのS Oreq

女史は、cholinesteraseのgene sequenceを解明し

ひときわ拍手が高かった。私は、最後の演者とし

て、京大医化学、生理の共同研究による仕事を、
``A physiological study on ACh receptor ex一

p r e s s e d  i n  a n  o o c y t e  f r o m  d o n e d  c D N A s力と

題して話をした。この仕事は、AC h受 容体のge n e

84-4

米国テキサス州デン ト

ンで 11月 12日～ 14日 、

開催 された l Eighth

Conference on the A一

pplication of Accele―

r a t o r s  i n  R e s e a r c h  a n d  l n d u s t r y 及び 2 .第9回

International Serninar on lon一Atom Collision

(1985年 夏、米国アリゾナ州で開催予定)の Steering

Committeeに 出席 した。

1 こ の会議は二年毎に開かれ、標題の示す通

り加速器を使った研究 (加 速器の研究 も含む )か

ら応用まで多岐にわたる分野をカバーする。この

ため、組織委員会 もResearch SessionとI ndust―

五al Sesslonのそれぞれに対 して作 られている。

この会議に出席 L/たのは今回が初めてであったが

その密度の高さにいささか驚いた。内容が広 く、

多いのに反 し、会期は3日 間であるため、いくつ

ものプログラムが並行して進められる。年前の

sessionは9時 から12時 頃まで、年後のsession

を操作し、カエルの卵に、新たにACh受 容体を発

現させ、その生理機能を検討することにより、AC

h受容体の分子機構を解明しようとする試みで、

このneldでは、各国の研究重の一歩先を行ってい

ることもあり、終会後 も多 くの方々か ら質問や、

おほめの言葉を頂いた。全体 としての印象は、講

演者や、質疑の内容の程度は高 く建設的な意見が

目立った。又講演者、聴衆 とも、よくリラックス

してお り、ウイットやユーモアも混えて、終始な

ごやかに進められた。この点、日本の会合は、多

少堅苦 しい傾向があるように思われる。座長の制

度などにも多少改善の余地があるか もしれない。

最後に、援助下さった山田科学振興財団に心よ

り御礼申し上げたい。

2 9 5

アメ リカ、 8  t h  C o n f e r e n c e  o n  t h e  A p J i c a t i O n

of Accelerators in Research and lndustry 他

理化学研究所  粟  屋  容  子

は 2時 か ら5時 頃までであるが、 2日 目はこれに

加 えて夕方のsessionが 7時 か ら9時 半～ 10時 ま

で開かれた。各sesslon共、原則 として座長は一人

がず っと受け持 ち、休憩時間はない。一人の講演

時間は 20分 乃至 30分 である。また二 日目の年後

には、poster sessionも開かれた。 し たがって夕

方のsesslonが 終 ってか らposter sessionに 参 加

す る人 も多 く、会場であるNorth Texas State

Universityの Unionの 建物 と、ホテル間の連絡バ

スの最終便 を気にしなが らの討論であった。

初 日の年前 を除いては、先に述べたようにプロ

グラムは 5～ 7本 立てで進行す る。扱われた主な

テーマは、Atomic Physics,Nuclear Physics,

Accelerator,Technology, Ion IInplantation,

Synchrotron Radiation Source ExperiI■ ent,

Trace Element Analysis, Activaton analysis

and Bulk Analysis, Charged Partcle MllCr―

oprobes and Ultrasensitive Beam Tech拭 queS,

Radiatlon Theraphy, Accelerator Production
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of Medictt RadioisOtopes等である。

私は、二 日目のAtomic Physics and Related

Phenomenaの sessionで ``Target Atornic Nur

mber Dependence of Simultaneous K― S hell

a n d  L―S h e l l  l o t t z a t i o n  o f  P r o j e c t i c l e  H e a v y

lons"と いう題の講演を行った。理化学研究所の

重イオン線型加速器で加速した33MeVArイ オン

が種々の団体薄膜 (単一元素 )を通過する際放出

するArの KX線 スペク トルを高分解能で測定した

結果についての報告である。解析して得 られたス

ペク トルを特徴ずけるいくつかの量が、薄膜を形

成する元素の原子番号に対 し振動的に変化する。

その依存性とその解釈について述べたが、幸い多

くの関心が示された。夕食時、夕食後にもこれに

ついての議論を行ったが、私にとって大変有益な

ものであった。

このAtomic Physics and Related Phenome一

naの sessiOnの講演は、 この会 議の中で群 を抜い

て数が多 く、一 日目の年後か ら最後の日の終了時

までずっとこの名のsessionが開かれていた。更に

Atomic PhySics Theory, lvttany E lectron E ffe―

cts in Atomic CollisionといったsessiOnもあ

ったため、原子物理の分野ですでに二つのプログ

ラムが並行してしまう。その他にも面白そうな話

題 もあったが、全部をきくことは出来ず、残念だ

った。せめてあと一 日会期を延長して、重複を避

けて もらえたらよかったと思 う。

本来ならば、興味深かったいくつかの講演の内

容を紹介するべきであろうが、紙面にも限 りがあ

る。この会議のアブス トラク トは
“
The Septem―

ber 1984 Bulletin of the American Physical

S o c i e t y ルに載ってお り、p r O c e e d i n g s はN u c l e a r

lnstrunents and Methods(April,1982)に 掲

載される予定なので、最 も印象の深かった講演を

挙 げるに留めることにする。
“
Interference E ffects

in Quasi Molecular X一Ray E mission"一 H.

Sch■lidt――Boecking, university of Frankfurt.

2  The Steering Comlnittee of Ninth ln―

terna位onal Seminar on lon一 Atom  Collislon

(9 th一ISIAC)

I S I A Cと呼ばれるこの国際セ ミナーは、I n t e r―

nattonal Conference of the Physics o n Ele一

ctro苅c and Atornic CollislonsしD satellite m併

etingとして二年毎に開催 される。次回は 1985年

夏米国ア リゾナ州で開催 されるが、 この委員会 は

その開催 日と扱われるテーマを最終的に決定す る

ために開かれた。委員会は、先に述べた 1.の会議

の第一 日目の昼休み、 12時半～ 2時 に開かれ、出

席者は 2名 の委員の内の約半数、米国、アルゼ ン

チン、 フランス、 日本、ノル ウェー、西独等か ら

参加 した。 日本の委員は二名であるが、出席は私

のみであった。前 もって全委員か ら集め られたア

ンケー トをもとに、開催 日は 1985年 8月 2日 及

び 3日 に決め られ、 この際話題 として取 り上 げる

テーマとして次の ものが決め られ、合せてdiscll

ssion leaderも決めた :Multiple electron prO―

cesses, c01lision processes with high velo一

city, laighly charged ions,Quasimolecular

and atomic representations for  collisions,

Relativistic effects, Laser一assisted c01lislons,

R ydberg state charge exchange, experiments

with state selected paralneters, Hot Topics.

どちらの会に出席す ることも、私にとって大変

有意義であった し、 日本での加速器 を使 った原子

物理学の研究 を多 くの国の人に知 って もらうため

の一助 もな し得たと思 う。 この機会 を得 ることを

可能にして下 さった貴財団に深 く感謝す る。
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1 9 8 3年 1 1月、バ ンガ

ロア (イ ン ド)の I ndian

lnstitllte  of   Science

(Molecular Blophysics

U対 t)の Sasisekharan教

授より手紙がとどいた。 1984年 12月 17～ 22日

に、生体分子の構造と相互作用についての国際シ

ンポジウムを開催 したので、国際組織委員 (ア メ

リカ、ソ連、日本、フランス、イギ リス、 ドイツ

およびインド)に なってほしぃという。同教授と

は、 1961年 のマドラス国際シンポジウム以来の

1日知の仲でもあり、引受けることにした。 1984

年 1月 の手紙で、日本か ら(講演依頼の含みで )

の参加依頼者 12名 の名前を知 らせてきたが、 往

復の旅費は用意できないとのことであった (こ の

頃は、このようなことが普通であって、招待講演

者でも旅費の正面になやむ )。12名のうちで、名

古屋大学理学部の坂部博士 (夫人同伴 )、東京大

学薬学部の三井博士および私が出席 した。

12月 17日 (月)の年前 9時 、開会式があり、組

織委員長のSasisekharan教授ほか 3名のインドの

科学者の挨拶 とともに、外人の出席者 として、私

が挨拶 した。日本に対するインドの人々の期待の

あらわれと思 う。そのあと5日 間、生体分子のコ

ンホメーションの理論、生体高分子の動的性質、

分光学的方法による生体分子の相互作用、生物活

性モデルの合成 と物理化学的性質、生体膜の構造

などについて、招待講演、 2会 場に別れての講演

4-4302

インド、生体分子の構造 と相互作用の国際シンポ

ジウム

東京大学    宮  沢  辰  雄

発表、ならびにポスターによる一般発表があった。

このシンポジゥムの一ケ月ほど前に、ガンジー首

相が暗殺され、インド国内の騒乱状態が報道され

たこともあって、外国か らの出席予定者の中には

参加を見合せた人がかな りいたようである。それ

でも、日本、アメリカ、イギ リス、カナダ、ソ思

ドイツ、フランス、イタリー、オランダ、イスラ

エルなど多彩であった。とくに目立ったのは、ソ

連か ら十数名の出席者があったことである。坂部

博士はインシュリンについて極めて高分解能のX

線結晶解析、三井博士はタンパク分解酵素とタン

パク1性インヒビターとの複合体の結晶構造解析に

ついて講演し、私はタンパク質生合成過程におけ

る転移 リボ核酸のコンホメーションと機能につい

て特別講演をした。

シンポジゥムセッションは年後で終 り、その後

は夕食会あるいはインドの音楽 と舞踊の催 しもの

であって、滞在を楽しめるように配慮 してあった。

国際シンポジゥムに出席するインド科学者は、極

めて恵まれた境遇にある人々である。それに対し、

ボンベイの市内などでは、恵まれていない人々の

余 りにも多いのを見て心を傷めつけられる。そし

て再び日本にもどって、いかにも豊かそうに見え

る人々を眺めて、これで果してよいのであろうか

と考えこむ。私にとって、ィンドにおける国際会

議に出席したのは、4回 目であるが、それでも強

い印象をあらたにした。援助を受けた山田科学振

興財団に厚 く御礼申しあげる。
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84-4303

アメリカ、 1984年 環太平洋国際化学会議

大阪大学 村 買ほ田

助を得て出席した。

昭和59年 12月 16日～

22日 、 ホ ノルル市 にお

いて 1984年 環太平洋国

際化学会議が開かれ、私

は山田科学振興財団の援

本会議は化学の から応用に至るすべての分

加および環太平洋諸国か ら

者があって極めて盛会裡に

mposium on Celel〕 ratiOn

of 30 Years of lilten/s Charge一 Transfer

Theory"お よび
“

ymposlllm on The Ch一

emistry of Theo ly lnteresting  lviole―

ctlles"の二つの シこポジゥムでの招待講演と、後

者の組織委員を務め べ く出席 した。

Mulliken S ym umで は、予定 されていた

Mullilten教授の出 景高齢のため実現 されなかっ

った。しかし同教授の提唱

ン1性錯体の得 られることを述べて大 きな注目を集

めた。

一方、TheOreucally lnteresting Moleculesの

シンポジウムでは、一般の応募講演なしに、米国

より7名 、カナダより3名 、日本より4名 の有機

化学者による招待講演のみが行われたが、現在こ

の分野の指導的立場にある研究者が一堂に会 して

の本シンポジウムは極めて迫力に満ち、 2日 間に

亘って終始多数の聴衆を引きつけて活発な討論が

行われた。私は一電子の授受を極めて受け易い炭

化水素の分子設計と合成、並びにそれらの化学性、

物理性について発表し、このような両性炭化水素

がフェナレエル系を基本骨格として設計され得る

ことを指摘 した。

この他、本シンポジウムでは理論的に興味ある

分子として、高度の歪みをもつ分子、非ケクレ型

分子、シクロファン類、ギャー分子と相関異性現

象、特異な環状共役系分子、カルベン中間体、な

どが取 り挙げられて今後の研究の方向が示された

と共に、その発展のための重要な示唆が与えられ

たといえる。

シンポジウム組織委員の一人である米国のW声

berg教授が会の冒頭に指摘 されたように、有機化

学における本分野は天然有機化合
lfmと異って、標

的化合物を合成する迄はその性質は 一一推定はで

きて も一一未知である点で、合成的に極めて魅力

的であると同時に、新 しい分子の出現によって得

られる新規な知見は、化学のみならず関連基礎科

学の進歩に重要な貢献をしうる点を参加者一同が

再確認した。なお、この分野での国際会議の必要

性が真剣に議論 されたことを付記して報告書としたい。

野を網羅 し、日、米

3600名 を超える参

終了した。私は “
S

たことは誠に残念で

された電荷移動理論

学の中での極めて重

ることが、広範な問

瞭に示 されたといえ

素骨格にドナーとし

を、またアクセプタ

子内電荷移動化合物

ける基底状態での相

での電荷移動遷移の

的に明確に示す と共

の固体物性について

TTF― TCNQ骨 格

ミ、lla理、物理化学、有機化

な指導理念 として生 きてい

を取扱った講演によって明

。私は三次元的な堅固な炭

ベンゼンまたはオレフィン

としてTCNQを 組入れた分

合成 と、これらの分子にお

作用が対称性禁制な軌道間

在を置換基効果により実験

、これらのTCNQ化 合物を

研究を発表した。なかでも

もつ錯体 として初めてイオ

用いてTTF類 と 子間電荷移動錯体を作 りそ
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このたびソ連邦科学ア

カデ ミー所属原子核研究

所の招 きに応え、財団で

援助をえて 1984年 10月

7日 ～ 10月 20日 の 2週

間にわた り同研究所に滞在 して研究交流を行い、

また研究所附属のニュー トリノ観演」所 (コ ーカサ

ス )な らびに中間子実験所 (メ ソン 。ファク トリ
ー )の 研究活動や建設状況を視察 した。

研究所のセ ミナーでは 「クォーク ・レプ トンの

第 4世 代の存否をめぐる諸問題」 と題する講演を

行い、素粒子統一理論から予測されるクォークや

レプ トンなどのフェル ミ粒子の質量上限値 と 「世

代」数の可能な上限値とを関連づけた考察を報告

した。

ニュー トリノ観測所はモスクワか ら南方に2時

間はど飛んだ地点から車で 2時 間あまり入ったバ

クサン川の上流にあり、コーカサス山系の中腹標

高 1800mの ところから数キロメー トルの トンネ

ルを掘 りすすみ、山中に数階建ての巨大な実験室
・研究室を設けてニュー トリノの精密実験を本格

的に展開しようとする野心的な計画で太陽ニュー

トリノの強度やニュー トリノ振動の測定などを試

みるため40名 の物理学者をふ くんで 300名 のス

タッフがいた。

他方、中間子ファク トリーは車で 40分 程のモ

スクワ市郊外の自樺林の中に位置し、そこは附近

4-4306

ソ連、素粒子の統一理論 と下部構造の模型 につい

て

京都大学    牧     二  郎

には他の分野の研究所 もいくつか集結 している研

究所団地とでもいうべ き所であった。ここでは、

600 MeV力 〉つ大強度の線型加速器を (地下に )

建設中で、完成にはあと数年かかるのではないか

と思 う。米国ロス ・アラモスのローガン博士 もこ

こにしばらく滞在して建設にいろいろの示唆を与

えたという。大強度のパイー中間子ビームか ら生

ずるミュー粒子の崩壊やニュー トリノ反応の稀事

象 (rare evellts)を丹念に調べ上げて素粒子物理

学の最近の基礎的な問題にたいして も地味ながら

重要な実験的手がか りを提供 しようと意気込んで

↓ヽる。

話が前後するが、セ ミナーの行われる研究所の

本部 (モ スクヮ市中 )は レベデフ研究所の音の実

験棟の一部をもらい受け、内装に手を入れた質素

なもので、所長 A.N.Taukhelidze教 授、 副所長

V.A.Matueev教 授を頭に約20名の理論物理学者

がいる。大部分が30才代かそれ以下の若いグルー

プで、 1981年 に陽子崩壊にたいするモノポール

(磁気単極子 )の 触媒効果を理論的に発見して名

を馳せたA.Rubakov博 士などは28才の若さである。

10月 14日の日曜日はロシア正教の祭日で、 モ

スクワではこれを境に秋か ら冬に入 り、この日雪

が降れば厳寒の報らせだと聞いた。滞在中に迎え

たその国は終 日みぞれ混 じりの小雨であったから、

このモスクワの冬をどう予言すればよいのかと考

えこんだような次第であった。
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ソ連、第 3回量子重カセ ミナー

この度、10月 23日～

25日の 3日間、モスクワ

で開催された、ソ連科学

アカデ ミー主催第 3回量

子重カセ ミナーに出席 ・

招待講演のため、渡航 した。量子重カセ ミナーは、

ソ連科学アカデ ミー原子核物理部長であるM.A.

マルコフを組織委員長として、 1978年 12月、

1981年10月 に開催され、今回は第 3回 になる。

私は第 1回 から、日本か ら唯一人の出席者として

参加してきたが、いずれも、外国か らの招待者約20

名 とソ連国内か らの参加者約 100名から成 り、外

国人招待者ほぼ全員と国内からの招待者約 20名、

合計約 40名 の招待講演があった。 そ の顔ぶれに

は、米国か らのB.ド ウィット、」.ハ ー トル、R.

ワル トや、英国のS.W.ホ ーキンや、カナダのW.

G.ウ ンルーや、ソ連国内のM.A.マ ルコフ、E.S.

フラドキン、V.I.オジヴェッキー、G.A.ヴ ィル

コヴィスキー、V.A.ベ レツィン、Vt A.ク ズ ミ

ン、S.G.マ マエフ、V.P.フ ロロフ、A.A.ロ グ

ノフ、Ya.B.ゼ ル ドヴィッチ、A.A.ス タロビン

スキー、A.D.リ ンデ、V.A.ル バヨフ等、 量 子

84-4

山田科学振興財団の援

助で、アメ リカ合衆国ハ

ワイ島マウナケア天文台

にある、NASAの 3メー

トル赤外線望遠鏡 (通称

東京大学 寺

重力理論の分野でも世界の超一流の理論物理学者

が並んでいて、講演内容 も、量子重力理論のみな

らず、 「量子宇宙論」力〉ら 「超大統一複合模型」

まで、現在の宇宙論と素粒子論の最先端をすべて

含む広いものだった。私は、 「原幾何学による超

大統一複合模型 (Supergrand Unined cOmpo一

Ste Model in Pregeometry)」という題で、素粒

子の強 '電 ・弱三カの大統一ゲージ理論と、重力

の一般相対性理論を含む、超大統一理論が、レプ

トンやクォークのみならず、ゲージ場や時空の計

量 も又、より基本的な粒子 (サブクォーク又は元)

でできているとする、統一元模型において、建設

されることを、量子原理 と相対性原理の二原理 と

基本長仮説 と複合性仮説の二仮説に基づいて、 も

っとも簡単な模型まで具体中に提示し、明らかに

した。講演内容はプロシーディングズとして、来

年中には、ワール ド・サイエンティフィック出版

社か ら出版される予定で、セ ミナーでの活発な議

論と合わせて、この学問分野の今後の研究の発展

に大変役立つことと思 う。

貴財団からの派遣援助に深 く感謝する。

310

アメ リカ、

東京大学

赤外未同定発光バンドの高分解能観測

測を行った。われわれは、電気通信大学のグルー

プとの共同研究で、赤外域で天体に発見されてい

る木同定バンドのいくつかは、室内実験で合成 さ

れた急冷炭素質物質によるという仮説を提案 して

きた。今回の観測は、この未同定バンドのうち特

に、 33、 34μ mの バンドを高分解能で観測 し、

室内実験で得 られたスペク トルとの詳細な比較を

純英澤

敬中尾

I R T F )により、

能観測」という

「赤外未同定発光バンドの高分解

テーマで、ハワイ大学との共同観
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行い、未同定バンドを解明するのが目的である。

特に、各天体間でのバンド強度、形状の相違、及

び一つの天体内での場所による変化等を観測する。

ハワイ大学からは、高分解能分光装置を開発 した、

IR TFの スタッフのAlall Tokunaga博士、研究者

の KHs Sellgren博士、研究員のRobert Smitll

博士、大学院生のDarren DePoy氏 、及びエンジ

エアの」ames Harwood氏 が参加 し、 私 を加え6

人の大グループであった。

高分解能分光装置は、最近完成 し本観測が初の

天文観測である。高分解能のスペク トルを必要と

する理由は、室内実験のスペク トルとの詳細な比

較、特に天体間あるいは天体内での変化の検討が

精密な同定のために必須であることもあるが、こ

の波長帯には、地球大気の妨害が多少 ともあり、

これ らを除去するために、高分解能のスペク トル

が不可欠なためである。

今回は、当初割 り当てられた 3日 間の観演」日の

あとの望遠鏡整備のための 3日 間も、観測に使用

することが許可され、計 6日 間の観測日を得た。

望遠鏡は、海抜 4200メ ー トルのマウナケア山頂

にあるため、高地の環境に慣れるため、少なくと

も観測の 1日前か ら中間宿泊地のハレポハフに滞

在することが義務付けられている。私は、 2日 前

の 12月 12日 に到着 し、装置の説明をうけた。翌

日は山頂で、分光器の調整、14日 は、分光器を望

遠鏡にとりつけ、つなぎ込みをテス トした。巻雲

84-4

の多い日で、観測は中止し、装置の調整を集中的

に行った。15日は、初の観演」という期待をしたが

望遠鏡の制御に トラブルが生 じ、結局この夜は望

遠鏡を使用できなかった。 16日、 17日 とも、雲

の多い夜とな り、標準星のスペク トルをとる等の

装置の性能テス トを中心に行い、本格的な観測は

できなかった。 18日は、天気が最悪とな り、夜半

からは雹が降るという天候状態で、観測は全 くで

きなかった。 19日 前半夜は、かな り良い条件の夜

空となったが、再び望遠鏡の制御に トラブルが生

じ、夜半一時頃まで修復できなかった。このあと、

やっと目的の星 「赤い四辺形 (Red RectangLta刺

を観演」したが、残念なことに、天気が完全に回復

しておらず、充分な観演1は行えなかった。①マウ

ナケアでは珍しい悪天候②望遠鏡制御の トラブル

③初観測ということで装置の調整にてまどったこ

と、と三つの悪条件が重な り、期待していたデー

タを得ることはできなかった。しかし、目的のス

ペク トル観測 も1回 はでき、実際の観測に立会え

たことは有意義であった。 21日には、ハワイ大学

でTolt■lnaga博士 らと今後の共同研究などの進め

方を話し合い、観沢」と実験の比較についても充分

議論することができた。この共同研究は、 1985

年以降 も続けてゆく計画で、実際すでに6月 には

次の観演」日を得ている。今回の観測で得た経験を

生かし、より良い共同研究が進むものと期待して

いる。

311

ソ連、低及 び中間エネルギーにおける原子核の電

磁相互作用に関す る第 6回 セ ミナー

東北大学 庄  田  勝  房

めた。セ ミナー終了の翌 日は原子核研究所の電子

加速器の研究室に招かれ、見学と討論を行った。

このため12月 9日に日本を出発し、12月 14日 に

帰国した。

このセ ミナーはソ連邦科学アカデ ミーが主催 し

て 1967年 から隔年開催 されてきたもので、会議

の運営は同アカデ ミー原子核研究所の関係分野の
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研究者が行った。参加者はソ連邦各地から参集し

た研究者約 150名の他、アメリカ、イギ リス、西

ドイツ、フランス、イタリー等約 10の 外国か ら

約 20名 の研究者が参加 した。 日 本か らの参加者

は自分一人であった。会場は研究所の大ホールが

あてられ、英語→ ロシア語、ロシア語→英語の同

時通訳がイヤホーンを用いて行われたので、外国

か らの参加者にもソ連の講演者の講演内容を理解

する事が出来た。

本会議には原子核の電磁相互作用に関係するソ

連邦の主な研究者が参加し、各分野の中心 として

活曜 している世界の主導的研究者を招へいして実

施するもので、各講演者は夫々の分野の進歩を含

めて報告 しそのあとで活発な討論が行われた。自

分は 「原子核か らの中間子の光生成」について40

分の総合講演を行った。

自分の行った講演の概要は、先ず原子核の /線

吸収及び 77+中間子の光発生における原子核の影

響を述べ、次に原子核か ら光発生するπ士中間子

の角分布等から原子核構造を研究する方法と結果

について概説した。この研究は東北大学が主導的

に発展させたものである。最後にπO中 間子の光

発生の現状、Kt中間子の光生成によるハイパー核

の研究の重要性について述べ、現在計画されてい

る高エネルギー大強度の連続 ビーム加速器による

将来計画についてこの研究が同時計数をとるπ士

の実験と共に非常に重要なテーマである事を強調

した。

他の講演者の講演において も最近の研究成果が

議論されると共に将来計画について検討が行われ

講演後の討論を含めて非常に有意義であった。ま

たソ連邦のこの分野の研究はこれ迄発表 された論

文以外に知 り得なかったが、この会議において最

近の発展についての講演をきき、更に個人的に討

論することによって良 く理解する事が出来た。会

議の内容についてはプロシーディングスが発行さ

れることになっている。

我々の研究 しているπ土中間子の光生成につい

ては日一米一韓三国間の共同実験をも進めて来た

が、理論に関してはこれらの国々の他にヨーロッ

パ、インド等他の諸国の研究者 も研究 してお り、

特にモスクワ原子核研究所にも活発に研究を行っ

て来たグループがあり以前から手紙による検討を

行って来た。会議出席の他、このモスクワグルー

プと彼等の理論の結果及び我々の実験結果を検討

する等盛んな討論を行った。これらの討論は会場

だけでは不十分であったので、会議終了後或は自

分の部屋に彼等が来訪 し或は彼等の自宅に招待 さ

れた際時間をもうけて議論を行った。これにより

従来の研究の詳細を検討し今後の研究の目標につ

いて意見を交換出来た。

会議終了の翌 日は原子核研究所見学に招へいさ

れ研究の現状を視察 した外これ迄の我々の仕事 と

関係 をもつ研究者 と討論した。これは会議そのも

のと共に有意義であった。

以上この会議の出席により予期以上の成果を得

る事が出来た。このような貴重な機会の実現を可

能にしていただいた山田科学振興財団に心か らお

ネしを申し上げる。
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||1  会
は12月4日～ 7日 ネ

||| バ
ダ州の リノ市で開催 さ

|| れ た。分科会形式で、一

掛 蟹薔 欺 盤 謂 T

午後にはposter sessOnが行われた。 分 科 は、

Vacuu■l Technology, Surface Science, Thin

Films, Electronlaterials &Processing,Fusion

Techn010gyな どである。 会 議形式で参考 となっ

た点は、poster sesSOnの開始にあた り、研究内

容紹介が一般講演形式で行われたことである。発

表時間は各 5分 間であったが、研究の動機や結果
の概略についての情報交換の機会として有意義で

あった。国内の学会でもこうした形式を採用 し(す

でに採用 している学会 もあると聞くが)、情報交換

が短時間に、かつ適確に行われるよう工夫すべき

であろう。

さて、筆者の専門である表面1/」理 ・表面結晶学

に関連 した内容はS urface ScienceやElectroma―

terials&Procesdngの分科で扱われていた。

S llrttce Sdenceの分科では、surface S tructure

(表面構造 )と いぅテーマが取上げられ、表面構

造研究法についての招待講演 (M.Aono,K.

Takayanagi)を含み シリコン・ガ リウム枇素など

半導体や金属の清浄表面の構造 ・界面構造につい

ての研究成果の一般講演があった。この研究分野

は、走査 トンネル顕微鏡法 (sTM)と いって表面

原子配列構造の 「レリーフ像」を見る表面研究法

が最近開発され、さらに新 しい研究法の開発が試

みられ急激に活発となってきてぃる。本会議でも

直衝突イオン散乱分光法 (Iclss)、高速イオン散

乱分光法 (RBS)、 希ガス吸着原子 プ ロー ブ法

(PAX)、 電子顕微鏡一回折法 (EM― ED)な ど

の手法の紹介があった。興味深いことは、これら

の新手法のすべてが si(111)表 面の 7× 7超 格

子表面構造―Si(111)-7× 7-の 解析に試み

313

アメリカ、アメ リカ真空学会第31回国際真空シン

ポジウム

東京工業大学  高  4」l 邦  夫

られていることである。この再配列構造の解析は、

実際、表面結晶学研究の一つの トピックである。

この表面再配列現象はすでに 1957年 に見つけら

れたもので、その後今 日まで構造の 「謎解 き」が

挑まれた。しかし、この構造をつ くる 100ケ以上

の原子位置は容易に求められず、前述 した sTM

の研究やその後の集中的な研究でようやくその構

造の全体像が判 りかけてきている。本会議での報

告を整理すると、まだ議論する余地は残 されるの

だが、統一的モデルに一歩近づいてきたと言える。

我々の報告は、超高真空電子頭微鏡と回折法によ

るSi(111)-7× 7構 造解析であった。講演の

意義は、超高真空電子顕微鏡一回折法が表面構造

を原子レベルで明らかにする新手法で、従来電子

線回折による表面解析法として代表的手法であっ

たLEED法 やRHEED法 では得 られなかった表面

の情報を得る手段であることを示したことである。

講演のあとで聞いたことであるが、真空学会で表

面の電子顕微鏡観察が発表されたのは初めてで、

我々の研究報告は大 きな刺激になったとのことで

あった。また、si表面上にGeを モレキュラービ
ーム成長 (MBE)さ せた場合に大変特異的なふ

るまいをすることが報告 され (H.」.Gossmann

et a,)注 目された。通常Geは Siの 7× 7構 造

表面に一原子層程度つ くと5× 5構 造を示すと言

われているが、Geを 急速に蒸着するとこの 5× 5

構造は現れず 7× 7構 造 とな り、さらにGeが 100

nm程 の膜厚!になって もこの 7× 7構 造が表面に

生 じてGe固 有の 2× 8構 造は現れない、言い換え

ると、Geは siの 表面の 7× 7構 造に擬似成長す

るという大変興味深い内容であった。この他、走

査型RHEEDに よるSi(111)男 開表面の 2× 1

構造の観察 (P.A.Bennも tt et a.)やGaAs表 面

構造をMBE法 で制御する報告など個々の報告ケ」

を枚挙すると数限 りない。Electromaterials &

Processingの分科で扱われた表面 ・界面の問題は
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半導体 ・金属界面構造の研究が目立った。とりわ

け、GaAs一 金属界面に関してのSOR光 を利用

したX線 定在波法による研究が注目された。国内

における同種の研究が後塵を拝す状態であるのが

残念である。

総 じて、今回の真空会議における表面 ・界面構

このたび山田科学振興

財団の援助により、イン

ドのタタ研究所主催の

「物性論と場の理論にお

ける完全可解系に関する

冬の学校」に参加 した。

期間は 1月 30日 ～ 2月 12日 、ボンベイか らバ

スで 7時 間の高地パンチガニにあるMRA(moral

re一armalnent)本部において行われた。出席者は、

講師としては、サザランド(米)、ファデーエフ(ソ

連)、タクタジャン (ソ連)、コレーピン (ソ連)、

ドベガ (仏)そ れに日本か ら私が加わ り、オラン

ダ ・イギ リスか らの学生の参加 も含めて全体の出

席者は約 50名 であった。冬の学校 と題する通 り、

研究者間の最新の成果の発表よりも、ここ数年間

のこの分野における成果を実際にその推進に携わ

った研究者が解説するという点が主眼であり、少

数の講演者による連続講義という形式が取 られた。

以下個々の講演内容につき簡単にふれたい。

第 1週 は、サザランド、私、 ドベガが受け持っ

た。サザランドはハバー ド模型を例に、ベーテ仮

説によ り量子可積分系を扱 う方法を解説した。第

3回 目だったと思 うが、前日までの内容について

休憩時間等に受けた質問を整理 し一つ一つ答えて

いた。通常の研究集会 と比べて時間的余裕のある

今回の形式では適切であった。私は2次 元イジン

グ系の相関函数について 3回 、ソリトン理論につ

いて 2回 の講演を行った。第 1週 は夕食後の講演

造の諸問題は、基礎的研究成果 と高精度の表面解

析法の開発に大きな関心が もたれていた。なお、

会議報1告は」ourna1 0f Vacuum SCi.&Techn.,

May/June,1985に 刊行予定である。

最後|に、この貴重な機会を与えていただいた山

田科学振興財団にお礼申しあげる。

84-4315

インド、物性論及び場の理論における完全可解系

に関する冬の学校

京者再泳〔学  三 輪 哲 二

が組まれていなかったので、参加者の中の数人の

グル…プが毎晩私の講演内容の復習会をやってい

た。私は第 1日 の前の晩、下痢と高熱のため眠る

ことができなかった りで最悪の体調であったが、

彼 らの熱心さは大いに心強かった。 ドベガは彼を

中心にパ リで行われた研究を紹介していた。私は

4月 か ら3カ 月間パ リに出張の予定であり、その

前に彼 と話 し合 う機会が持てた事は貴重であった。

第 2週 は、ファデーエフ、タクタジャン、コレ

ーピンが、レエングラー ドで開発された量子逆散

乱法に関して講演を行った。ファデーエフは、可

解なスピン系、ソリトン理論、非繰型シグマ模型

につきYang― Baxter方程式による方法を解説 し

た。タクタジャンは、Baxter模型を出発点に、ベ

ーテ仮説の代数化、XXX模 型の解などについ て

解説を行った。彼の講演は、大変明解であり聞き

易かった。コレーピンは 1次元ボーズ気体の相関

函数の計算について話したが、現在進行中の仕事

でもあり難 しい点が多い内容であった。

以上が主な講演であり、この他にインドの研究

者によるいくつかの講演があり、間に遠足などが

あったとはいえ、 2週 間かな り密なスケジュール

であった。種々の都合で、現在脚光を浴びている

conformal理論についての講演がなかったのは残

念であった。その事も含めて、今回の集会は、新

しい結果の発表より、基本的な成果の理解という

面に重点が置かれていたわけで、集会の参加者に

とっては納得いく理解が得 られたという点で評判
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がよかつた。日本において も、今後はこのような

形の学校が開かれれば、新進研究者育成に重要な

役割を果たすであろう。

8 4 - 4 3 2 5

オース

京都大学

物理化学における理論 と実験の
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and experiment
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energies could be predicted to an accuracy of O.l eV. This is

good enough to help greatly in the identification and
interpretation of photo91ectron and other spectra. Schaefer was

dealing with the structure and vibrational spectra of various

novel polyatomic clusters′  usually containing a cation′  which are

now beュ ng discovered in increasュ ng numbers. On the other hand′

Burton described the problems of calculating the intermolecular

forces and showed that′  to get good accuracy in these small

terms′  very elaborate calculations were necessary.
Some contributions were closely related to Craig″ s own

interests. Thus Walmsley and Fischer talked about exciton― phonon
coupling in molecular crystals.  Thirunamachandran and W± 1liams

descrttbed novel types of optttcal activity involvttng chiral

solvents. Markey emphasised that chemical reactions involving

molecular crystals occur at defects…  a princttple of importance to

molecular engineering―  and showed hc)w calculations can be used to

determine the molecular configuration around a defect. The

calculation of reaction rates themselves was discussed by

Murrell, Pritchard and Larkins.

There were many papers on other topttcs. Two that appealed to me

because of their novelty were tl■ e account of the chemical

reactions in the atmOsphere given by Griffith and the discusstton

of character projection operators by Hurley.

A ma30r part of any ttnternational conference l土 ke this is the

opportunity ttt gives of meetttng anCt talking privately to people

working on the same problems. This was no exception. I talked′

for exampler to Buckttngham about his molecular models compared

with ours and hope to be able to convince him that our methods

are better. 工  also talked to Radom  and Murrell about reaction

surfaces ―  a sub3eCt 工  am develく〕ping here with some of my
students.  An advantage of a c,onference which includes

experimentalists is that new problems are presented which can

become starting points for theory, I found several interesting

new problems, such as the curious non-1土 near structure of C30′

which tt shall be thinkttng about in the future.

This was my first visit to Austral主 a so l waS trying to

experience as much as l could in a short visttt. Apart from

Canberra l stayed brttefly in Sydney and Melbourn♀ . Everywhere

people were frttendly and helpful. In comparttson with 」 apan the

population is much less dense ana even in cities there is a
spacious feeling with public Pε LrkS alnd wide streets. The

university campus, where l stayed′  is large and well situated
beside a lake near the centre of Canberra and close to the new

government bu± ldings. It seemed to me a very l主 vely research

centre with many staff. TЦ e ReSea]cch School of Chemistry′  for

exampler has 41 Research Fel10Ws′  half of them from outside
Australia7 14 Postdoctoral Fellows′  again about half from other

countries, and 32 Vistttttng Fellowsr all with academic positions

elsewhere and mostly outside Australia. As would be expected′  the

output ttn books and research papc!rs from this large group of

researchers is very impressive. The possibility of more

cooperation between them and 」 apan was mentioned many times and

would have significant advantages to our work here.

Noi all the time in Canberra was devoted to the lecture room.We

had an excursion arranged one afternoon which took us to the
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昭和 58年 度長期間派遣成果報告

83-5021

フリーズフラクチャー法による骨格筋クロスブ リッジの観察

帝 京 大 学

派 遣 期 間

研 究 機 関

研究指導者

筋収縮の機構を説明する滑 り説で重要な役割を

しめるc ross―bridgeは、一般に収縮時に片 およ

びI―filament間に形成 されるmyosin分子のSl

部分からなる架橋構造として理解 されている。一

方すでに発表 されている論文中にみられる電顕写

真を注意深 く観察すると、伸長された筋線維の筋

節内ではI―filamentが 存在 しないA― 帯領域の

M一 帯を除く部分で隣接するA―filament 間 に

c ross―bridgeと よく似た架橋構造がしばしばみ

らオ■る。 こα)棒勢笙 (2ボ下
“interconnection力 と

呼ぶ)は A―I filament間の架橋構造ではないの

で従来の cross―brid geとは明らかに異なるが、

単離されたA―filament同士が会合することや溶

液のイオン強度や pHの 調節 によ り単離 された

myosinの Sl同 士が結合することが生化学的に明

らかにされてお り、対向するc ross―b五dge(また

はmyo韻n Sl)同 士が結合してA―出lament間

を架橋 しintercOnnectionを形成する可能性があ

る。 しかし、これまでのこの構造に関する1情
報は

専 ら化学固定、脱水、樹脂包理処理 した試料の超

薄切片像から得 られたものであり、この構造が試

料調製上のartifactではないことを確かめるため

には従来の方法とは異なるより良い手法による研

究が望まれていた。近年開発された試料の急速凍

結、 freeze一fracture,deep―etching,rotary一

shadowingの組みあわせによるreplica観察法は

従来の試料への化学処理過程を省略するばか りで

鈴 木 季 直

昭和 58年 4月 25日～昭和 59年 8月 18日

Center for Bloengineering, WD-12

School of Medicine

University of Washington

Seattle, Washington 98195 U S A

Prof Gerald H Pollack

はなく、観察に際 して超薄切片像に比 して一段

と優れた高い分解能を保証することが知 られてお

り、interconnectionの観察には最 も適 した方法

と考 えられる。本研究ではこの方法によリカエル

半腱様筋の mechanical skinned fiberにおける

微細構造を観察 し、intercOnnectionに関する以

下の知見が得 られた。

A―filament間のinterconnectionを観察する

ためにskinned fiberを様々の長 さに伸長 し、A―

帯におけるA一 ,I一両 filament間の overiap を

減少または完全に消失させた。Replica像 の観察

に先だって伸長 した弛緩筋を通常の方法で化学

固定し超薄切片像を観察 したところA―宜lament

間に多数の interconnectionと思われる構造が観

察 された。すでに述べたように超薄切片像ではこ

の構造は不明瞭でさらに微細な部分の観察は不可

能であったが、同じ生理条件下で急速凍結 した試

料の replica像ではA一filament間 に明瞭な

interconnectionが観察 され、後に述べるように

構造の正確なdimensionも演J定することができた。

異なる生理条件 (弛緩、収縮、硬直)下 で急速凍

結された試料のいずれの場合においてもA― nia―

ment間 にinterconnectionが観察 された。

in terconnectionは棒状の架橋構造で、そのdi‐

menttonは 筋節長やA―filament間 の距離によ

ってかな り変化するが、生理条件のちがいによっ

てそれが変化するという証拠はえられなかった。

-88-



各生理条件下の試料での平均値をまとめるとin‐

t e r c O n n e c t i O nのd i m e n s i o nサよ直径 5 . 0～6 . 5 n m、

長 さ24.0～33 0nmで あった。これは長構円体で

あるc ross―bridge(またはmyosin Sl)が二っ縦
に結合 した状態を仮定 した場合の大 きさにほぼ―

致する(actin nlamentに結合 した状態での単離
Slの dimendonは 直径 55nm、 長 さ12.Onmと

言われている。)intercOnnectionは しばしばそ
の中央部に接合面と思われる横断線を示す。この
こととdimensiOnがよく―一致することから inter_
connectiO nは隣接 したA― nlamentの それぞれ
より突出したmyosin Sl(c ross―bridge)同士の

結合によって形成 されるように思われる。
A一filamentの長軸に対 してintercOnnecttOn

のなす角度は弛緩、収縮、硬直筋間でほとんど差
異はなくほぼ直角であった。A―filamentにそっ
たinterconnectiOnの配夕Uはfilamentの全長に
わたって必ずしも常に規則的ではない。 しかし、
かな り規貝U的に配列 した部分でintercOnnec胡On
間の周期的間隔 (repeat distance)を測定 した場
合の値は約 44nmで あった。弛緩、収縮、硬直筋
間でのinterconnectiOnの出現頻度には大 きな差
異は認められず、A一filament lμmあ たりのin‐
tercOnnec↓ionの数は 26～ 29で あった。I一fila_
mentが 介在する場合、筋収縮時にA―filament

の軸方向にそって42 9nmご とにmyOsin slが突
出してA―I tt filament間にc ross―bridgeを 形
成すると仮定すればその数はA―filament l μm
あたり約 23と な り、これはintercOnnectiOnの

出現数とあまり差異のない値である。溶液のイオ
ン強度を下げると単離 Slの dimerizationが促進
されるという報告がある。intercOnnectiOnが

myosin Slか らなるものであれば低イォン強度下
ではその数が増加する可能性があり、低イォン強
度溶液で処理 した試料のreplica像を観察 したが

特にinterconnectlonの増加は認められなかった。
この予想に反する結果は、 しかし、前述の値が示
すように通常のイオン強度下ですでに最大数のin‐
tercO■nectionが形成 されているためと思われる。

interconnectiOnは無固定rn‐結試料の replica

像において鮮明にみられることから試料の化学固

定などによるartifactではなく実際に存在する構
造 と考えられるが、replica法 には新たにそれに

特有なartifactが生ずる可能性があり、これに関
して以下のように二三の問題点を検討 した。まず
不良凍結による氷晶がひきおこす構造破壊が考え

られるが、得 られたreplica像ではそのような痕
跡は認められなかった。凍結時に溶液中の塩類が

微細構造表面にinterconnectiOn様の網状 (また

は線状)構 造を形成することがある。そこで凍結
直前に5～ lo分 間蒸留水で洗浄した試料のreplica

像を観察 したところ、interconnectiOnが消失す
るようなことはなく、この構造が溶液中の塩類に

よるartifactではないことが確められた。ぃま一

つの問題点は、replica像 では対向する二つの突
起物が実際には互いに接 していなくてもあたかも
それらが結合 しているかのように見える可能性が

あることである。 しかし、stereO写真を詳細に解
析することによりinterconnection はその種の
artifactによるみかけの構造ではなく、隣接する
工つのA―filament間を実際に連結 している構造
であることが確認 された。

以上の結果から伸長 された筋節内ではA―fila_

ment間 にIIEかにintercOnnectionが形成 される
と考えられる。 さらに観察された構造上の特長か

らintercOnnectionは隣接 したA―filamentのそ
れぞれより突出した二つの対向するmyosn sl

(またはc ross―bridge)の結合によって形成 され
るように思われる。interconnectiOnの筋収縮機
構に果たす役割についてはstep―wise shortening

との関連性からこれを理解 しようとする試みがな
されているが目下推論の域を出ない。収縮機構に

直接関係するような動的機能としてではないが、
intercOnnectiOnはI―filamentが抜けたあとの
A―帯における不安定なA―filament格子の力学
的安定化のために役立っているように思われる。
これに関連 し′てintercOnnectiOnがC―protein
の A一filamentからの突出による架橋構造ではな
いかという考え方 もできるが、C―prOteinの分布
しないM― 帯に近い部分にもinterconnectiOnが

みられることからその可能性はないように思われ
る。 し力〉し、 目下、in t e r c o n n e c t i O nがm y o s i n
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Slか らなるという直接的証拠は得 られていないの

で、今後はより直接的な方法、たとえば免疫組織

化学の応用などにより構造組成を明らかにするた

めの実験が必要である。

最後に、今回の研究留学に際 して渡航費の援助

をいただいた山田科学振興財団に深 く感謝する。

生活メモ

O Seattleでは、特別な買物やぜいたくなことを

しなければ、 1ケ 月 1,000～1,200ドルで生活で

きる。但 し、単身渡米の場合。

○住居費は、学生のように共同生活(share house

の利用)に徹すれば月 80～ 100ドル位で済ませ

得る。

①渡米 1ケ月間位は、いろいろな買物のためかな

りの準備金が必要であった。幸いアパー トの契

約料は日本と違って 100ドルだけで済み、また、

家具付の部屋を選んで借 りたので、ベッド、椅

子、机等は買わずに済んだが、寝具、鍋、釜等

買い揃えた生活用品は可成 りの額にのぼった。

何 しろ渡米当初安い店を捜すのが大変だったか

ら。

○給与の支払は、渡米後、種々の手続が必要で (特

にSocial Security Numberを 貰わないと給

与支払がなされない)、最初の支給は6月10日で、

渡米后 2ケ 月近 く収入がなく、準備金が底をつ

いて困った。

①滞米中夏休みで渡米 した家族 とカリフォルエア

方面に旅行 し、また、テキサス、メキシヨ、イ

ギリ ス、フランス等への学会出張、共同実験の

ため隣の Canada Vancouverに何度かで力対すた

りで、大学からの旅費援助はいただいたが、結

局帰国した時点では、300万 円位の自己資金の

支出を余儀なくされていた。

○アメリカでの生活ではsale taxがかかることで、

定価の約 1割弱が税金としていつでも買物をす

るたびにかかる。また、レス トランでの食事な

どではチップが結構高いものにつ く。写真のフ

ィルム代、現像、焼付代等日本の 2倍 以上だ。

松 田 宗 男

昭和 5 8年 4月 1 6日～昭和 5 9年 1 0月 1日

LabOratory of Genetics

University of Wisconsin

Madison, Wisconsin 53706

U S A .

Prof.」ames F.Crow

ることを示 している。雄減数分裂過程の観察は、

雌のそれよりもはるかに容易である。

更に、本種は、特有の興味あるいくつかの性質

を持っている。その一つは、吉川が 1938年にす

でに述べたように高突然変異性である。吉ナ11(1938)、

森脇 (1938)以 来、我々及び米国のHintonが 研

究に用いた突然変異は、大部分自然に生 じたもの

である。他の種では、ほとんど自然集団中に観察

されない染色体の転座、転位、動原体を含む逆位

83-5035

アナナスショウジョウバエにおける雄組換及びi高突然変異性の分子遺伝学的研究

東京都立大学

派 遣 期 間

研 究 機 関

研究指導者

有性生殖をする生物では、主 として突然変異や

遺伝子間の組換によ り、新 しい遺伝子の組み合わ

せが生ずる。ショウジョウバエにおける、突然変

異及び組換の発生に関する遺伝学は、主に、キイ

ロショウジョウバエ(1)で行われてきている。

アナナスショウジョウバエ(H)には、減数分裂期

の染色体乗換由来の雄の組換が見 られ、他のショ

ウジョウバエとは異なる。このことは、本種が減

数分裂期の染色体行動の研究に好都合の材料であ
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等が低頻度なが ら多 くの自然集団で発見される。

更に、染色体の分離歪みを引 き起こす染色体や単

為生殖をする系統等も、自然集団中より発見され
ている。

近年、(1)のH yb五d dysgenettsと 呼ばれる現
象が広範の研究者の注目をあつめている。これに

は、P一M系 とI―R系 という二っの系が知 られて
いる。基本的には、両系の機構は似てお り、P因

子、 I因 子と呼ばれる転移因子が、Mも しくはR
と呼ばれる細胞質との組み合わせで活性化 され、
特異部位の高突然変異、雄組換、温度感受性不姓、
染色体の分離歪み、染色体異常等様々な現象を引
き起こす。すでに、P因 子、 I因 子 ともその DN
Aの 全塩基配列が確認され、それによる突然変異、
染色体異常の誘発機構解明に大 きな役割をはたし
ている。更に、P因 子が、それ自身、遺伝子のベ

クターとなることも証明され、遺伝子工学での利
用はめざましく、遺伝子発現の機構、遺伝子の構
造解析が大 きく前進することは間違いない。

P一M系 により、引き起 こされる諸現象は、(1)
に見られる現象と類似 している。我々は、特に、
高頻度雅組換 と高突然変異性をとりあげ、その詳
細な解析を進めるにあた り、(1)のH ybrid dys_

genettsで得 られた知見を応用することにした。
まず、(I)のP因 子が(1)の染色体に含まれている

かどうかを知る目的で、完全なP因 子(2907 bp)
を含むプラス ミッドPΠ 25。1の RNAを プローブ
として、突然変異性、雅組換制御遺伝子に関して

異る組成をもつ 6種 の系統(TNG,L8,Hw,BP,

BS,ct yfw)の 唾腺染色体に、 どzsル ″の交雑を

行った。しかし、すべての染色体にP因 子のプロ
ーブと交雑する部分はなく、本種には、P因 子と
hom010gOusな 部位はないことが判明した。この
ことは、 P一M系 と相同の ものが、(1)の諸現象を

引 き起 しているわけではないことを意味する。一

方、(1)が(1)の近縁種であることを考えれば、P因

子は、比較的新 しく(1)にintegrateされた可能性
が高い。

次に、本種に特有な転移因子が存在するかどう
かを知る目的で、2種類の実験を行った。①新生
突然変異を集め、挿入因子の有無を調べることと、

②細胞質困子が、雄組換、突然変異にどのように

関わっているかを調べることである。雅組換頻度
が高いことがすでに知 られている交配の Flで 、x

染色体上の四つの遺伝子座、 材 (cut wing),ノ

(yellow c01or bOdy),メ(forked bristle), ″

(white eye)で の可視突然変異をスクリーエン

グした。その結果、 16の ",一 つのy,五つのメ
の系統を分離することができた。分離 された σ″

突然変異系統の遺伝的背景を均―にし、異なる2

種類の細胞質との組み合わせで、復帰突然変異生
成を調べた。調べた条件下では、復帰突然変異体
は発見されず、確立 された突然変異は安定なもの
であつた。NIEHs(ノ ースヵロライナ州)の
Langleytti士にょり、本種の ご″ど座の一部DNA
のクローニングがされた。彼から、 約 12 Kbの

び″″十DNAを 含む、ファージct1 5の分譲をうけ、
そのBamHl断 片及びEco Rl断片 と、プラス ミッ
ドpuC-9を 用いて、サブクローェングを行った。
27 Kbか ら3 Kbの異なるDNA断 片を含む四つの
プラス ミッド、pct l.5α,pct l.5う,ct1 5α, ct
l.5みを得た。現在までのところ、pct1 5αの D
NAを プローブとして、cut系 統より単離 した核
DNAと Southem法 により交雑を行ったが、どの

突然変異系統でも、挿入DNAと 考えられるもの
は、見つかっていない。帰国後、残 りのプラス ミ
ッドを用いて、sOuthern交 雑を行 うために現在
準備中である。

正逆交配によって得 られるFlの雄の間で顕著に

な組換頻度の異なる2例 を発見し、その原因を知
る為の遺伝分析を行った。一つのは、TNGと Bs

の系統を用いたもので、雄組換頻度 と〃ど″″テタの

突然変異率で、TNG系 統由来の父親をもつ Fl

雄の方が、その逆交配によって得 られた雄より5

倍程高い。これは、母親から伝達される染色体外
因子 (一応 TM因 子と呼ぶ)が 、雄組換及び突然
変異の生成を抑制する働 きによるものであること
がわかった。TM因 子は、母親の第 2染 色体右腕
と第 3染 色体左腕に位置付けられる二つの優性遺
伝子により、その維持及び伝達が支配されている。
一方、第 2染 色体動原体の付近にある遺伝子(Res…

ponder i 沢夕5)は、雄組換に関しては抑制効果
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を示す。〃あ″姥 突然変異の抑制機構は、雄組換

とは異な り、R夕sは作用 しない。このTM― Res

系は、温度感受性であり、低温 (18℃ )ほ どその

効果は大きく、雄組換頻度は、高温 (29℃ )と 比

べ約 1/20になる。今までに調べ られた雄組換制御

因子は、一つの例外を除き、雌の組換価には影響

しない。し力>しながら、このTM― R es系 は例外

で、雌の組換頻度に影響 し、特に動原体付近にあ

る遺伝子間の組換を抑制する。このことは、この

系が本種の雄組換機構とlLt組換機構に共通である

ことを示 している。又、TM因 子による〃″″″″タ

突然変異に対する抑制時期は様々で、雄生殖細胞

及び受精後の卵においても見 られる。これは、TM

因子の行動を知る上で興味ある問題である。

又、別の 2系 統 L8と BPを 用いた正逆交配にお

いても同様の知見を得た。この系では染色体外因

子 (LM因 子)が、第3染色体右腕にあるRθ5-3

存在下で抑制効果をもつ。LM因 子の維持及び伝

達に関しては、第 2染 色体右腕 もしくは、第 3染

色体右腕の優性遺伝子のいずれか一つあればよい。

LM― Res3系 は、温度感受性であり、低温の方が

抑制効果は大 きい。 しかし、この系は〃″″″と夕突

然変異、雌組換の抑制には働かず、 雄の生産力

(producti宙ty)を低下 させる効果がある。残念な

が ら、生産力への影響については、解析が十分で

な く、どの時期で働いているのかはわかっていな

い。

今回発見された、TM― Res及 びLM― Res 3系

の知見は、(1)で最近得 られたコピア様因子の一つ

であるgypsyと s″(Irり)十遺伝子 との関係に類

似 しており、TM因 子及びLM囚 子が転移因子で

ある可能性を強 く示唆している。このことは、本

種にもいくつかの異なる作用をもつ染色体外転移

因子があり、突然変異、組換の生成及び妊性低下

等に対 して大 きな役割を果たしていると思われる。

TMも しくはLM等 の因子を分離 し調べることが

出来れば、組換、突然変異の生成機構解明への大

きな前進になると考え現在実験を計画中である。

さらに、(I)の雅組換、突然変異制御遺伝子の発

現を調べる上で、一つの重要な方法であるP因 子

の卵への注入実験を行った。これは、P因 子の本

種における、遺伝子のベクターとしての能力を調

べるものである。残念ながら、今迄のところP因

子が染色体にintegrateされた証拠は得 られてい

ないが、注入技術は十分習得することができた。

約 1年半の滞米期間中に、(I)の雄組換及び突然

変異!生成に関 して新 しい知見 (論文準備中)を 得

るとともに、いくつかの新 しい分子生物学の手法

を習得することが出来、今後の研究に大 きく役立

てることができるという確信を得た。 さらに、本

種を用いて活発に研究を行っている、ウースター

大学|(オ ハイオ州)の Hinton博 士、NIEHS(ノ

ースカロライナ州)の Langley博 士、サンディエ

ゴ州立大学 (カ リフォルエア州)の Futch博 士等

と会い、相互の研究成果について討議するととも

に、材料を交換する機会に恵まれた。今後進めら

れる彼等と、都立大学の戸張博士との間の共同研

究の計画 も具体的となり、まことに稔 りの多いも

のであった。このような機会を与えて下 さった山

田科学振興財団に心から感謝する。
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山 山 川 脚 中町 的 Ⅲ仙 Ⅲ 仙 出 m 抑山 J 叩町 町 " m 出Ⅲ 仙 F M 山山 ! 中
間 報 告

山 仙 刊 巾 叩 巾 町 Ⅲ 的 山 山 J 巾町山 山 仙 山 出 仙仙 山 仙 沖 仙 山 F t t h

M adisonか ら

二重大学  川 1 口
中 間 報 告

こちらの朝夕は、けっこう寒 くな り、最低気温
は氷点下になることも多 く、多 くの本々tま既に紅
葉を過 ぎ、外出には、フー ド付 きの防寒着が必要
になってきました。

さて、こちらに来て半年経過致 しましたので、
私の研究 「表面光散乱」を中心に中間報告をさせ
て頂きます。表面光散乱とは熱運動によって生ずる
表面波、capillary wavesからの散乱光のスペク
トルを得て、そのスペク トルを解析することによ
って液体の粘弾性的性質を明らかにしょぅとする
ものです。特にスペクトルの中心振動数、/sから
液体の表面張力が、また半価幅、△ネから液体の
粘度が求められます。理論的研究は、 1940年 代
か ら行われていたにもかかわらず、散乱光強度が
弱いために、実験的研究は 1970年前半までほと
んどなされず、最近のレーザーの進歩およびェレ
ク トロニクスの急速な発達に伴い可能にな りまし
た。それに加えて、液体表面上に単分子膜が存在
する場合の光散乱の理論的研究から、単分子膜の
粘弾性が明らかになることが示唆され、この表面
光散乱法が単分子膜の研究にも応用 されはじめま
した。研究対象となった単分子膜は限 られ、その
多 くは長鎖アルキルの脂肪酸で、高分子単子膜の
研究は、一っに過ぎません。 7月半ばまでにYu
研の大学院生の製作 した光散乱装置のset up を

その大学院生 と終ぇ、まず、標準物質として水と
アニソールを選び、これら液体の散舌Lスペク トル
から得 られた表面張力および粘度が既に報告 され
ている値とほぽ一致することを確認後、単分子膜
の実験に移 りました。 Yu研 は高分子物理化学の
研究室なので、単分子膜の対象 も当然高分子で、
まずは、既に報告 されている結果 とも比較するた
めに、接着剤として広 く使用 されているポ リ酢酸

正 美 (財団ニュース通巻 17号 P.101～lo2参照)

ビエル (PvAc)を 試料としました。 こ の PvAc

単分子膜の研究は古 くからなされてお り、表面圧、
πの測定等十分なデータが存在してお ります。P
VAcは ラジヵル重合によ り分子量の異ったものを
4種 類 (55× l o3～1.10×lo6)合成 しました。
PVAcの 単分子膜は、水を満 したテフロン製水槽
の水表面上に拡げ、逐次単分子膜を圧縮 し、その
表面濃度、「をかえて散乱実験を行い、合わせて
Cahnの 電気天秤を用いて表面圧、ァの演J定を行
いました。現在全ての分子量について一通 りの実
験を終え、実験データの解析と解釈に時間を費ゃ
してお ります。ょって詳細な報告はできません力ヽ
主な結果を以下に示 します。
1 分子量をかえても、メsと「、△ネとPおょび

πと「のプロットは低いF値 を除き、ほとん
どかわらないことがゎか りました。

2.勺偽と『のプロットには、二っのピークが観
察され、低い「値におけるピークの、た値は、
高いP値におけるピークの△ネ値に比べて大
きく、△ザsの値は高いP値のピークを過ぎる
と一定値に近づ くことがゎかりました。これ
らピークの発現は水表面上のPVAcの 吸着形
態に大 きく係っているものと考えられます。

3./sの 値から計算 される (動的な)表 面圧 と、
Cahnの 電気天秤から演け定される (静的な)
表面圧、πとの差は、Pの 値の増加 と共に大
きくなる|ことがわか りました。

これらの結果を来年 3月 のAmerican Physcal

SocietyのMeetingで発表することになりました。
私の使用 しているこの装置を用い、薬学部の大学
院生が低分子の単分子膜について実験を行ってお
ります。
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St.L ouisか ら

東京大学  片  山

中 間 報 告

5月 半ばに渡米 してか らそろそろ6か 月経ち、

ようや くアメリカ暮 しにも慣れてきたこの頃です。

今までにも数回海外旅行はしましたが、今回のよ

うに長期に亘って生活することは初めての体験で

すので、こちらに来た頃には随分とまどうことも

多 く研究室のメンバーにも、また私より先にこち

らにいる日本人の方々にも色々と大変なお世話に

なってしまいました。私が在籍するのは、自ら開

発 した急速凍結電子顕微鏡法を駆使 してシナプス

伝達の過程を見事な写真で示 した」ohn E Heuser

(本人は ドイツ語式にホイザーと発音している)教

授の研究室であり、引続いて細胞生物学的、ある

いは分子生物学的研究を行っています。しかし、

研究室の性格上生化学的実験の設備がほとんど皆

無に等 しく、生化学的研究を上記の電子顕微鏡法

と結びつけた研究をしてみたいと思っていた私に

とってはこの実状は、はっきり言って非常な誤算

と言わざるを得ませんでした。しかし、ごく最近

になって状況は少しずつ変わ りつつあり、近いう

ちに種々の標準的な生化学実験器具及び設備だけ

は一応揃えてもらえそうな様子なので密かに期待

しています。

私自身の研究は、ようやく一応の生活ができる

ようになった6月 に開始 しました。今回の渡航の

主目的は上記の急速凍結電子顕微鏡法の修得とそ

の応用にあるのでこの方法を用いてどのような研

究をするのが適当かいろいろ考えた末、当面 F一

アクテン(FA)と ミオシン頭部 (Sl)の複合体の構

造を調べてみることにしました。FA― Sl複 合体

は筋肉収縮及び細胞運動の際に発生する力の源で

あ り、その構造はATP分 解の過程 と緊密に結び

ついて変化すると考えられていますが、今までに

電子頭微鏡的になされた構造解析はいずれもAT

Pが 分解されつ くした安定な状態(硬直複合体)に

限られており収縮に対応する構造変化を直接にと

らえることは未だに困難です。構造変化が非常に

微妙なこととその速度が速いことが原因と思われ

栄 作 (財団ニュース通巻 17号 P.101参照)

ます。しかし、筋収縮及び細胞運動の分子機構を

探るためには硬直複合体以外の過渡的状態の構造

を知ることが絶対に必要であることは明らかです。

このような研究には急速凍結電子顕微鏡法は非常

に有用と考えられます。硬直複合体と比べ、ATP

分解中のSlは FAと の結合が非常に弱 く両者が解

離 してしまう性質が構造研究を困難 としているの

で、Mornetら により導入された架橋法を用いて

Slと FAと を化学的に固定 しATPを 加えてその構

造変化を見ることにしました。その結果 ATPが

存在 しないときには硬直複合体と同じ構造が見 ら

れるのに対 しATP分 解中にはSlは 」ヽさく丸まっ

た構1造を示 しました。これはSlの 構造変化 を直

接に反映しているものと考えられ、少なからず興

奮 したものでした。ところが丁度その頃アメリカ

国内で開かれたゴー ドン ・コンファレンスに参加

したHeuser教 授から電話があったので早速この

ことを話 したところ、全く同じ結果がその席上で

発表 されたばか りだというのです。これはかなり

のショックでした。同僚のWally lpは、 速 報誌

に投稿すればまだ間に合 うかも知れないと言って

くれましたが、私の結果は彼 らと全 く同じであり

彼 ら〉ももう投稿 している筈だから今回はやめてお

いた方がよかろうという教授の意見をいれて諦め

まし/たが、誠に残念な思いでした。暫 くはこのと

きのショックでFA― Slの 構造研究をやめて他の

ことをしていましたが、やはり筋収縮研究の中心

課題であるFA― Slの 構造変化を捉えるという目

標は捨て難いものでしたし、また架橋 した FA一

Slの ATP分 解過程のキネティクスはまだほとん

ど手をつけられていないこともあり像の解釈にい

ろいろと問題が多いので、もっと基本的な材料、

すなわち何 も処理を施 してないFA― Slの ATP

分解中の構造を直接に探ることを試みることにし

ました。この材料で複合体の構造を観察するため

には前記の理由により非常に高濃度の蛋白質試料

が必要で、通常の電子頭微鏡法では事実上不可能
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ですがt急 速凍結の後にエッチングとシャドーィ

ングをする場合には表面を見ることができるため

その意味での制限はなく、原理的には充分可能と

思われます。まだほんの手をつけ始めたばかりの

段階ですが他の研究室でもまた同様の試みがなさ

れている可能性 もあり、今度は遅れをとることが

ないよぅにしょぅと思ってぃます。しかし現在の

ところ蛋自質調製に必要な設備がまだ揃ってない

のでもう暫 く不便を忍ばねばなりません。

昭和 59年 11月 19日

Californiaか ら

東京大学  谷  畑
中 間 報 告

米国カリフォルエア大学のローレンス 。バーク
レー研究所 (LBL)において高エネルギー重イォン

反応の特徴である入射核破砕を利用 して、不安定

核のビームをつくり、それを使って原子核物理の

研究を進めている。

主目的は、不安定核の核半径の決定である。核
半径は原子核を理解する上で最 も基本的な量のひ

とつであるが、これまでは、安定な原子核以外で

は限られた、少数の核をのぞいて演1定方法が無い

ので知 られていない。今我々が開発 している方法
は、不安定核 ビームを用い全反応断面積 (反応の

確率)の 測定から核半径を決定するもので、広い

範囲の核に適用することができるので、将来の発

展が約束 されている。

先に報告 したように、春に不安定核のビームを
つ くりだすことに成功 し、そのビームを使って反
応断面積を演1定する実験装置の製作 と調整を7月

末までに終え、 8月 の始めに初実験を行 うことが

できた。すなわち、1lB(ホ
ゥ素の同位元素)を高

エネルギー重イオン加速器ベバ トロンで核子当 り
800 MeVの エネルギーまで加速 し、一次標的に照

射 して、3He,4He,6He,3Heの
すべてのヘ リウ

勇 夫 (財団ニュース通巻 17号P.102～103参照)

ム同位元素や リチウム同位元素 (6Li,7Li,8Li,
9Li)、ベ リリウム同位元素 (7Be′9Be,10 B e)

等の二次ビームをつ くり、二次標的核 と反応 させ

全反応断面積の測定を行った。

実験は大成ryJで、ヘ リウム同位元素のデータ解
析を終えた結果では、これまで全 く知 られていな
かった6Heや 3Heの

核半径を決定 し得た。

特に8Heの
半径は理論的に予演」されるよりも大

きく興味ある問題を提起することになった。
この結果はPhysical Review Letters誌に投

稿 した。

不安定核 ビームを用いた原子核物理の研究は、

世界でも初めてで、データは国際的な注目を集め、
10月にはダルムシュタットの GSI(原 子核研究

所)で 開催 された高エネルギー重イオンの会議に

も招かれ発表 したが、多 くの人が強い興味を示 し
た。

今後は、測定をより重い原子核 (炭素やチッ素
の同位元素)に 適用 し、原子核図表の広い範囲に

わたる核の半径の決定を系統的に進めたい。

昭和 5 9 年 1 2 月 1 0 日
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L o u i s i a n aか ら

鹿児島大学 丸  井  隆  之

派 遣 期 間 昭 和 5 9 年 1 1 月2 5 日～昭和 6 0 年5 月 1 1 日

研 究 機 関 Z o o l o g y & P h y 韻o l o g y

College of Basic Sciences

Louisiana State University

Baton Rouge, Louisiana 70803

U.S.A.

協同研究者 Associate Prof.John CapHo

住   所  3000」 uly St.,Apt、 +6

Baton Rouge, Louisiana 70808

U S A

中 間 報 告

研究主題 :北米産ナマズの味覚中枢機構

ルイジアナ州立大学基礎科学部動物学教室にお

いて、Dr.」ohn Caprioと 1981年よ り続けてい

る魚類の味覚神経機構の共同研究を行 うべ く渡米

して、早 くも3ケ月がすぎた。前回1981年に Baton

Rouge市 (ルイジアナ州都)に 滞在 した折には気

候がおだやかであったのに、今回は天候が激 しく

変化し、 Tシ ャツを着ていたかと思うと次の日に

はセーターが必要であるなど日本では考えられな

いようなことが続いた。それにもかかわらず風邪
一つひくこともなく健康にすごしているのは緊張

しているせいか もしれない。

11月 25日 (1984年 )に 日本を出発 して、ルイ

ジアナ州立大学へ来る途中、魚類の味覚中枢に関

して解音」学的に研究を行っているDr,Thomas

Fingerよ りあらかじめ依頼 されていたセ ミナー

をThe university of ColoradoのHealth Sci―

ences Centerの 解剤学教室で行い、DT.Finger

と 1980年 以来の旧交を温めた。またコロラド大学

のあるデンバー市から近いので、ワイオミング州

ララミー市のThe University of Wyommingの

心理学教室を訪間 してDr、 David V.Smithの 研

究室を見学 し、彼が主 として行っている味覚
1情

報

のコーディングの解析について討論をもつなど、

極めて有効な時間が もてた。

12月 1日 にはBaton Rougeに 到着 して次の

日より実験を開始 した。日本の実験装置とは少 し

電子機器が異っていたり、日本では何でもなく手

にス、る小道具が入 らなかったりして苦労 したけれ

ど、何 とか実験の行えるようにセッティングを行

った。現在、大学における生活は、実験を平均 し

て週に4日 行い、それ以外に週 1回 Dr Caprioと

彼の大学院生 4人 と共にセ ミナーをもち、夕方か

ら夜中まで続 く熱心な討論を行ってお り、また大

学院生への中枢実験の指導をもしている。結構相

当に忙 しい日々を送っている。

研究は、当初の滞米中の計画にあった北米産ナ

マズ (Channel catfish)だけでなく、NSFに よ

り援助をDr Cap減 o力 受ゞけている日米共同研究

の材料である1日本の海産ナマズ(ゴンズイ)を輸入

して、並行 して2種 の魚で味覚の神経機構の解明

にアプローチしている。Dr Caprioは種々のア ミ

ノ酸に対するゴンズイの味応答につ き末檎神経で

電気生理学的に実験を行っている。一方、私は、

ゴンズイに関しては電気生理学的にガラス微少電

極を用いて、主 としてその第 1次 味覚中枢である

顔面葉におけるsomatotop yを調べ、既に現在そ

の論文の作製中である。またその味覚中枢径路を

明らかにすべ く、HRPを 第一次味覚中枢である

顔面葉 と迷走葉に各々注入し、それらへの他の中

枢からの投射と、それらから他の中枢への投射を

明らかにすべ く解音」学的な竹acing実験 も行い、

北米産のナマズと極めてよく似た中枢径路をもっ

ているという結果を得ている。今回の主たる目的
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でa合 北米産のナマズに関しては、 既 に 1981年

に顔面葉内のSomatotopyと その中枢の特異性に

ついで明確な結果を得て報告 してあるので、現在

は DヽT Cap五 oにより詳細に報告 されている末檎

神経におけるア ミノ酸に対する味応答の特異性と

比較 して、第一次味覚神経 と第二次味覚神経 との

間 (つまり少 くともシナプスを一つ介する)で ど

のように味情報への修飾がおきているのか、また

はおきていないのかを調べるのを目的として、顔
面葉内のニューロンよ りrOutineに単一味応答の

記録を行っている。

4月 下旬には、Achems meeting〈 化学感覚に

関するアメリカの学会)に 参加 して、ゴンズィの

顔面葉に関するデーターを発表する予定である。

学会はフロリダ州のウラツータ市で開催 され、大
いにアメ リカの科学者 と議論をするつもりでいる。
残 り2ケ 月余の滞在であるが、時間の許すかざり
実験をして、channel catfishに 関する論文ので

きるだけのデーターをそろえてから帰国したいと
思っている。

昭和 60年 3月 11日

Marylandか ら

東京大学  中  村
中 間 報 告

1 近  況

昨年 8月 末にボルチモア到着後、当研究所から
徒歩 7分 の距離に、かな り割高ながら適当なアパ
ー トを見つけることができ、通勤の時間ロスがな

く大変好都合だったのですが、 1月 始めになって

状況が変わ りました。研究所の収容能力を越えて

職員数が増え続けた結果、私の属するグループを

合めた約50人が、車で30分程のdowntOwnにある

仮事務所に追い出された格好になりました。新 し
い建物が完成する7月 末までここに留まらねばな

りません。周囲の安全環境の面で夜遅 くまで仕事
がしにくいこと、必要な時にす ぐ図書を利用でき
ないこと、コロキゥム等に自由に出席できないな
ど色々不便にな りました。

生活の面では日本に比べ物価が高いようで、 1
ドルの実質価値は 130～ 150円といった所でしょ

うか。車がなくては日常の買物 もできず、中古車
を買ったのですが、その保険料が年間 800ドル近
いのには驚 きました。子供は公立学校に入れまし
た。カリキュラム等日本に比べてかな りいいかげ
んな感 じですが、ある学科に秀でた生徒はどんど
ん上の学年の授業に参加 させるなど、感心 させ ら
れる点 も少なくぁりません。

2 研 究の進展状況

士 (財団ニュース通巻 17号 P103参 照)

私の滞米 目的は、1986年夏に打上↓好 定のSpace

TelescOpe(ST)に 備 えて、当研究所で行われて

| る` Science Data Analysis sOftware(sDA

S)の 開発に協力す る、近い将来、STも 含めた観

演」衛軍や大型望遠鏡からの大量データ処理や解析
が、我国の天文学界でも重要な問題になる事は必
至なので、sTへ の国際協力を通 じてそれらへの知
見を深めるの 2点 でした。当初、STの 位置観測装
置 (FGS)が 取扱 う理学データと工学データの変換
モジュールから作る準備を始めたのですが、 1ケ

月程で方針を変えSoftware system Test(SS

T)と 称する仕事に移 りました。その理由は、この

仕事の方が上記二つの目的により叶うと判断 した
か らです。sD ASは 最終的には約 200個の、各々
モジュールと呼ばれるSoftware群 に成る筈です
が、 1人 が 1個 のモジュールを完成させるのに簡
単なもので 3ケ 月、複雑なもので 1年以上かか り
ます。従ってモジュール開発をやっていては、 1

年間でsTの 非常に狭い面にしか触れられないと

考えた訳です。

SSTと は、プログラマが作 り上げたモジュール

を STの データ解析システムに組込み、システム

全体に対するモジュールの働 きをAstronomerの

立場でテス トするものです。モジュールの機能を
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充分把握 し、様々な状況を想定したテス トデータ

を作 り、動作状態をチェックしてゆきます。誤 り

や要求 される機能が満たされていない時は、モジ

ュールは担当者に返 して直 させます。モジュール

の動作テス トは、プログラム開発途上四つの段階

で術われますが、 SSTが 最終的なテス トなので

慎重に行 う必要があり、 1個 のモジュールテス ト

に3週 間程かか ります。テス トに供 されるモジュ

ールの種類によっては、テス ト用のプログラム作

りの方がテス トそのものよりも時間が掛る場合 も

あ ります。まだ汎用データ処理モジュールのテス

トが主で、興味の中心であるST観 測装置に直接

関係するモジュールのテス トをする機会には恵ま

れません。

当研究所での仕事は通常の研究活動 とは多分か

な り異質で、Science staffがNASAが 契約 し

ている民間会社のSoftware engineersと チーム

を組んで行われます。engineersの 出入は随分頻

繁で、そのため色々な情報は分レープ間のmeeting

を通 じて流 されることが多 く、語学能力のハンデ

ィを絶えず感 じます。しかしその反面、大型プロ

ジェクトを進める場合のノウハウ等を知る上では

大変勉強になった気がします。

3.今 後の見通 し

StSTの仕事はdutyと して当分続けますが、近

い将来SDASを 我国にも導入する可能性などを考

慮 して、モジュrル と計算機ハー ドウェアとのIn―

terface,ST観 測装置の一部にも今後調査の重点

を移す予定でいます。なお、日本出発前に開発 し

た新しい月食影の抽出方法 (この仕事の意義等は

帰国後の報告に議 ります)を 、SDASの 画像処理

機能を使ってテス トできたので、現在論文の形に

まとめつつある段階です。

昭和 60年 3月 11日

C ambridgeか ら

北里大学  中  川  節  モ子(財団ニュース通巻第 17号 P.104参 照)

況近

二月に入 り、鳥の鳴声にも春がす ぐそこまで来

ているのが感 じられます。コー トがいらないほど

暖い日があったかと思 うと、次の日は氷点下を割

った りで、ついに風邪を引いてしまいました。

こちらに来てもう半年が過 ぎ、はじめは様々な

人種の人が街なかを行 きかうのさえものめず らし

く感じられたのですが、此頃はアメリカにいると

いう緊張感をすっか り忘れてしまっていることが

多 くなりました。それで も先週一週間は、日本で

研究 した内容をセ ミナーで話すための準備 と練習

でかなり緊張 しました。下書を作 り、ルームメー

トの声を録音 し、それを何度 も聞いてアクセント

やイン トネーションの練習をしました。発表当日

は、質問も含め約一時間の持ち時間をどうにかこ

なし、まずまずの出来だったようです。 しかし、

質問をしっか り聞取 り、英語で即答するようにな

るにはまだまだ時間がかか りそうです。

中 間 報 告

当1研究室で開発されているコンピュータ ・プロ

グラムCHARMMl)(ChemiStry at HARvard

Macromolecular MechaniCS)は 、経験的エネル

ギー関数を用いたタンパクヽ核酸等の生体高分子

のためのプログラムで、大 きく分けて三つの主要

部分からなる。ひとつは生体高分子の最小エネル

ギー配置を求めるものである。第二は、Dynamical

sirlulationで、ニュー トンの運動方程式に従い、

分子の動 きを再現するものである。第二は、Normal

mode analysisで、ポテンシャルエネルギー面の

局所的記述を行い、分子の動 きを解析するもので

ある。CHARM Mは この他にも種々の機能を備え

てお り、各種構造解析ルーテンから、タンパクの

一次構造のマッチング及びグラフィック表示まで

多1皮に渡る。CHARMMの 使用法の習得は、生体

高分子の理論的理解に通ずる。

これまでの半年間に行った研究は、タンパクの

ェネルギー最小化を主体としたもので、ア ミノ酸
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置錠せ ,ン プロテアーゼの構造変化を扱った。

セ リンプロテアーゼの一種であるプラス ミンは、

血管内外のフィブリンを可溶性の断片に分解する

酵素である。この酵素の活性部位に近接するアラ

エン残基がスレオニンに置換 したために、酵素活

性 を欠除した異常酵素の存在が報告 されている
2七

一般にセ リンプロテアーゼの触媒部位は互いにき

わめて類似してお り、catalytic triadと呼ばれる

Asp 102-His57-Ser195の 水素結合系及び基質

の切断ペプチ ドの殴素部分が結合する oxyanion

holeよ り構成されている。Ala―Thr置 換は、 ち

ょうどcatalytic triad内のAsp―His部分に近接

しており、この置換がどの程度ntR媒部位の構造変

化を生じさせるかを調べ、この遺伝病の原因を原

子 レベルで解明するのがここでの研究目的である。

(方法)プ ラス ミンのア ミノ酸配列は知 られてい

るが、その立体構造はまだ知 られていない。 しか

し、セ リンプロテアーゼの触媒部位の立体構造は

きわめて類似 しているので、高分解能で解析 され

ている、 ト リプシンの X― 線解析データを利用 し

た。

トリプシンのAla 55をThrに 置換 して、まずは

じめにCα一cβ軸及びCβ―C/軸 について一cH3

0Hグ ループの回転を行い、 三つの最小エネルギ
ー構造を得た。この三つの構造をスター ト点 とし

て、A]a55の Cβより半径 10A以 内の原子につい

てエネルギー最小化を行った。エネルギー最小化

には、 adopted―basis set Newton―RaphsOn

法を用いた。

初めの 100サ イクルは、置換 したThr部 分と、

それを取 り囲むア ミノ酸残基間に強い立体反応が

予想 されるので、Ala55 C βより10A以 内のア ミ

ノ酸残基の各原子に対 して質量×10(ltca1/mole
―A2)の harmonic cOnstrainをかけた最小化を

行った。次の 100サイクルは、Ala55 C βよ り5

Å以内の原子に対 して質量×01、5～ 8Aの 原子

に対 して質量×03、 8～ 10Aの 原子に対 して質

量×06の harmonic cOnstrainをかけた最小化

を行った。非置換の トリプシンに関しても同様の

最小化を行った。

尚、CHARMMの 内蔵 しているエネルギー関数

は次の通 りである。

E=Eb tt Eθ+Eφ tt Eの十Evdw tt Eel十

Ehb ttEcr ttEcφ

ここで、 EL)はbOnd、 Eθ はbond angle、 Eりは

dihedral angle、 Eω はimproper torsionの 各

ポテンシャルを示すb Evdwは Van der Waals

相互作用、Eelは 静電的ポテンシャル、Ehbは 水

素結合 を示す。Ecr及 びEcφ は原子に対するhar_

monic cOnstrain及び dihedral constrainを示す。

(結果 ・考察)200サ ィクルのエネルギー最小化

後における、非置換 トリプシンに対す るThr置 換

トリプシンの構造変化 を見積 る目的で、r00t mean

square devねtiOn(RMS)を計算 した。三つのモデル

a、b、c、のAla55Cβから10A以 内のRMSは それ

ぞれ0.06、009、0.08Åであちた。一方、Asp 102、

His 57、Ser195の 三つのアミノ酸残基に関して

RMSを 計算すると、それぞれ 007、0.19、o20A

であった。すなわち、catalytic triadの計算で

は、model b及びcの構造変化が、mOdel aよ り

約 3イ音大 きいことがわヵ>る。

Fig lは 200サ イクル後の非置換及び置換 トリ

プシン(mo(lel c)の構造を重ねて描いたものであ

る。ここでは、Ala55 Cβ より5A以 内に入るア

ミノ酸残基を描いた。図の中央にAla 55及びThr

55の側鎖が存在する。His 57のイミダゾール リン

グ部分の変化が大きいことがわかる。点線は水素

結合を示すが、置換 トリプシンでは、 Thr55の

O/Hと Asp 102のOδ2間に水素結合が認められる。

図には示さなかったが、mOdel bで も同様の水素

結合が認めら)れる。model aで は、Thr55の C/

trypsin min 200 stp ithr―trypsin

m o d e l  c〔-1 2 0〕mi n  2 0 0  s t p
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及び0/Hが 、Asp一Hisシ ステムから遠ざかって

お り、水素結合を形成 しない形となっている。

これまでに行った最小化に関しては、そのサイ

クル数が十分であるかどうか、 harmonic con―

strainのかけ方が適当であるかどうか等検討の余

地が残 されている。しかし置換 トリプシンでは、

Thr55の O/Hと Asp102 0δ 2間に水素結合が生

じ、触媒活性発現に重要な役割を果たす、His 57

の狽」鎖の構造が変化する可能性のあることがわか

った。

福島大学

中 間 報 告

今年のManchesterの 冬は特に厳 しかった様で、

1月 および2月 は平均気温が平年値に比べて2℃

か ら3℃ 近 くも低かったそうだ。一日の最高気温

と最低気温の差が余 りなく、日中の気温が上がら

ない上、ほとんど毎 日の様に朝から晩まで空が厚

い雲に覆われて、ときどき雪が降ったり雨が降っ

た りする天候が何 日も何日も続 き、生活上かな り

の重圧になり、特に調子が悪い時は、そのために

さらに落ち込んで行 く感 じがする。 2月 末か ら3

月初めにかけて良い天気が続いた後、ふたたび陰

気な天気が続いているが、気のせいか雲の厚 さは

以前に比べて薄 くなった様で、日没が 2時 間以上

も遅 くなったから、明るくて 1月 頃の様な重圧感

は余 り感じない。 3月 20日 に春分を迎え、3月31

日未明からは夏時間になって、その後すぐに春が

来るのではないかと期待している。 4月 7日 のイ

ースターを鋏んで 2週 間、学校は休みにな り、大

学生は5週 間休むが、休みが終ると試験が始まる

ので、ゆっくり遊んでばか りも居 られない様だ。

Manchester大 学の物理学教室の建物はL字 型

をした8階 建の建物 (grOund floor、 l st～7th

floorとbasement)で 、その 6階 (日本流では7

階)に ある私の研究室からは、市街地の高層建築

や UMIST(Manc hester大 学の工学部に当たる

が、実質的には独立 している)の 建物がす ぐ近 く

文 献

1)B.R Brooks,R、 E Bruccoleri,B D.

01afson,D」 .States,s,S warnin athan

and M.Karplus,」 .COmp.Chem., 4,

187(1983).

2)To Miyata,S Iwanaga,Y.Sakata and

N.Aoki, Proc`Natl、 Acad.Sci.USA,

79, 6132(1982),

昭和 60年 3月 16日

Manchester,い ら

吉 田  俊  博 (財団ニュース通巻17号p103参 照)

に見える。Manchesterと その周辺には日本人が

数百人いる様で、大学にも留学生を中心に20～

30人 は日本人が居ると思 う。大学院生を中心にこ

の大学は外国人留学生を多 く受入れている様だ。

物理学教室は 1学年 200人 位 (物理学単独のコ

ースの他に複合コースがある)で 、教官は教授が

13人、それ以外の講師以上の教官が約 65人 いる。

研究面では」odrell Bankを 中心に活動 している

電波天文学のグループの他、天文学、理論物理学、

および高エネルギー物理学、原子核物理学、低温・

固体物理学、原子 ・分子 ・重合体物理学、光学な

どの実験グループがある。理論物理学には、高エ

ネルギー物理学、原子核物理学、物性物理学の各

分野に教授が 1人 ずつおり、他に約 10名 の教官、

約 10名 の研究助手と20人 ほどの大学院生が所属

している。

私の研究の方は、こちらに来る前に行ったReggeon

連続崩壊模型による中間子破砕領域中間子生成お

よび核子破砕領域重粒子生成の一粒子包合反応断

面積のうち、間違いの見つかつた後者の再計算を

行ったが、結果は前の ものとほとんどかわらなか

った。引き続 き、 2組 のクォーク ・反クォーク対

創成の 1次 で起こる (上記の二つは0次 で起こる)

核子破砕領域中間子生成および中間子破砕領域重

粒子生成の断面積を計算 し、初期崩壊効果および
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多重発生効果が断面積に与える成分の縦方向運動

量分布 (1-xF)・ のnが 、核子破砕領域中間子
生成では約 2お よび約 3、 中間子破砕領域重粒子
生成では約 1お よび約 2に なるという結果を得た。

現在、 2組 のクォーク ・反クォーク対創成の 2次

で起こる核子破砕領域反重粒子生成の断面積と、

核子破砕領域重粒子生成断面積に対する2次 の補

正を計算 している。今後、さらに高次の計算の可

能性について検討すると共に、この模型 と他の模

型 との関連について詳 しく研究する予定である。

昭和 60年 3月 28日
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事 業 日 誌

59,10。7 第 7回 事業報告書 (昭和 58年度)完成発信

10.26 選 考打合会

11,30 選 考打合会

昭和 60年度来日 ・長期間派遣援助申込締切

12.5 財 団ニュース通巻第 17号完成発信

12.21 選 考打合会

60.1.19 理 事懇談会 :監事補欠の件、明年度事業計画の件、明年度集会 ・長期間来日援助の件、

明年度事業活動予定の件、研究交歓会次第(案) 山ヽ田コンファレンス計画の件、評議員及

び選考委員の選出の件、財団経理の将来について

2.1 選 考打合会

216罷
鳥畢匿穐紫議す対繁蟹侯竪窒蜜彗緊当撻嬰径蛋?野撃雷干窪岳

｀

委員及び顧間の選出並びに決定、60年度事業計画、予算及び事業活動予定の決定、研究

交歓会の件決定、60年度集会、来日 ・派遣援助決定、60年度山田コンファレンス3件 及

び61年度同候補を報告、 61年度推薦学会決定

3.1 選 考打合会

313 理 事懇談会 :来 る昭和 62年 の財団設立 10周年記念事業計画、山田コンファレンス計画

の件、他

3.29 選 考打合会

昭和 61年 度来日、派遣、集会申込要領及び申込書発信

3.31 昭 和 59年度決算実施

4.1 改 選に伴い昭和 60年度役員 ・評議員 '選考委員等の決定 (後記)、事務局辞令交付

昭和 59年 度諸援助のまとめ

切

日月
〆
年

要

援  助   名 実施件数

年 1回募集
来

日

長 期 0 58、 4. 58、 11.ラ辰

短 期 1,091 5じ、 4 Ob. 11./1T

派

遣

長 期 973 53. 4 bも、 11 不

59, 4 59年度末 毎月募集
短 期 2,497

集 会 14 950 bじ. 4. Db. ソ ./Th

58, 9. 59  3.31一 般 研 究 援 助 10,050

500
M B E 研 究 援 助 1

山田 コ ンフ ァレンス 3 2,133

「分 化 転 換 と網 胆 決 疋 2‐lイ`女 足 性 」

撤 薯 鴨 と調節」 _

研 究 交 歓 会 2 200

計 18,394

一-102-―



昭和 6 0 年度 事 業 活 動 予 定 表

61年 5月 中旬 第 8回 研究交歓会

第 6回 長期間派遣者研究交歓会開催

日   時     昭 和 60年 7月 20日 (土)13:00～ 17:00

場   所     薬 業年金会館 (地下鉄谷町線谷町 6丁 目跡真上)

研究成果発表者  昨 年 7月 以降帰朝の長期間派遣援助者 (6名 予定)

年 月 日 一可 事

60年 5月 25日 (土)
9:30 AM

!
夕 方

第 7回 研究交歓会 17'演 題

5 月 2 6 日 ( 日)

10:00 AM

!
4:00 PMI

AMI第1回 評 議員会

理 事 会

PM第 1回選考委員会

昭和 59年 度事業報告、決算報告、本

年度事業活動予定表

選考方針等審議

選考方針打合せ、60年度研究援助審

判の割当

5月 27日 (月)
～ 5 月3 1 日( 金)

山田コンファレンス洒 ・エネルギー変換ATPア ーゼ

於 関 西地区大学セ ミナーハウス

6月 2 9日 (土)
10100 ANI

!
夕 方

第 2回選考委員会

臨 時 理 事 会
60年 度研究援助決定

7月 20日 (土) 第 6回 長期間派遣者研究交歓会

9 月 9 日 ( 月)

～ 9月 13日 (金)

山田コンファレンスXll・超構造半導体  於  京 都パーク

山田コンファレンスXlll・二次元電子物性   ホ
テル

9月 30日 (月 ) 学術交流集会援助の締切 (61年 4月 ～ 62年 3月 分)

11月 30日 (土) 短期間来日・長期間派遣締切 (61年 4月～62年 3月分)

61年 2月 中旬 第2回 罫輩畜套
本年度事業のまとめ報告

明年度事業計画及び予算等審議

3 月 3 1 日 ( 日) 研究援助推薦締切
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申込要領等改言Tのお知らせ

この度、次記のように来日、派遣及び集会の援助申込要領及び申込書を改訂しました。

研究援助について

研究援助候補推薦要領及び推薦書用紙は60年 9月 頃お届けします。

募集開始  60年 9月    締 切 日  61年 3月 31日

研究援助推薦学会

61年度研究援助に関しても推薦学会は従来どおり22学会にお願いすることになってお ります。

昭和 59年 度  監 事補欠選任 ・決定

前監事故高雄靖氏の後任 として、株式会社三菱総合研究所取締役社長向井重陽氏を、昭和60年 2月

16日付をもって補欠選任 ・決定いたしました。

昭和 60年 度  役 員 ・評議員 ・選考委員等の決定

役  員 (昭和 60'61年 度)

理 事 長 永 宮 健 夫

専務理事 小  川  俊 太郎

理  事  江  崎  玲 於奈

郎

二

三

一

修

一

定

郎

陽

郎

夫

宣

友

集

仁

　

謙

安

次

重

四

雅

谷

木

　

村

石

井

田

藤

井

堀

識

神

鈴

関

高

早

福

山

近

向

赤

吉

顧

大阪大学名誉教授

財団専務理事

米IBMワ トソン研究所主任研究員

大阪大学 B岡崎国立共同研究機構基礎生物学研究所名誉教授

京都大学 '大阪大学名誉教授

大阪大学名誉教授 '関西学院大学非常勤講師

京都大学名誉教授

大阪医科大学学長

京都工芸繊維大学学長

大阪大学基礎工学部教授

国立公害研究所所長

株式会社三菱総合研究所取締役社長

大阪大学名誉教授

東京大学名誉教授

60年 11月 30日6 0 年4 月 1 日来      日

(61年4月～62年3月分)

60年 11月 30日6 0 年4 月 1 日長 期 間 派 遣

(6 1年 4月 ～ 62年 3月分)

出発月の4カ月前の 15日が締切日

(例 :60年 10月出発の場合 60年 6月 15日が締切日)短 期 間 派 遣

6 0 年 9 月 3 0 日6 0 年4 月 1 日学 術 交 流 集 会

( 6 1年 4月～ 6 2年 3月分)

追  記
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評 議 員

村

代

宮

原

石

川

　

　

田

野

脚

江

江

岡

神

久

塩

芝

鈴

関

高

田

永

西

早

早

原

牧

山

山

巾韓蜘唯却弟却募娃莞

６０

崎

橋

村

谷

保

川

　

木

米IBMワ トソン研究所主任研究員

岡崎国立共同研究機構生理学研究所所長

日本原子力研究所客員研究員 ・生産開発科学研究所理事長

大阪大学 ・岡崎国立共同研究機構基礎生物学研究所名誉教授

慶応義塾大学理工学部教授

大阪大学工学部教授

大阪大学理学部教授

京都大学 '大阪大学名誉教授

大阪大学名誉教授 ・関西学院大学非常勤講師

仁 一   京 都大学名誉教授

裕  関 西医科大学医学部教授

夫  大 阪大学名誉教授

宏  京 都大学工学部教授

修  大 阪医科大学学長

男  名 古屋大学理学部教授

之  大 阪大学理学部教授

郎  京 都大学基礎物理学研究所所長

定  大 阪大学基礎工学部教授

雄  国 立循環器病センター研究所外来研究員生化学部 ・兵庫医科大学

客員教授

野 徹  雄   東 京大学理学部教授

美 治   大 阪学院大学商学部教授

間 吉  也   近 畿大学薬学部教授

沢 利  昭   東 京大学薬学部教授

村   肇   大 阪大学名誉教授 '岡山理科大学理学部教授

津 耕  三   東 京大学理学部教授

田   誠   京 都大学名誉教授

井 光  夫   日 仏会館常務理事

集 三   大 阪大学名誉教授 ・関西学院大学非常勤講師

利 夫   京 都大学化学研究所教授

郁 夫   京 都大学理学部教授

泰 美   神 戸大学医学部教授

泰一郎  茨 城大学工学部教授

英 一   大 阪大学基礎工学部教授

健
　
　
　
幸

菅
田
二

安

俊

選考委員 (昭和 60年度)

飯

泉

岩

大

ナ11

朽

熊

坂

関

高

竹

西

長

藤

田

内

塚

田

田

谷

増 田  芳  雄   大 阪市立大学理学部教授

森 田  正  人   大 阪大学理学部教授

山 田  安  定   大 阪大学基礎工学部教授

今回の改選に際し、評議員で小関治男、後藤俊夫及び佐藤文隆の各先生、選考委員で加藤範夫、高

村仁一(兼任)、伊達宗行、沼正作及び野島庄七の各先生が、ご勇退 され、現評議員森田正人先生が選
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考委員に、現選考委員芝哲夫及び西原宏の両先生が評議員に、ご交替にな り、新たに、評議員に牧

二郎及び山野俊雄両先生、選考委員に泉美治、大沢利昭、川村肇、西塚泰美、長谷田泰一郎及び藤田

英一の各先生がご就任なさいました。

このたびご勇退 された諸先生方に対 しましては、ご在任期間中のお力添えに心から御礼申しあげま

す。

山田コンフ ァレンスニ ュース

1 昭 和 61年度には山田コンファレンス皿、XV及びⅧ を開催 します。

山田コンファレンス皿

会 名   重 力崩壊と一般相対論 (Yamada Conference XBl on Gravitational Collapse

and Relativity)

会 期   61年 4月 7日 ～ 11日  5日 間

会 場   京 都市左京区 京 大会館

責任者  佐 藤文隆 (京都大学基礎物理学研究所)

山田コンファレンスIV

会 名   一 次元導体の物理 と化学 (Yamada Conference XV on Physics and Chemis‐

try of Quasi One―dimensional Conductors)

会 期   61年 5月 26日 ～ 30日  5日 間

会 場   山 梨県山中湖村 ホ テル マ ウント富士 山 中湖

責任者  中 嶋貞雄 (東海大学理学部)

山田コンファレンスXII

会 名   フ ィトクロムと植物の光形態形成 (Yamada Conference測 on Phytochrome

and Photomorphogenesis in Plants)

会 期   61年 11月 17日～ 21日  5日 間

会 場   岡 崎市 岡 崎国立共同研究機構セ ミナーハウス

責任者  古 谷雅樹 (東京大学理学部)

2.Proc of Yamada Conference Iの 出版

昭和 59年 8月 27日 ～ 31日 、東京都港区 ホ テル高輪で開かれた第 9回 山田コンファレンス

(固体中の転位)のProceedings(財団版)が本年 3月完成、出版 されました。692頁 からなる議

事録です。お問い合せは東北大学金属材料研究所角野浩二先生 (電話 0222-27-6200)へ 。な

お、この集会の速報は財団ニュース通巻第 17号 3頁に掲載 してお り、成果報告は第 8回 事業報告

書 (今秋刊行予定)に のせる予定です。

Yamda Conference iX

DiSLOCAT10NS iN SOLID13

Edked by

H:DEJi SUZUKl
碑 ″t/4Vers.′

TOSHlYUK:NINOMlYA
跡湾倒tyゲrat″

KOJl SUMiN0
秘 」 切"'α ttγ

SHiN TAKEUCHl
切村拘 霊 ンθ′欣 輝

UNiVERSllY OF TOKYO PRESS
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人 事  消  息

1 59年 11月 3日、本財団理事神谷宣郎氏は、勲二等瑞宝章を受章されました。謹んでお祝い申し
あげます。なお、同氏は、60年 1月～5月の間、西 ドイツのボン大学に客員教授としておでかけに
なっておられます。

2 60年 3月 12日、日本学士院は本財団選考委員沼正作氏の 「神経情報伝達の分子機構に関する研
究」に対して日本学士院賞を贈ることを決定しました。謹んでお祝い申しあげます。

3 60年 3月 13日、江崎理事が科学万博つくば
'85日

本IBM館 竣工式参列その他のため帰朝の機に、
理事懇談会を開催、財団当面の諸問題について審議しました。なお、席上江崎理事受賞(次掲)を祝
い乾盃しました。

賞は、 60年 3月 28日 付、The 1985 American Physical SOciety lnternatiOnal Prizes fOr New

Materialsであります。
4 60年 4月 、江橋節郎評議員が、岡崎国立共同研究機構生理学研究所長に就任されました。また、
山野俊雄評議員が大阪大学医学部を定年ご退官、大阪大学名撞卜教授の称号をお受けにな り、国立循
環器病センター研究所外来研究員生化学部および兵庫医科大学客員教授に就任され、泉美治選考委員が大阪大学蛋自質研究所を、長谷田選考委員が大阪大学基礎王!学部をそれぞれ定年ご退富、大阪大
学名誉教授の称号をお受けになり、大阪学院大学商学部教授、また、茨城大学工学部教授にそれぞれご就任にな りました。

本号には、通巻 17号 に引 きつづぃて59年 10月以降 60年 3月 迄の間に収録 した短期間来日成果報
告、短期間派遣成果報告、長期間派遣成果報告、中間報告および短信などを掲載いたします。

口己後集編
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